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1.貿易陶磁 (青磁)

2.貿易陶磁 (青磁)
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2.貿易陶磁 (青 白磁・陶器)
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1.国産陶器 (瀬戸美濃)

2.国産陶器 (瀬戸美濃)

3.国産陶器 (渥美 刻画文壼)
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1.第 2号井戸出土かわらけ

2.第 2号井戸出土かわらけ

3.第 4号清状遺構出土かわらけ
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1.第 4号溝状遺構出土かわらけ

2.瓦質 風炉・火鉢



序

御所之内遺跡の第 13次発掘調査は、平成 4年から5年 にかけて、企業の研修所建設をきっか

けに行いました。発掘調査の結果、多数の掘立柱建物跡や中国製の陶磁器など貴重な遺構・遺物

が発見され、さらに、これらが鎌倉時代の北条氏の屋敷や、今まで実体が明らかではなかった円

成寺である可能性が指摘され、本遺跡の重要性が注目されるようになりました。

そのため、文化庁の指導のもと、県文化課・町教育委員会・企業の三者で検討を重ねた結果、

本遺跡は日本の中世史上大変貴重な遺跡であり、その歴史的価値を評価して史跡として保存する

方向で協議を進めることになりました。平成 7年には史跡整備委員会も発足し、委員の先生方の

ご研究 。ご討議を経て、平成 8年 9月 に「史跡北条氏邸跡」と〔/て指定されました。

その後、「史跡北条氏邸跡」では史跡の追加指定や、整備のための確認調査などを行ってきま

した。また、今年度は、「史跡北条氏邸跡」 。「史跡伝堀越御所跡」・ 「史跡願成就院跡」の 3

つの史跡と、それを取 り囲む遺跡や文化財を一体として整備・活用するために、「守山中世史跡

群整備基本計画」力半J行 されております。

このように貴重な遺跡の成果をまとめた本書を刊行することは、誠に喜ばしいことであります。

本書が学術研究や郷上の教育資料として活用されることを願つてやみません。

なお、最後になりましたが、関係諸機関ならびに調査に従事された方々に対し、心よりお礼を

申し上げまして、刊行の序といたします。

平成14年 3月

韮山町教育委員会

教育長 植松 静治



例 言

1.本書は、平成 4年～平成 5年 に韮山町教育委員会が実施 した御所之内遺跡第 13次調査の発掘調査報

告書である。

2.発掘調査は、東急電鉄株式会社の研修所建設計画に伴う事前調査で、韮山町寺家字御産所1224他、

同字守山12191他で実施 し、調査面積は2,826.68∬である。

3.発掘調査は平成 4年 3月 9日 か ら12月 29日 ・平成 5年 3月 18日 から 7月 25日 の 2回 にわたって実

施 した。遺物整理・報告書作成作業は平成 11年 4月 1日 より平成 14年 3月 20日 まで実施 した。

4.発掘調査は、原茂光 と加藤学園考古学研究所秋本真澄が担当した。また、本報告書の遺物整理・図

版作成は、池谷初恵が整理員を指導 して実施 し、原稿はⅡ章、Ⅲ章-1を原が、 I章、Ⅲ章 -2、

Ⅳ章を池谷が執筆した。編集は池谷が行った。

5.出 土遺物のうち、瀬戸美濃窯製品については(財)頑戸市文化財センター藤澤良祐氏に、常滑窯製品

については常滑市民俗資料館中野晴久氏に分析をお願いし、ご教示を賜った。また、貿易陶磁 につ

いては、国立歴史民俗博物館小野正敏氏 。鎌倉考古学研究所斎木秀雄氏・平泉町文化財センター八

重樫忠郎氏にご教示を賜った。記 して感謝申し上げる。

6.本調査については、平成 7年に 「伊豆韮山円成寺遺跡―御所之内遺跡第 13次調査―」 として概要報

告が刊行されている。本報告と概報の間で相違する点は本報告が正 しい。なお、遺跡名は国史跡指

定名称に従い 「史跡北条氏邸跡」 に統一する。

7.調査体制は以下のとお りである。

発掘調査 平成 4年度

調査主体      韮山町教育委員会  教育長    植松静治

調査事務局     韮山町教育委員会社会教育課長   飯田孝雄

発掘調査担当    韮山町教育委員会社会教育課    原 茂光

発掘作業員     田中 亨 山口利郎 町田欣也 小泉道治 高橋達郎 渡辺孝紀

森野公毅 鈴木正信 臼井幸太郎 原信之助 冨樫栄太郎 梶山 格

長島静夫 鈴木正信

原多江子 新見智子 大川愛紀子 桑原靖子 古川昭代 安倍真由美

後藤洋恵 小松法子 川合千賀子 森野みさ子 岩田郁子 海藤裕美子

屋代妥枝 西島和美  与五沢博子 渡辺淑敏 芹沢豊子 安倍孝子

発掘調査 平成 5年度 追加調査

調査主体       韮山町教育委員会  教育長    植松静治

調査事務局      韮山町教育委員会社会教育課長   飯田孝雄

韮山町教育委員会社会教育課    原 茂光

発掘調査担当     加藤学園考古学研究所       秋本真澄

発掘作業員      加藤学園考古学研究所 研究員 他

整理調査 平成 11～ 13年度

補助事業者     韮山町 町長           渡辺解太郎

調査主体      韮山町教育委員会  教育長    植松静治

調査事務局     韮山町教育委員会社会教育課長   鈴木容子 (平成 13年 12月 まで)



韮山町教育委員会社会教育課長    平井正之 (平成14年 1月 から)

韮山町教育委員会社会教育課長補佐  中鉢賢治 (平成13年 3月 まで)

韮山町教育委員会社会教育課―     川日瑞樹 (平成13年 3月 まで)

小島達彦 (平成13年 4月 から)

韮山町教育委員会社会教育課学芸員  山田康雄 (平1成 13年 4月 から)

整理調査担当    非常勤嘱託職員 池谷初恵

整理作業員 原 多江子 今野朋子 斉藤禎子 高垣佐代子

8。 本調査による図面・写真 。遺物等の資料は、韮山町教育委員会で保管している。

9.発掘調査・整理調査においては次の方々に、ご指導・ご助言を賜った。厚くお礼申し上げる次第で

ある。

小和国哲男 湯之上 隆 小野正敏 河野員知郎 家永遵嗣  藤澤良祐 中野晴―久 百瀬正恒

橋本久和  伊野近富  中井 淳 八重樫忠郎 本澤慎輔  藤原良章 浅野晴樹 飯村 均

荒川正夫  斎木秀雄  宗墓秀明 服部実喜  汐見一夫  水澤幸一 日中 学 金子健一

塚本和宏  松井―明  鈴木敏則 渡井英誉  岩名―建太郎 栗木 崇

静岡県教育委員会文化課  (順不同・敬称略)



凡 例

1.本書の遺構・遺物の縮尺 。指示は次のとお りである。

(1)遺構の略号と挿図の縮尺

遺構全体図       1/100
掘立柱建物跡 SH   1/80
井戸     SE   1/40
溝状遺構   SD   1/100
土坑墓    ST   1/40
土坑     SX   1/40

(2)遺物挿図の縮尺  (縮尺の異なるものは図中に明記した。)

陶磁器・土器   1/3
瓦       1/4
石製品      1/3・ 1/4
銭貨       1/2

(3)ス クリーン トーンの指示  (使用例の異なるものは明記した。)

＼＼＼隠＼＼ 遺構面 ‰ 石

(4)遺物マークの指示

O かわらけ    ● 陶磁器    ▲ 金属製品

2.方位は国土座標第Ⅷ系に拠ってお り、挿図中の方位記号はこの座標北を示す。

3.遺物の番号は遺構種別ごとの通 し番号とし、本文・挿図・表・写真図版 とも一致する。

4.遺構一覧表における計測値はmでぁり、 ( )イま残存値を示す。

5.遺物一覧表における計測値はcmでぁり、 ( )は残存値を、一は不明または計測不可能を示す。

6.本書における貿易陶磁の分類は以下の文献に基づいている

横田堅次縣・森田 勉 1978「太宰府出土の輸入陶磁器について」九州陶磁資料館研究論集 4

国立歴史民俗博物館 1994『日本出上の貿易陶磁』東 日本編 1

7.本書において、瀬戸美濃系施釉陶器・瀬戸美濃産陶器類・瀬戸美濃焼などを略して 噸戸美濃」 と

記述する。また、古瀬戸後期様式は後 と略 し、ローマ数字で型式名を付記 し、瀬戸・美濃大窯製

品は大窯とし、算用数字で型式名を付記した。常滑焼・常滑産陶器は 「常滑」 と略して記述した。

それぞれの編年は以下の文献に基づいている。

藤澤良祐 1991「瀬戸古窯址群エー古瀬戸後期様式の編年一」『研究紀要 X』 瀬戸市歴史民俗資料館

藤澤良祐 1996「生産 3 瀬戸」『古瀬戸をめぐる中世陶器の世界』資料集 瀬戸市埋蔵文化財センター

藤澤良祐 2001「瀬戸・美濃大窯製品の生産と流通―研究の現状と課題J『戦国・織豊期の陶磁器流通 と瀬戸美濃大窯製品』資料集 瀬戸市埋歳文化財センター

中野晴久 1994「生産地における編年について」 r中世常滑焼をおって』資料集 日本福祉大学知多 半島総合研究所

中野晴久 1996「生産 1 盗器系」 r古瀬戸をめぐる中世陶器の世界』資料集 瀬戸市埋蔵文化財センター
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I.遺跡の立地と歴史的環境

1.地理的環境
韮山町は静岡県の東部にあり、伊豆半島のつけ根部分、北伊豆地域の内陸部ほぼ中央に位置 している。

地形的には、伊豆半島を北流する狩野川によって形成された沖積平野である田方平野の南部に立地する。

韮山町の地形は、大きく山地、段丘、自然堤防、低地 (後背湿地)に 分けることができる。町域の束

部約2/3は 「多賀火山」の西側斜面が占める山地・丘陵斜面部である。 一方、多賀火山の西側斜面に連

続するように、標高 128.4mの天狗岳 (通称天ケ岳)を主峰 とする小山ないし丘陵状の地形がが存在す

るが、これ らは多賀火山噴出物 とは異なる石英安山岩か らなる貫入岩体である。 また、御所之内遺跡の

南部に存在する守山は町域の最西部に位置 し、狩野川右岸部 にある標高101.8mの 小山である。 この守

山は狩野川を挟んで西側に展開する静浦山地の一部をなすが、安山岩の貫入岩体によって孤立丘の様相

を呈している。段丘は、多賀火山帯の西麓一帯、平野部 との境に展開する。
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狩 第 1図 御所之内遺跡の位置
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第 2図  遺 跡 の 位 置 と 周 辺 の 地 形  韮山町史第十巻 畦 山の自然と風土」より

自然堤防は狩野川の現在の河道に沿って、比較的大規模なものが発達している。また、旧河道や推定

される帯状凹地沿いにも、小規模な自然堤防が形成されている。低地は狩野川と山地の間の展開する平

野部の大半を占める。狩野川をはじめするいくつかの河川によって形成された後背湿地である。この他、

東部の山地の西麓には、比較的緩やかな小規模扇状地が形成されているが、主に北部に多く、南部の西

麓ではそれほど発達していない。

御所之内遺跡は、町域の西端、狩野川右岸に立地する守山から北方にのびる自然堤防上に展開する。

この自然堤防は、御所之内遺跡のある守山裾部を最南端とし、途中分断や未発達な箇所を経て、原木付

近まで2.5kmに 及ぶ。遺跡の範囲は、韮山町四日町宇築山・御所之内、寺家字御産所・守山地籍に所在

□

日



し、総面積は10万 1riに及ぶ。標高は、平均 14.7mで ある。

2.歴史的環境
韮山町における旧石器時代の遺跡は現在まで14遺跡が知 られているが、調査例は非常に少なく、表面

採集などによる資料が多い。そのため、出土層位や遺跡の広が りなどは明確ではなく、詳細は不明であ

る。

縄文時代の遺跡は約30遺跡が周知されているが、出土 した遺物等か ら時期が明確な遺跡は24遺跡で

ある。主な発掘調査例には、宮原A遺跡(10)。 宮原 B遺跡(11)・ 神崎遺 Pra(15)・ 久根 ヶ崎遺跡などがあ

る。 これ らはいずれも東部の山地やそれか ら続 く段丘状に立地 している。当町においては、大規模な丘

陵・緩斜面が少ないため、縄文時代の遺跡は近隣に比べてあまり多 くはない。また、現在までのところ、

大規模な集落跡なども検出されていない。神崎遺跡で検出された縄文時代後期の救石住居が唯―の住居

跡例である。また、韮山カントリークラブ地内遺跡群では、多数の落 とし穴が検出されている。町内北

部の低位の段丘面末端に位置する久根 ヶ崎遺跡では、当地域では類例の少ない縄文晩期の土器が多数出

土したことで注目されている。

弥生時代になると、集落が低地に進出するためか、韮山町においては急激に遺 lT・1数が増加する。主な

遺跡では、山木遺跡(25)・ 蛭ヶ島遺跡(32)・ 宮下遺跡(42)。 内中遺跡(39)を 挙げることができる。 これ

らのうち、蛭ヶ島遺跡・官下遺跡などを除き、弥生時代後期か ら営まれた遺跡が多いことが特徴である。

当町の弥生時代遺跡で特筆すべきは、多数の水田が確認されていることである。有名な山木遺跡をはじ

めとして、宮下遺跡・内中遺跡などでも水田跡が検出されてお り、大量の木製品が出土している。一方、

住居跡は、神崎遺跡・韮山城内遺跡で確認されている。

水田跡や木製品で有名な山木遺跡であるが、1997年 に行われた第 14次 調査では、 13基 の方形周溝墓

が検出された。さらに1994年 に調査された第 10次 調査の溝状遺構もその可能性が考えられ、山木遺跡

の墓域の範囲が確認されつつある。山木遺跡は部分的な調査が多く、全簿像を把握するには至っていな

いが、韮山城内遺跡の住居跡群を集落と考えれば、集落域・水田等生産域・墓域などの有機的なつなが

りが解明される可能性がある。また、遺跡の存続が古墳時代まで継続 していることも明 らかになってき

てお り、集落の存続期間やその背景なども課題である。

古墳時代になると、丘陵上やその末端部にいくつかの古墳群があらわれてくる。主なものは、多田大

塚古墳群(19)・ 台古墳群(43)な どである。多田大塚古墳群は、 1977年 と1989～ 1990年に発掘調査が行

われた。鏡や馬具が出土した 4号墳、盾持人の人物埴輪が出上 した 6号墳など、 10基 の古墳か ら構成さ

れる古墳群である。なお、当該期の集落跡の調査例は非常に少なく、花 ヶ崎遺跡で中期頃の住居跡が 6

軒確認されたにとどまっている。ただし、御所之内遺跡の中世遺構面の下部か ら、古墳時代や奈良・平

安時代の遺物がまとまって出土してお り、下層に当該期の集落が予想されている。

奈良・平安時代では、坂本遺跡(47)。 前峠遺跡などの調査例がある。 このうち、坂本遺跡では 「万」

「人」「久」などの墨書が多数出土している。 これ らの遺跡は、町中心部の低地にある自然堤防上に立地

してお り、現存集落の下に、当該期の集落が遺存している可能性が高い。また、町内には条里制の基づ

く「田方条里Jと呼ばれるN-22° 一Wの表層条里が残存している。山木遺跡の発掘調査でも、 10世

紀の条里遺構が確認され、残存する表層条里とほぼ一致することが検証された。

次に中世の様相を概観する。韮山は源頼朝の旗揚げか ら、豊臣秀吉による韮山城攻め・後北条氏滅亡

まで、中世史上画期 となる事柄の舞台 となった重要な地域であり、そのため多 くの館や城跡などの遺

跡・文化財が残されている。
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御所之内遺跡(36)は、鎌倉幕府執権職北条氏の本貫地の館跡、鎌倉幕府滅亡後北条氏ゆか り子女によ

って建て られた円成寺や室町時代の堀越御所が次々と営まれていったことが発掘調査で明らかとなって

いる。また、遺跡内には、御所之内、御産所、築山などの地籍名が存在 し、伝北条政子産うの井戸や、

御所の庭にあったと伝える 「七つ石」の伝承なども残っていて、居館・御所の存在を示す環境が良好 に

残されている。

願成就院跡(38)は北条時政の祈願寺であ り、臨池庭園形式の寺院跡である。現在までの調査で、 南

塔・堂の雨落溝・段状遺構などが検出されている。 しかし、いずれも小規模な調査であり、南塔以外は

伽藍配置等を確定するには至っていない。満願寺跡(70)では 3地点の調査が行われており、前期の井戸

跡や後期の溝状遺構などが検出されている。また、溝や石積みなどで区画 した平場がいくつか作 られて

お り、願成就院跡 と関連する遺構群である可能性が高い。守山砦(37)は堀越往,所の後講めの城 と推定 さ

れているが、該当する遺構が検出されてお らず詳細は不明である。光照寺跡(35)は 吾妻鏡にみえる頼朝

亭の伝承をもつ遺跡である。鎌倉時代初期の井戸が検出されているが、調査地点が限られているため詳

細は明らかではない。以上の 5遺跡が守山を中心に長期間営 まれてお り、中世において当地域が重要な

位置を占めていたことがわかる。また、御所之内遺跡には 「史跡北条氏邸跡」 と「伝堀越御所跡」 の 2

つの史跡が、願成就院跡には 「史跡願成就院跡」の国指定史跡が所在する。 これ ら5つ の遺跡 と 3つ の

史跡を包括 して、「守山中世史跡群」 と呼称する。

第 1表 周辺遺跡一覧表

韮山町

2 奈古谷低地遺跡群 4 1神明原遺跡 6 1浮 名古墳群 7  1花 ヶ崎遺跡

8 伽藍沢遺跡 9 1伽 蓋沢古墳群 10 1宮原A遺跡 宮原B遺跡

花立遺跡 13 1国清寺北古墳群 14 1国 清寺 神崎遺跡

芋ヶ窪遺跡 17 1芋ヶ窪古墳群 18 1妹ヶ久保遺跡 19 1大塚古墳群

熊野神社 21 1長崎神社 原木下町遺跡 荒木神社

荒真木遺跡 25 1山木遺跡 26 1滝之洞遺跡 太閤陣場古墳

下向山遺跡 29 1山木下町遺跡 30 1山木館 韮山城

蛭ヶ島遺跡 33 1兵衛ノ森遺跡 34 1道下遺跡 光照寺

御所之内遺跡 37 1守 山砦 38 1願成就院跡 39 1内中遺跡

40 山田古墳群 41 1宮ノ後遺跡 42 1宮下遺跡 43 1台古墳群

44 長者ケ原遺跡 45 1皆沢日向古墳 46 1皆沢低地遺跡 47 1坂本遺跡

犬間洞古墳群 70 1満願寺跡 71 1正念寺

函南町

,0,

1,イ

向原館

岩崎遺跡

.,051肥
田古館    |,061池 之尻遺跡

伊豆長岡町

6 花ノ木遺跡 8 1町 屋遺跡 9 窯の壇遺跡 Iθ  l吉祥寺廃寺

20 桜ヶ平A遺跡 22 1窯 石場遺跡 23 1四 反畑窯遺跡 2イ  1御丈馬場遺跡

29 fBl之上遺跡 イ2 1田 端遺跡 43 i源 氏山(弥勒洞)遺跡 イイ 1源 氏山(細 洞)遺跡

ｆ
υ

ノ
■ 源氏山(万法院)遺跡 イ6 1源氏山(多 門山)遺跡 イア 1若宮遺跡 48 1源氏山(岩鼻)遺 跡

49 高天ヶ原遺跡

大仁町

イイ 1富士見夫婦塚



守山中世史跡群の東側、国道 186号線を隔て正念寺跡(71)がある。 ここは現在の寺名を蓮長寺といい、

正応五年(1292)銘 の宝医印塔基台が残されている。発掘調査でも12世紀末～ 13世紀初頭の井戸が検出

されている。 また、この付近は四 日町の地名が三斎市としての北条市に由来するといわれ、中世におい

て当地域の経済的中′いであったと推定される。

一方、町域東側の山麓部にも中世遺跡が多く存在する。韮山城跡(31)は北条早雲築城の城といわれて

いる。現在までに、県立高校内で 2地点、周辺の無量寺地 EXl・ 芳池地区などで約10地点の調査が行われ

てお り、堀や道路状遺構、屋敷跡などが検出されている。また、源頼朝旗揚げの際に攻撃 したといわれ

る平兼隆の館跡に比定されている山木館(30)や、中世墓が確認された下向山遺跡(28)な どがある。韮山

城の西側の低地には、弥生～古墳時代の遺跡である山木遺跡・蛭ヶ島遺跡な どがあるが、 これ らの遺跡

でも包含層か ら平安時代～中世の遺物が検出されてお り、韮山城や関連する遺跡の広が りを推測させる。

この他、兵衛 ノ森遺跡(33)、 道下遺跡(34)、 長者ヶ原遺跡(44)で 中世遺物が発見されているが、遺構等

の検出はなく詳細は明らかではない。

町域東北部に位置する国清寺(14)は 、関東管領上杉氏が開祖 とな り14世紀中頃に建立された寺院で、

伊豆国守護所の比定説などもあるなど、中世韮山におけるもう一つの中心地であった。発掘調査は寺院

の西側の 3地点で行われ、中世後期の遺構・遺物が検出されている。 また、国清寺では上杉禅秀の乱

(1416年 )の折に合戦が行われてお り、軍事的な拠点でもあった。寺の周囲に一部残っている土塁にもそ

の名残 りをみることができる。国清寺裏手の山麓には授福寺遺跡がある。国清寺の奥の院と位置づけら

れてお り、毘沙門堂付近で道路修理が行われた際に中世墓が発見された。 また周辺には五輸塔破片や玉

石などがみ られ、一帯に中世墓が群在 していたと考えられる。

以上のように、韮山のおいては主に 3つ の中世の遺跡集中地が認め られる。 また、多田の大塚古墳群

のうち、 2号墳で 1基、 4号墳か ら2基の中世墓が認められている。

近世の韮山は、天領として韮山代官江川氏が治めるようになる。その遺跡は、重要文化財江川邸や幕

末の史跡反射炉として残されている。いずれも整備に伴い一部発掘調査が行われ、近世の韮山のようす

も徐々に明らかになっている。
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第 2表 守山中世史跡群 発掘調査一覧表

遺跡名 調査次 調査期間 所在地 調査面荘 調査原因 調査成果
卸所之内遺跡群 予備 S579～ 〕0月 四日町宇御所之内9341

605rド
宅地分譲 園池・井戸等

側l所之内遺跡群 1次 S581～ 3月 四日町字御所之内9341 範囲確認 園池・遣水等
御所之内遺跡群 2次 S584～ 12月 四 日町宇御所之内93午 l他 1048rド 範囲確認 井戸等

御所之内遺跡群 3次 S598～ 9月 四日町字築山10056他 119ポ 個人住宅建設 堀

御所之内遺跡群 4次 S61 3月 四日町字築山9811 72ポ 寺院建設 堀・井戸等
御所之内遺跡群 5次 S61 10月 ～S621月 四 日町宇御所之内9398 空97ポ 保養所増築 園池・井戸等

御所之内遺跡群 6次 S62 6月 四日町字築山10061 43rド 個人住宅建設 溝

御所之内遺跡群 7次 S624～ 7月 四日町字築山9811 277rド 寺院建設
堀・井戸・土坑墓・

折世鮮物

御所之内遺跡群 3次 S63 4月 、H元  2月
四 日町字御所之内9321
字纂山10072 63rド 個人住宅建設 堀・井戸、こけら経

御所之内遺跡群 9次 H22～ 3月 四日町宇御所之内974 445rざ 個人住宅建設
掘立柱建物跡・溝
井戸・カサち け溜

御所之内遺跡群 10次 H31～ 3月
四 日町字御所之内9271
事築山10081 231ポ 個人住宅建設 井戸・溝等

御所之内遺跡群 11次 H37～ 8月 寺家字池島284 97 rN 個人住宅建設
服豆任笙物堺・井
戸筆

御所之内遺跡群 12次 H41～ 2月 四日町字御所之内9291 68rド 個人住宅建設
掘立柱建物跡・井
戸等

仰所之内遺跡群 13次
H4 d～ 12月

田5 3ヘャ5月 寺家字御産所12241他 2930rド 研修所建設
弧ヱ肛建物明・塀
跡・井戸・

「
ふ墓・

御所之内遺跡群 14次 H49～ 10月 四日町宇築山9831他 216■ 墓地造成 堀・溝・井戸等
卸所之内遺跡群 15次 H51～ 6月 四日町字御所之内9271 390r督 個人住宅建設 井戸・溝等
卸所之内遺跡群 16次 H56月 四日町字御所之内9271 55皮再アパート建設 井戸等

卸所之内遺跡群 17次 H6 2月 四日町宇御所之内9398 ２
ｎ 保養所増築 園池・井戸

御所之内遺跡群 18次 H6 5月 四日町字御所之内9262 62rド 個人住宅建設
翔立柱建物跡・博・
十 姉

御所之内遺跡群 19次 H78～ 9月 四日町宇御所之内97卜 2 101濯 個人住宅建設
悶 互 TT鰹物 跡・ r書

等

御所之内遺跡群 20次 H82～ 4月 四日町字御所之内9283 89rド 個人住宅建設

御所之内遺跡群 21次 H86～ 8月 寺家宇御産所231他 96 1rl 個人住宅建設
馬・地山整形の 恩
等

御所之内遺跡群 22次 H10 8月 ～HH 3月 寺家宇御産所12195他 374rド 範囲確認

御所之内遺跡群 23次 Hll H月 ～H123月 寺家宇御産所121910 166r百 範囲確認 土坑・溝等
卸所之内遺跡群 24次 Hl1 3～ 5月 寺家字御産所16 45∬ 範囲確認 土坑・溝等
御所之内遺跡群 25次 H128～ 12月 寺家宇御産所1219-7他 8831r 範囲確認 土坑・溝等
御所之内漬跡群 26次 H135月 ～H141月 寺家字御産所12241他 446r雷 範囲確認 池,溝・柱穴等
願成就院跡 S34 寺家字池島 地形測量 園池範囲推定
預成就院跡 0次 S42 寺家字池島83-1他 140言 寺院建設 大御堂・南新御亡
預成就院跡 1次 S452～ 3月 寺家字池島371他 590rド 宅地造成 南 塔

預成就院跡 2次 S457～ 9月 寺家字池島834他 5Hポ 範囲確認 南新御堂他
預成就院跡 3次 S49 寺家宇池島834他 135ポ 範囲確認 南新御堂他
預成就院跡 4次 S56 8月 ～S57 3月 寺家宇守山12121他 281活 墓地造成 堂宇基壇・井声他
預成就院跡 5次 S578～ 9月 寺家字池島836他 88rド 墓地代替地 玉石群・段状遺構
額成就院跡 6渉( S63 1～ 2月 寺家字池島834他 109『 収蔵庫建設

預成就院跡 7次 H元 8～ 9月 寺家宇池島1121他 258rド 公民館建設

額成就院跡 8次 H7 9～ 12月 寺家宇池島802他 466rだ 宅地分譲 溝

光照寺跡 1次 S61 5-6月 寺家宇池島30] 14511a 寺院建築 井戸・溝

満願寺跡 1次 S62 11月 寺家字池島933 103 rr 個人住宅建設 柱穴群

満願寺跡 2次 S63H月 ～H元 2月 寺家宇池島9314他 492rド 宅地分譲
井戸・土坑墓・溝・

石繕の段

満願寺跡 3次 H元 7～ 8月 手家宇池島934 206r皆 個人住宅建設
土坑墓・溝・石積
の 酷

守山砦守山西地図 次 Hl1 9～ 10月 中条宇西大洞4695他 27511a 範囲確認 土坑・溝
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Ⅱ.調査に至る経緯・調査方針・調査経過

1.調査に至る経緯
東京急行電鉄株式会社 (以下、会社狽1と表記)か ら70周 年記念事業として水宝閣跡地にセミナーハウ

ス建設の計画があるとして、埋蔵文化財の存在確認調査依頼が提出されたのは平成 3年(1991)3月 18日

のことであった。同月28日 に現地踏査と後 日の建物解体時に立会いを実施 した結果、かわ らけや陶磁器

片の出上が確認された。30日 、埋蔵文化財の確認結果を報告するとともに、 ここで事業を実施する場合

には発掘調査が必要であることを伝える。同年10月 15日 付けで教育長宛に発掘調査依頼が提出され、

同月28日 付けで埋蔵文化財発掘調査届を提出。11月 19日 付けで県教委か ら発掘指示が届 く。翌平成 4

年(1992)2月 3日 、韮山町と会社側との間で発掘調査委託契約を締結 し、 3月 9日 から発掘調査に着手

した。

2.調査経過
平成 4年 (1992)3月 9日 機材搬入後、土層と遺物包含層位を確認するため建物予定地の外側 1.5m

に沿って 9箇所のテス トピットを開ける。 3月 H日 全体を予定建物の形状にあわせて 1～ 5区 に区分け

し、重機を投入 して 2m近 い表土を除去 しながら遺構検出に入った。工程は下表のとお りである。

以下、発掘調査の進行に併せて実施 した打ち合わせ、調整等の経過を追ってみる。

会社側 との打ち合わせは毎月 1回行 うこととした。遺構や遺物の量が予想を越えて数多く検出された

ため、 7月 7日 の打ち合わせで調査期間延長をお願いし、 8月 6日 の打ち合わせで■ 月までの調査延長

が承認された。 9月 3日 及び10月 2日 の打ち合わせを経て10月 10日 には現地説明会を実施 し、97名 の

赤加者があった。 この後、塀を伴った掘立柱建物などが検出され、遺跡の重要性が増したため、11月 5

日の打ち合わせで再度期間延長をお願いするが、期限内に調査を完了する見込みは難 しくなった。

12月 17日 、現場をマスコミに公開する。21日 には会社側へ工事関係の進行を一時ス トップするよう

に依頼する。年末から翌平成 5年 当初にかけて県文化課や研究者の視察や見学が相次ぎ、 1月 18日 には

御所之内遺跡第 13次調査工程表

I期調査 (平成4年 )

4月 5月 6月 7月 8月 9月 iO月 12月
1[送

遅構検出・調査 実測 遺構検出・調査 実 測

2区

実 測遺構検出・調査

3区

遅 構検出・調査
|

遺構 一
|

険出・調査
|

実測

4区

退構検出・調査
|

遺構検出・調査 実測

5区

妄測遺構検出。調査
|

※第Ⅱ期調査については日誌不明のため、行程表作成出来ず

10



第 6図 調査区設定図

第 Ⅱ期調査委員会構成

静岡県考古学会か ら町長、教育長、県知事、県教

育長、東急、文化庁宛に、保存と調査継統の要望

書が提出された。県文化課、文化庁等 と協議の末、

2月 17日 に県教委を交えて会社側との協議 (以 下、

三者協議)を行つた。 この席上、県文化課か ら町

の体制が不十分なので、調査組織をつ くり、継続

調査が必要 との指導を受けた。会社側は70周年事

業として平成 5年 中に着工 したい、そのために追

加調査に応 じる旨の回答があった。

2月 20日 、町教育委員会では他遺跡の発掘調査

を実施する必要が生じたため、町文化財保護審議

委員会で検討 し、 当遺跡の調査を加藤学園考古学

研究所に委託することにした。

3月 10日 、三者協議実施。継続調査の方法・金

額・時期、および設計変更、国指定同意等につい

ても協議する。同月15日 、第 Ⅱ期調査を開始する。

また、遺跡の調査方法・評価について指導・助言

する機関として調査委員会を設置 し、 4月 10日 、

第 1回 の調査委員会を開催 し、経過報告をすると

ともに、今後の調査方針、計画について検討した。

委員長 渡辺文三 (町長)  副委員長 齊藤 宏

指導機関 五島康司 佐藤正知 (県文化課 )

委員  小和田哲勇 小野真一 大原美芳

調査主体 韮山町教育委員会   調査員 秋本真澄 (加藤学園考古学研究所)

6月 5日 、第 2回調査委員会を開催 し、検出遺構および遺物について検討する。 6月 21日 、第 3回 調

査委員会。遺物の年代および遺構の性格について検討する。 7月 25日 、第 Ⅱ期調査終了。

7月 25日 、第 4回調査委員会開催。遺跡全体の評価および保存と開発について検討する。調査結果概

要および保存策をまとめる。

8月 16日 、三者協議実施。調査結果報告および計画変更の要請をするが、会社側からは困難 との回答。

9月 13日 、三者協議実施。文化庁と協議の結果、国指定の価値があるとして前回案を再提示。代替案

や事業撤退等について協議する。

10月 20日 、発掘調査終了報告を会社側に提出。

10月 26日 、三者協議実施。

平成 6年 6月 9日 、文化庁と協議。国指定申請書を作成するよう指導がある。

8月 1日 、会社狽Jと土地売買に関する覚書を締結。

12月 13日 、全調査費精算。会社側の支出は24,423,458円 となる。

12月 27日 、調査用地確保のため、土地使用貸借 を締結。

平成 7年 3月 8日 、史跡整備委員会設置。

平成 8年 1月 29日 、国指定申請書を提出。 3月 23日 国指定審議委員現地視察。

4月 19日 、国指定答申され、 9月 5日 史跡 「北条氏邸 FVA」 として 15,326.72∬ が指定告示される。



3.土層
調査区の基本層序は次のとおりである。

I層
―
 盛上層

―
で、北部では35cm前後、南部では1.9mほ どみられる。

Ⅱ層 旧表土で、多くは知の1作土である。

Ⅲ層 中世遺物の包含層でヽ南
1部

及び東部で厚く、北 `西部では消滅してしまい、皿層を除去すると中

世遺構検出面とな―る。 1区では土塁 (Ⅲ c浅黄色系)と、それを覆うように分布するⅢb砂質層

があり、その下部|こ は造成による数枚の薄層からなるⅢd層が堆積する。

Ⅳ層
―

黄褐色系の中世1基―盤
―
層|で、】ヒ部では中世前期1及び後鶏の遺構検出面と―なり、南部では中世前期の

検出1面 となっている。Ⅳ層内には弥生時代後期から古代にかけての遺構・遺物を包含するが、申

世遺構保存のため、調査していない。

第 7図 基本土層図

I

3・ 4区間

12



Ⅲ.遺構と遺物

1.遺 構
第 13次調査は、 4年度と5年度の 2度 にわたって調査が行われた。 4年度は 1区から5区に向けて谷

奥の南側か ら北にかけて順次遺構を確認、調査を行った。翌年の 5年度は、 1区の拡張からはじまり、

2・ 3区 の柱穴の調査を行った。 しかし、調査途中で、当遺跡の保存が検討されは じめたため、 2・ 3

区と4区の南側は、遺構の確認のみで掘 り下げは行わずに保存した。

確認した遺構は、掘立柱建物跡 12棟、塀跡と思われる柱穴列 9基、低い土塁状の遺構 1基、井戸 4基、

溝状遺構39基、土坑墓 5基、土坑62基、集石遺構 19基、その他柱穴等を含むピット多数である。

掘立柱建物跡 12棟のうち、完掘したものは 7棟である。他の 5棟は柱穴の確認のみにとどまっている。

柱穴列のうち 3基は掘立柱建物跡を取 り囲むように検出されてお り、塀跡 と考えられる。 5号柱穴列の

み確認にとどまってお り、その他は調査を行っている。井戸は 4基のうち 2基を調査 した。溝状遺構39

基のうち、中世の遺構は19基で、その他は近世以降の溝である。土坑墓は 5基検出され、いずれもかわ

らけなどの出土遺物がある。土坑は62基検出されているが、遺物が出土し時期を確定できたものは少な

い。集石遺構は 1区 を中心に19基検出した。

(1)掘立柱建物跡・柱穴列

掘立柱建物は12棟検出した。このうち完掘したのは第 1号～第 5号掘立柱建物跡、第H号・第12号

掘立柱建物跡の 7棟である。第 6号掘立柱建物跡は一部の柱穴は確認のみの調査で、第 7号～第10号掘

立柱建物跡は柱穴プランの確認のみにとどまり、内部を調査していない。

第 1号掘立柱建物跡 SH01(第 10。 11図 図版 1)

第 1号掘立柱建物跡は調査区北部で検出した 4× 2間 の総柱建物である。柱間は2.lmを測 り、面積

は約51∬である。南側に1.6mの 庇が設けられている。柱穴は南西隅を除き19基確認された。円形、楕

円形、隅丸方形を呈し、径40～ 60cmの 比較的大きなものである。確認面か らの深さは10～ 25cmと 浅い。

主軸方位は、N-86° 一Wである。

南側に第 1号柱穴列 (SA01)が同方向で確認されてお り、当掘立柱建物跡に付随するものと思われ

れる。

出土遺物はピット14か らかわらけの破片 2点が出土したほか、わずか しか認められず、図示可能遺物

はない。

第 2号掘立柱建物跡 SH02(第 12・ 13図 図版 1)

第 2号掘立柱建物跡は調査区北部、第 1号掘立柱建物跡の南側で検出した。第 3号掘立柱建物跡と北

西部で重複するが、新旧関係は不明である。 3× 4間の総柱建物で、柱間は2.lmを測る。面積は約56

∬である。柱穴は第 1号井戸と重複 している 1基を除き19基確認された。円形、精円形、隅丸方形を呈

し、径30～ 50cm、 確認面からの深さは20～48cmである。主軸方位は、N-87° 一Wである。

本遺構 と第 3号掘立柱建物跡を囲むように、東 。南側に第 2号柱穴列 (SA02)が 検出されている。

また、東側に近接して第 3号柱穴列 (SA03)が 同方向で確認されている。

出土遺物はピット17か ら貿易陶磁白磁碗破片が、ピット2・ 4・ 5。 10。 12・ 13・ 16・ 18か らか

わらけの破片が、ピット3・ 7・ から鉄釘が出土している。図示可能なものはなかった。
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―第 8図 遺構全体図
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第 3号掘立柱建物跡 SH03(第 12・ 13図 図版 1)

第 3号掘立柱建物跡は第 2号掘立柱建物跡の北西部で重復して検出された。新旧関係は不明である。

2× 3間 の側柱建物である。柱間は2.lmを測 り、面積は約28.3111で ある。 |と 穴は 10基 確認され、北西

隅のピット1は 2基 の重複が確認された。円形、楕円形、隅丸方形を呈 し、径40～ 6 0cmの 比較的大き

なものである。確認面か らの深さは25～ 50cmで ある。主軸方位は、 N-87° 30`― Wである。

出土遺物はピット3か ら貿易陶磁白磁碗が、ピット2・ 3・ 4・ 6・ 8～ 10か らかわ らけが、ピット

4か ら常滑甕・スラグが出土 している。いずれも破片で、図示可能なものはなかっった。

第 4号掘立柱建物跡 SH04(第 14図 図版 2)

第 4号掘立柱建物跡は調査区北西部で検出したもので、西側は調査区外にある。南北は 4間、東西は

2間以上の建物である。柱間は2.lmを 演Iる 。住穴は 7基確認された。楕円形またはやや不整な隅丸方

形を呈し、径40～ 60cm、 確認面か らの深さは30～ 50cmで ある。主軸方位は、N-89° 一Wで、第 1～

3号掘立柱建物跡とはやや異なる方向を示す。

北・東側に第 4号柱穴列 (SA04)が 同方向で確認されてお り、本遺構に付随するものと思われれる。

出土遺物はピット6を除 くすべてのピットか らかわ らけの破片が出土 したが、いずれも小片で図示は

できなかった。また、ピッ ト2か ら貿易陶磁白磁皿Ⅸ類が出土 している。

b                                                                                              b'

d

%0蒻 斡蒻物
物甥彩蒻物物¨易%筋勿%場0甥彩 7。

第 11図 第 1号掘立柱建物跡 。第 1号柱穴列(2)
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第15図 第 5号掘立柱建物跡

第 5号掘立柱建物跡 SH05(第 15図 )

第 5号掘立柱建物跡は第 4号掘立柱建物跡の南で検出したもので、 2× 1間 の建物である。柱間は

2.lmを 測り、面積は約9.5∬ である。柱穴は土坑と重複した南東隅を除き 5基確認された。円形または

隅丸方形を呈し、径は30～ 45cmである。確認面からの深さは10～ 2 7cmと 比較的浅い。主軸方位は、

N-82° 30'一 Wである。

出土遺物はすべてのピットからかわらけの破片が出土したが、いずれも小破片で図示可能遺物はない。

第 6号掘立柱建物跡 SH06(第 16図 )

第 6号掘立柱建物跡は第 5号掘立柱建物跡の南

に位置する建物で、同じく2× 1間である。柱間

は2.lmを測 り、面積は約8.0面 と推定される。柱

穴は南西隅が攪乱によって確認できなかったが、

5基を検出した。そのうち、ビット1～ 3のみ掘

り下げを行い、ピット4・ 5は確認のみにとどま

っている。楕円形・隅丸方形を呈 し、径35～ 40

cmを測る。確認面からの深さは30～40cmで ある。

主軸方位は、N-84° 30'一 Wである。

出土遺物はピット2か らかわ らけの破片、ピッ

ト3か らかわらけと瓦が出上 した。瓦のみ図示可

能であった。

第 7号掘立柱建物跡 SH07

第 7号掘立柱建物跡は調査区ほぼ中央、第 6号

b'

P

９

，



掘立住建物跡の南で検出したもので、 2× 2間の建物である。柱間は2.Omを測る。柱穴は確認のみで、

内部の調査は行っていない。検出段階での柱穴の規模は、径30～ 50cmで、円形または楕円形を呈する

と思われる。主軸方位は、N-83° 30'一 Wである。

第 8号掘立柱建物跡 S日08

第 8号掘立柱建物跡は調査区ほぼ中央、第 7号掘立柱建物跡と並列 して検出された。同じく2× 2間の

建物である。柱間は2.Omを 測る。柱穴は確認のみで、内部の調査は行っていない。検出段階での柱穴の

規模は、径30～ 50cmで、円形または楕円形を呈すると思われる。主軸方位は、N-83° 30'一 Wである。

第 9号掘立柱建物跡 SH09

第 9号掘立柱建物跡は調査区中央やや南、 2区で検出された。第 10号掘立柱建物跡と重複するが、新

旧関係は不明である。 2× 3間の総柱建物である。柱間は2.lmを測る。柱穴は12基確認 したが、内部

の調査は行っていない。検出段階での柱穴の規模は、径30～40cmで、円形または隅丸方形と思われる。

主軸方位は、N-80° 一Wである。

第10号掘立柱建物跡 SH10

第 10号掘立柱建物跡は、第 9号掘立柱建物跡 と重複 して出された。 1× 2間 の建物で、柱間は2.lm
を測る。柱穴は確認のみで、内部の調査は行っていない。検出段階での柱穴の規模は、径30～ 40cmで、

円形または楕円形を呈すると思われる。主軸方位は、N-88° 一Wである。

第11号掘立柱建物跡 SHll(第 17図 )

第H号掘立柱建物跡は、調査区の南部、1区で検出した。第12号掘立柱建物跡と南北に並列し、東側に塀

跡と思われるSA10、 西側に第 8号柱穴列があり、いずれも同方向を示している。3× 1間の建物で、柱間は

2.Omを測る。面積は約13.2∬である。柱穴は調査区外にある 1基を除き、7基確認された。楕円形または隅

丸方形を呈し、径20～ 40cm、 確認面からの深さは10～ 20cmである。主軸方位は、N-15° ―Eである。

出土遺物はピット6か ら瓦破片が出土したのみで、図示可能なものはなかった。

第12号掘立柱建物跡 SH12(第 18図 )

第12号掘立柱建物跡は、調査区の南部、 1区で検出した。第H号掘立柱建物跡と南北に並列し、東側

に塀跡と思われるSA10、 南西に第 9号柱穴列があり、いずれも同方向を示している。 3× 1間 の建物

で、柱間は2,Omを 測る。面積は約12.5∬である。柱穴は8基確認された。楕円形または不整形な隅丸方

形を呈し、径30～ 50cm、 確認面からの深さは10～ 25cmで ある。主軸方位は、N-12° 一Eである。

出土遺物はピット1～ 4か らかわらけ破片が、ピット3か ら常滑甕が出土しているが、図示可能なも

のはなかった。

第 1号柱穴列 SA01(第 10。 11図 図版 1)

第 1号柱穴列は調査区北部で検出したもので、北側に第 1号掘立柱建物跡があり同方向を示す。同掘

立柱建物跡に付随するものと思われれる。

確認した柱穴は 7基で、長さは13.2mを 測る。柱間2.lmで ある。柱穴は円形または楕円形を呈し、

径30～40cmで、深さは10～ 30cmで ある。主軸方位はN-86° 一 Eである。

出土遺物はピット1・ 3～ 5でかわらけ破片が出土しているが、いずれも小破片のため図示可能遺物はない。
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第 2号柱穴列 SA02(第 12。 13図 図版 1)

第 2号柱穴列は調査区北部で検出したもので、第 2・ 3号掘立柱建物跡を囲むように逆 L字形を整し

ている。両掘立柱建物跡あるいはいずれかに付随するものと思われれる。

確認 した柱穴は13基 と溝状遺構 4基で構成され、一部布堀を伴なう塀跡と考えられる。検出された長

さは南北12.Omで 6間、東西12.92mで 6間である。住間は2.0～ 21mで ある。住穴は円形または楕円

形を呈し、径40～ 60cmで、深さは20～ 50cmを 測る。主軸方位はN-87° 一Wである。布堀の溝は 4基

で、南北に 2基、東西に 2基検出されている。断面U字状を呈す。

出土遺物はピット3を除くすべての柱穴・溝からかわ らけ破片が出上 しているが、いずれも小破片の

ため図示はできなかった。また、ピットHか ら貿易陶磁褐釉壺、ピット13か ら青磁豊」花文碗、滞か ら

白磁碗・青磁同安窯系碗が出土 している。また東遠江系の山茶碗が出上 しているが、小破片のため詳細

は不明である。溝か らは軽石製凹石が 2点 出上 してお り、第53図 に図示 した。

第 3号柱穴列 SA03(第 12・ 13図 図版 1)

第 3号柱穴列は第 2・ 3号掘立柱建物跡と第 2号柱穴列の間で検出した。確認 した柱穴は 4基で、長

さは6.6mを 決1る。柱間は2.lmである。柱穴は楕円形を呈し、径45～ 55cmで、深さは25～ 50cmで ある。

主軸方位はN-3° 30'一 Eである。

出土遺物はピット2～ 4でかわらけ破片が出上しているが、いずれも小破片のため図示可能遺物はない。

第 4号柱穴列 SA04(第 14図 図版 2)

第 4号柱穴列は調査区北西部で検出したもので、第 4号掘立柱建物跡を囲むように、北 。東に逆 L字

状に展開している。同掘立柱建物跡に付随するものと思われれる。

西側は調査区外にあるため、現状で確認 した柱穴は10基 である。南北は 9基の柱穴で構成され 8間、

長さは15.5mで ある。東西では 2基の柱穴が確認され、 2間以上と思われる。残存長28mで ある。柱

間は1.9～ 2.lmを浪1る 。柱穴は円形または楕円形を呈し、径30～40cmで、深さは15～ 50cmである。主

軸方位はN-3° 30'一 Eである。

出土遺物はすべての柱穴からかわ らけ破片が出上 しているが、いずれも小破片のため図示可能遺物は

なかった。

第 5号柱穴列 SA05

第 5号柱穴列は調査区ほぼ中央で検出したもので、東西方向に配置されている。第 8号掘立佳建物跡

の南に位置するが、主軸方位が若千異なっている。

柱穴の確認のみを行い、内部の調査は行っていない。また、東側は調査区外にあるため全体の規模は

不明である。確認 した柱穴は 8基で、長さは14.2mを 測る。柱穴は円形または楕円形を呈し、径20～

50cm、 柱間は2.lmである。主軸方位はN-85° 一Wを示す。

第 6号柱穴列 SA06(第 19図 )

第 6号柱穴列は調査区北部の東端で検出したもので、南北に配置された柱穴列である。東側の第 7号

柱穴列とほぼ並列する。南側は調査区外にあるため、全林規模は不明である。

確認 した柱穴は 6基で、残存長は11.lmを 測る。柱穴は円形または精円形を呈 し、径20～ 3 5cmで 、

深さは10～ 30cmである。主鞘方位はN-4° 一 Eである。

いずれの柱穴からも出土遺物は認められなかった。

一５９
，



θ

５

0          2m

第19図 第 6・ 7号柱穴列
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第 7号柱穴列 SA07(第 19図 )

第 6号柱穴列は調査区北部の東端で検出したもので、南北に配置された柱穴列である。西側の第 6号

柱穴列とほぼ並列する。南側は調査区外にあるため、全体規模は不明である。

確認した柱穴は 6基で、残存長はH.Omを 測る。柱穴は円形または楕円形を呈し、径20～ 35cmで、深

さは10～ 20cmで ある。主軸方位はN-3° 一 Eである。

出土遺物はピット2・ 4・ 5か らかわらけ破片が出上しているが、小破片のため図示できなかった。

第 8号柱穴列 SA08(第 17図 )

第 1号柱穴列は調査区南部で検出したもので、南東側に第11号掘立柱建物跡があり同方向を示す。

確認した柱穴は4基で、長さは6.Omを 測る。柱間は2.Omで ある。柱穴は円形または精円形を呈し、径

20～30cmで、深さは10～ 20cmである。主軸方位はN-14° 30'一 Eである。

いずれの柱穴からも出土遺物は認められなかった。

第 9号柱穴列 SA09(第 18図 )

第 1号柱六列は調査区北南で検出したもので、北東側に第12号掘立柱建物跡があり同方向を示す。

確認した柱穴は 7基で、北端はL字に屈曲する。南北長は9.6mで、柱間は1.8～ 2.Omを測る。柱穴は

円形または精円形を呈し、径20～30cmで、深さは10～ 20cmである。主軸方位はN-14° 30'一Eであ

る。

出土遺物はピット1～ 3・ 5,7でかわらけ破片、ピット6で瓦質製品、ピット7で常滑甕が出上し

ているが、いずれも小破片のため図示可能遺物はない。

第10号遺構 SA司 0(第 20図 )

第10号遺構は調査区南東部で検出したもので、北 。東側には調査区外にある。西側に第 11・ 12号掘

立柱建物跡、第 8・ 9号柱穴列があり、ほぼ同方向を示す。

高さ20～30cmの低い土塁状の高まりが廻る遺構で、現状で確認できる規模は、南北23.5m、 東西5.0

mである。幅は1.9～2.7mを 測り、南部で西側に屈曲している。南北方向のやや北寄りに切れ目があり、

また、一部下層では 2条の溝状遺構も確認された。主軸方位はN-10° 一 Eを示す。

出土遺物はかわらけ、貿易陶磁青磁碗、常滑甕、鉄釘などがあるが、いずれも小破片のためで図示可

能遺物はない。
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(2)井戸

井戸は4基を検出したが、第 1・ 2号井戸の 2基のみ調査を行いし、他は確認のみにとどまった。

第 1号井戸 SE01(第 22図 図版 3)

第 1号井戸は調査区北部で検出したもので、第 2・ 3号掘立柱建物跡と重複しており、覆上の観察か

ら本遺構が古いと認識した。

規模は上部が2.OXl.9m、 底部が0.75× 0.69mの 隅丸方形を呈し、深さ1,7mの 素掘りの井戸である。

下部に砂層が堆積しており、また上部には周囲から流れ込んだ砂利層が認められた。

出土遺物は、貿易陶磁の白磁・青磁、東遠江系山茶碗、かわらけなどがある。かわらけの中には、古

代末の様相を呈するものもあり、また古代末の灰釉陶器も出上している。

第 2号井戸 SE02(第 23図 )

第 2号井戸は調査区南部の 1区で検出した。調査途中で崩落したため、規模の詳細は明らかではなく、

また掘り方もプランのみの確認である。木枠井戸で、木枠の規模は 1辺 1.5mの 方形で、深さは4.2mま

で調査を行った。掘り方は径4.9mほ どの円形とみられる。

出上遺物は貿易陶磁白磁 。青磁、常滑甕、東遠江系山茶碗、かわらけ等で、かわらけはロクロ成形も

のもと手づくね成形のものとが大量に認められた。他に木製箸や種子、獣骨等が出土した。

O―

J         lm

第22図 第 1号井戸
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第 3号井戸  SE03

第 3号井戸は調査区中央西寄 りの 3区 で検出したもので、規模や覆上のようすか ら丼戸 と判断したが、

検出面でのプランの確認のみで、調査は行つていない。 5.0× 4.Omの楕円形を呈す と思われれるが、井

戸の種類は不明である。

第 4号井戸  SE04

第 4号井戸 も、プランの確認のみにとどまっている。調査区中央東寄 りの 4区で検出したもので、規

模や覆土のようすから丼戸 と判断 した。径5.Omの 円形プランのみ確認 した。

(3)溝状遺構

溝状遺構は39基検出した。このうち、第 1～ 19号が中世の溝であり、第20～39号は近世以降のものである。

中世の溝状遠構

第 1号溝状遺構 SD01(第 26図 )

第 1号溝状遺構は調査区ほぼ中央 2区から3区にかけて検出した。東西に走る溝で、西部ではやや屈曲す

る。東端は第 1号集石と重複したため、未調査である。検出長は36.6mで、幅0.6～ 1.2m、 深さは29～45cmで

あった。断面はU字形を呈する。溝底は検出範囲内で、東側に35cm下がっている。第 2号溝状遺構・第11号溝

状遺構と重複しており、第 2号溝状遺構よりも本遺構が古く、第11号溝状遺構との新旧関係は不明である。

出土遺物は、かわらけ 。貿易陶磁・瀬戸美濃・常滑・山茶碗・砥石・銭貨などである。かわらけは、

4ヶ 所で集中する箇所が認められた。

第 2号溝状遺構 SD02(第 24図 )

第 2号溝状遺構は調査区中央やや西寄りの 3区検出した南北溝である。第 1号溝状遺構と重複してお

り、本遺構が新しい。また、北部は未調査である。検出長は4.6mで、幅0.5m、 深さは10cmと 浅く、断

面形は皿状を呈す。やや屈曲気味であるが、主軸方位は、N-4°  30'一 Eである。溝底は検出範囲内

ψ 75

~く

こ≡≡匡三うフ
69

0        2m

―第24図  第 2号溝状遺構
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で、北側に1 9cm下 がっている。

出土遺物は、かわ らけ 。常滑・瓦質風炉などがある。

第 3号溝状遺構 SD03(第 27図  図版 3)

第 3号溝状遺構は調査区南部の 1区で検出した。 L字に屈曲する溝で、北部は攪乱のため確認できな

かつた。第 14号溝状遺構 と重複 し、本遺構が古い。検出長は16.5mで、幅 1.45m、 深さは40～ 70cmで

あつた。断面はU字形を呈する。溝底は検出範囲内で、東側に14cm下がっている。

出土遺物は、かわらけ・貿易陶磁・常滑・などである。

第 4号溝状遺構 SD04(第 28・ 29図  図版 4・ 5)

第 4号溝状遺構は調査区南部 1区で検出した南北溝で、北部は集石群 と重複 したため、未調査である。

第 16。 18。 192号清状遺構 と重複 しているが、新旧関係は不明である。東側のみは大小の礫によって石

積状に構築されていた。検出長は31.6mで、最大幅2.Om、 深さは40～ 70cmで、断面はU字形を呈する。

主軸方位は、 N-13° 一Eである。溝底は検出範囲内で、北側 に5 7cm下 がっている。出土遺物は、か

わらけ・貿易∽磁 。瀬戸美濃・常滑・志戸呂・瓦質製品・砥石 。銭貨・スラグなどが出土 している。 と

くにかわ らけは実測個体で243点、総破片数で6,000点 以上の数量が出上 している。また、瓦質製品も

種類 。量ともに豊富で、火鉢・風炉・香炉などがあり、総破片数は65点 を数える。

第 5号溝状遺構 SD05(第 30図  図版 5)

第 5号溝状遺構は調査区南部、 1区から西に延長した トレンチで検出された。南北に走る溝で、検出長

は2.3mで 、幅1.5m、 深さは28cmであった。断面はU字形を呈し、主軸方位は、N-5° 一Eである。

出土遺物は、検出範囲が限 られているため少ないが、かわ らけ 。瀬戸美濃 。釘などが出土 している。

第 6号溝状遺構 SD06(第 30図 )

第 6号溝状遺構は調査区北部の 4区で検出した。東西にほぼ直線的に走る溝で、掘込みが浅いため東

西端は検出できなかった。検出長はH.25mで、最大幅は0.5m、 深さは 7 cm程 度であった。断面は皿形

を呈する。主軸方位は、N-76° 一Wを指す。溝底は検出範囲内で、東側に1 lcm下がっている。

出土遺物は、かわ らけの破片が少量出土しているのみで、図示可能なものはなかった。

第 7号溝状遺構 SD07(第30図 )

第 7号溝状遺構は調査区北部 4区で検出した。近世の第28号溝状遺構 と重複 しているため、一部を検

出したにすぎない。やや屈曲気味の溝である。検出長は1.5mで、幅0.35m、 深さは20cm、 断面はU字

形を呈する。

出土遺物は、かわ らけ・貿易陶磁・釘などがあるが、いずれも小破片で図示可能遺物はなかった。

第 8号溝状遺構 SD08(第 30図 )

第 8号溝状遺構は調査区北部 4区で検出した。西側は近世の第21号溝状遺構 と重複 し、東は調査区外

にあるため、一部を検出したにすぎない。検出長は3,75mで、幅0.20～ 0,45m、 深さは10cmと浅 く断面

はU宇形を呈する。主軸方位は、N-83° ―Wである。溝底は検出範囲内で、西側に 5 cm下がっている。

出土遺物はなかった。
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第 9号溝状遺構 SD09(第 30図 )

第 9号溝状遺構は調査区北部 4区中央で検出した南北溝である。南部は土坑と重複 しているため不明、

北部は確認面か らの深さが少ないため不明瞭であった。検出長は8.5mで、幅0.6m、 深さは20cmであっ
た。断面はU字形を呈し、主軸方位は、N-30° 一Eである。溝底は検出範囲内で、北側に 5 cm下がっ
ている。

出土遺物はかわ らけの小破片があるのみで、図示可能遺物はなかった。

第10号溝状遺情 SD10(第 30図 )

第 10号溝状遺構は調査区ほぼ中央 3区で検出した南北溝である。北部はピット群・土坑等と重複 して
いるため未調査、南部は確認面か らの深さが少ないため不明瞭であった。検出長は4.9mで、幅0,4m、

深さは20cmであった。断面はU字形を呈する。主軸方位は、N-9° 一Eである。溝底は検出範囲内で、

北狽1に 1 5cm下がっている。

出土遺物は、かわらけ・貿易陶磁・常滑などがあり、貿易∽磁青磁碗 1点・かわらけ 5点図示可能であった。

第11号溝状遺構 SDll(第 30図 )

第H号溝状遺構は調査区ほぼ中央 3区で検出した。南北に走る溝で、南部は調査区外、北部は第 1号
溝状遺構 と重複 し、その北側は未検出であった。第 1号溝状遺構 との新旧関係は確認できなかった。検
出長は4.25mで、幅0.6～ 0.9m、 深 さは2 0cmと 浅 く、断面は皿状を呈する。主軸方位は、N-7①
30'一 Wである。溝底は検出範囲内で、北側に 6 cm下がっている。

出土遺物にはかわらけ 。貿易陶磁・常滑等があるが、貿易陶磁青磁碗 1点のみ図示可能であった。

第12号溝状遺構 SD12(第 31図 )

第 12号溝状遺構は調査区東端 2区で検出した。屈曲する溝で、両端ともに調査区外にあるため、全容
は不明である。また、南側は近現代の水路があったため、確認できなかった。検出長は7.lmで、幅0.7

m、 深さは12cmと浅く、断面皿状を呈する。溝底は検出範囲内で、東側に 2 cm下がっている。

出土遺物は、かわ らけ 。常滑・瓦質製品などがあるが、図示可能遺物はなかった。

第13号溝状遺構 SD13(第 27図 )

第 13号溝状遺構は調査区南部 1区で検出した。東西に走る溝で、第 14・ 15号溝状遺構 と重複 してい

るが、新旧関係等は確認できなかった。検出長は8.3mで、確認できた幅 1.65m、 深さは52cmであった。

断面は逆台形状を呈する。

出土遺物は、かわらけ 。貿易陶磁・瀬戸美濃・常滑・瓦質製品などがある。

第14号溝状遺構 SD14(第 27図 )

第 14号溝状遺構は調査区南部 1区で検出した。東西に走る溝で、第 3・ 13・ 15号溝状遺構 と重複す

る。第 3号清状遺構より新 しい溝で、第 13・ 15号溝状遺構 との新旧関係は不明である。また、第 4号
溝状遺構の北部 とも重複するが、その新旧関係 も確認できなかった。検出長は19.2mで 、幅 1.lm、 深
さは26cmを 測 り、断面は逆台形を呈する。主軸方位は、N-76° ―Wを指す。溝底は検出範囲内で、

西側に14cm下 がっている。

出土遺物は、かわ らけ 。貿易陶磁・瀬戸美濃・常滑・志戸呂・瓦質製品・瓦・石製品等があ り、種

類・量ともに豊富である。貿易陶磁・常滑 。かわ らけ 。石製品等が図示可能遺物であった。
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第31図 第 12・ 16～ 19号溝状遺構
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第15号溝状遺構 SD]5(第 27図 )

第 15号溝状遺構は調査区南部 1区で検出した。第 13・ 14号溝状遺構 と重複するが、一部の検出にと

どまっているため、規模や方向など不明な点が多い。検出長は1.55mで、幅lm前後、深さは56cmであ

つた。断面は逆台形状を呈する

出土遺物は、かわ らけ 。常滑などがあり、 3点が図示可能であった。

第16号清状遺構 SD16(第 31図 )

第 16号溝状遺構は調査区南部 1区で検出した。東西に走る溝で、西部では第 3号溝状遺構と、東部は第
4号溝状遺構と重複する。第 3号溝状遺構よりも新 しく、第 4号溝状遺構 との新旧関係は不明である。検

出長は7.6mで、幅 1,7～ 2.lm、 深さは55cmで あった。断面はU字形を呈する。主軸方位は、N-77° 一Wを
指し、第 4号溝状遺構と直交する。溝底は検出範囲内で、東側に35cm下がっている。

出土遺物は種類 。量ともに豊富で、かわらけ 。貿易陶磁・頑戸美濃・常滑・志戸呂 。瓦質製品 。砥石

等の石製品・刀子釘などの鉄製品などがある。とくにかわ らけの出土量は多 く、総破片数 1,700点近く、

図示可能個林数が70点あまりであった。また、瀬戸美濃も多 く出土 してお り、38点出上 し10点が図示

可能であった。また志戸呂信鉢も 2個体出土している。

第17号清状遺構 SD17(第31図 図版 6)

第 17号溝状遺構は調査区南部 1区で検出した。南北に走る溝で、第 4号溝状遺構 と併行するようにみ

えるが、北側は確認面か らの深さがないため不明、南側は未調査である。検出長は6.3mで、幅0.6～ 1.0

m、 深さは1 0cmと 浅 く、断面皿状を呈する。主軸方位は、 N-14°  80'一 Wである。溝底は検出範囲

内で、北側に 4 cm下がっている。

出土遺物は、かわらけ・瀬戸美濃・常滑・瓦などがあるが、瀬戸美濃天目茶碗と平瓦のみ図示可能であった。

第18号溝状遺構 SD18(第31図 )

第18号溝状遺構は調査区南部 1区で検出した。東西に走る溝で、東部は第 4号溝状遺構と重複し、西部は調

査区外である。第 4号溝状遺構との新旧関係は不明である。検出長は4.5mで、幅1,3m、 深さは33cmであった。

断面はU字形を呈する。主軸方位は、N-86° ―Wを指し、第 4号溝状遺構と直交するようすを示している。

出土遺物は、かわらけ。貿易陶磁 。瀬戸美濃。常滑・砥石・銭貨などがあり、全部で 9点が図示可能であった。

第19号溝状遺構 SD19(第 31図 )

第 1号清状遺構は調査区南部 1区で検出した。東西に走る溝で、東部は第 4号溝状遺構と重複し、西部は調

査区外である。第 4号溝状遺構との新旧関係は不明である。検出長は4.Omで 、幅1.Om、 深さは63cmを測 り、

断面はV字形を呈する。主軸方位は、N-77° 30'一Wで、第18号溝状遺構同様、第 4号溝状遺構と直交する。

出土遺物は、かわ らけ 。貿易陶磁・瀬戸美濃・常滑・瓦質製品・瓦・砥石等石製品などがある。かわ

らけの出土量は多く、総破片数770点、図示可能個体数が54点であった。

近世以降の溝状遺構 (第32図  図版 6)

第20～39号溝状遺構は近世以降の溝である。南北に走る比較的大きな溝である第20・ 21・ 22・ 37号清状遺

構とそれらと直交する東西溝の第23・ 24。 25号清状遺構などがあり、さらに小規模な溝が多数検出された。
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第20号溝状遺構 SD20

第20号溝状遺構は調査区北部から中央やや南寄 りの 5区から2区 にかけて検出された南北方向の溝状

遺構である。南北端とも調査区外にあり、全体の規模は不明である。 4区で第21,22号溝状遺構 と重

複するが、両者よりも本遺構が古い。また、第23～ 25。 26号溝状遺構をは じめ多 くの東西溝 と直交 し

ているが、それ らとの新旧関係は確認できなかった。検出長は71.7mで、幅 1.3～ 1.8m、 深さは30～60

cmで あった。断面はU字形を呈する。北部でやや屈曲するが、主軸方位は、ほぼN-9° 一Eを指 して

いる。溝底は検出範囲内で、北側にH3cm下がっている。

出土遺物は、登窯期の瀬戸美濃碗・徳利、唐津と肥前産の碗・皿、瓦質の竃などがある。 この他、中

世の貿易陶磁・瀬戸美濃・常滑・かわらけなどが混入 している。

第21号溝状遺構 SD21

第21号溝状遺構は調査区ほぼ中央 4区で検出された南北方向の溝状遺構である。第20。 22号溝状遺構

と重複 し、第20号よりも新 しく第22号よりも本遺構が古い。北部は第20号溝状遺構と重複 しているため

不明、南部では東方向に屈曲して調査区外に延びている。検出長は14.lmで、幅0.55m、 深さは33cmで、

断面はU字形を呈する。南部の屈曲を除いた主軸方位は、N-5° ―Eである。溝底はほぼ平らであった。

出土遺物は、登窯期の瀬戸美濃類、肥前産の磁器碗・皿などがあるが、小破片のため図示可能遺物は

なかった。

第22号溝状遺構 SD22

第22号溝状遺構は調査区ほぼ中央 4区で検出された南北方向の溝状遺構である。第20。 21号溝状遺

構と重複 し、両者よりも本遺構が新 しい。北部は第20。 21号溝状遺構 と重複 しているため不明、南部

では第21号溝状遺構と併行 して東方向に屈曲して調査区外に延びている。検出長は25.5mで、幅 1.4m、

深さは50cmで 、断面は皿状を呈する。南部の屈曲を除いた主軸方位は、N-4° 一Eである。溝底は検

出範囲内で、北側に19cm下がっている。

出土遺物は、登窯期の頑戸美濃類、肥前産の磁器碗 。皿などがあり、その他中世の貿易陶磁・瀬戸美

濃・常滑なども混入 している。いずれも小破片であり、図示可能遺物はない。

第23号溝状遺構 SD23

第23号溝状遺構は調査区北部 5区で検出した東西清である。東端は第20号清状遺構 と重複 し、西部

では調査区外にある。また、第 24・ 25号溝状遺構 と併行 して配置されている。検出長は20.8mで、幅

0.7～ 1.2m、 深さは3 7cm、 断面はU字形を呈する。主軸方位は、N-79° ―Wで ある。濤底は検出範囲

内で、西狽1に 13cm下がっている。

出土遺物は、登窯期の頑戸美濃類、肥前産の磁器碗・皿などである。その他中世の貿易陶磁・瀬戸美

濃 。かわ らけなども出上してお り、図示可能遺物は中世の貿易陶磁 白磁碗・瀬戸美濃天目茶碗である。

第24号清状遺構 SD24

第24号溝状遺構は調査区北部 5区で検出した東西溝である。東端は第20号濤状遺構と重複し、西部では調

査区外にある。また、第23・ 25号溝状遺構と併行 。一部重複している。25号溝状遺構との新旧関係は、本

遺構が新 しいことが確認されている。検出長は3.lmで、幅0.3m、 深さは10cmと 浅く、断面は皿状を呈する。

主軸方位は、N-79° 一Wである。溝底は検出範囲内で、西側に 8 cn下 がっている。遺物は出土しなかった。

44



第25号溝‖犬遺構  SD25

第25号溝状遺構は調査区北部 5区で検出した東西溝である。東端は第20号溝状遺構 と重複 し、西部

では調査区外にある。また、第 23。 24号溝状遺構 と併行 し、第24号溝状遺構 と一部重複 している。第

24号溝状遺構より本遺構が古い。検出長は21.5mで、幅0.6～ 1.Om、 深さは25～ 34cm、 断面はU字形

を呈する。主軸方位は、N-79° 一Wである。溝底は検出範囲内でほぼ水平であった。

出土遺物は、登窯期の瀬戸美濃類、肥前産の磁器碗・皿、石製品などである。その他中世の瀬戸美濃・

常滑・かわらけなども出土している。図示可能遺物は軽石を加工した石製品と中世の瀬戸美濃平碗 である。

第26号溝‖犬遺構  SD26

第26号溝状遺構は調査区北部 5区で検出した東西溝である。西端は第20号溝状遺構と重複 し、東端

は調査区外に延びている。第20号溝状遺構と直交する位置関係にあるが、新旧関係等は不明である。検

出長は5,3mで、幅 1.2m、 深さは48cmで 、断面逆台形形を呈する。主軸方位は、 N-81° ―Wで ある。

溝底は検出範囲内で、西側に 5 cm下がっている。遺物は出土しなかった。

出土遺物は、近世の陶磁器破片が少量出土 しているのみで、図示可能なものはなかった。

第27号溝状遺構 SD27

第27号溝状遺構は調査区北側 4区で検出した溝状遺構で、逆L字形に配置されている。西端は調査区外にあ

り、南端は確認面からの深さが非常に浅くなっているため検出できなかった。検出長は総計で482m、 幅は狭

い部分で0.2m、 最も広い部分は1.2mを測る。深さは10～ 25cmで、断面はU字形を呈する。主軸方位は、南北

方向の溝でN-6° -30'一 Eである。溝底は検出範囲内で、西から東へ21cm、 南から北へ42cm下 がっている。

出土遺物は、近世陶磁器の他、中世のかわらけ・貿易陶磁・瀬戸美濃・常滑・砥石 。などが出土している。

第28号溝‖犬遺構  SD28

第28号溝状遺構は調査区北部 4区で検出した東西溝である。西端は第 22号溝状遺構 と重複 し、東端

は調査区外に延びている。第22号溝状遺構 と直交する位置関係にあるが、新旧関係等は不明である。検

出長は4.3m、 幅0.4m、 深さは13cmである。断面U字形を呈する。主軸方位は、N-86° 一Wで を指 し

ている。溝底は検出範囲内で、西側に 5 cm下がっている。

出土遺物は、かわ らけの小破片が少量出土しているのみで、図示可能なものはなかった。

第29号溝状遺構 SD29

第29号溝状遺構は調査区ほぼ中央 4区で検出した。東西に走る溝で、東部で第27号溝状遺構 。第20

号溝状遺構と重複する。また、西端は確認面か らの深さが非常に浅 くなっているため検出できなかった。

検出長は11.4mで 、幅 0.4m、 深さは 5 cmと 浅い。断面は皿状 を呈する。主軸方位は、N-86° ―Wで、

上記の溝とほぼ直交する。溝底は検出範囲内で、東側に12cm下がっている。

出土遺物は、近世陶磁器 。中世のかわ らけ 。頼戸美濃・常滑などであるが、いずれも小破片で図示可

能遺物はなかった。

第30号清 1犬 遺構  SD30

第30号溝状遺構は調査区ほぼ中央 4区で検出した。東西に走る溝で、第27号溝状遺構の南北方向 と

ほぼ直交する。西端は調査区外に延びている。検出長は22.lmで、幅0.4m、 深さは10cm、 断面は皿状

を呈する。主軸方位は、N-88° 30'一 Wで ある。溝底は検出範囲内で、東側に24側下がっている。
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出上遺物は、近世陶磁器 。中世のかわ らけ 。瀬戸美濃 。常滑・瓦などで、 17世紀代の瀬戸美濃志野皿

と瓦各 1点が図示可能であった。

第31号溝状遺構 SD31

第31号溝状遺構は調査区ほぼ中央 4区で検出した。東西に走る溝で、東部で第 20号溝状遺構 と重複

するが、新旧関係は不明である。また、第32号溝状遺構 と平行する。東西両端は調査区外に延びている。

検出長は25.5mで 、幅0.6m、 深さは 1 4cmであった。断面はU字形を呈する。主軸方位は、N-83° ―W
である。溝底は検出範囲内で、東側に39cm下がっている。

出土遺物は、近世陶磁器 。中世のかわ らけ・瀬戸美濃 。常滑などであるが、 いずれも小破片で図示可

能遺物はなかった。

第32号溝状遺構 SD32

第32号溝状遺構は調査区ほぼ中央 4区で検出した。東西に走る溝で、東部で第 20号溝状遺構と重複

し、第31号溝状遺構 と平行する。第20号溝状遺構 との新旧関係は不明である。東西両端は調査区外に

延びている。検出長は25.Omで 、幅 0.5m、 深 さは 1 5cm、 断面はU字形を呈する。主軸方位は、 N―

84° ―Wである。溝底は検出範囲内で、東側に29cm下がっている。

出上遺物は、かわらけの小破片があるのみで、図示可能遺物はなかった。

第33号溝状遺構 SD33

第33号溝状遺構は調査区中央やや南の 4区 か ら 3区にかけて検 出 した。南北に走る溝で、第30～

32・ 34号溝状遺構と重複するが、新 旧関係は不明である。また、第35号溝状遺構 と交叉する付近では、

掘込みが浅 く検出できない部分がある。検出長は12.8mで、幅0.3m、 深さは 7 cmと 浅 く、断面は皿状

を呈する。主軸方位は、N-9° ―Eである。溝底は検出範囲内で、北側に24cm下 がっている。

出土遺物は、近世陶磁器の他、中世のかわ らけ・貿易陶磁・常滑などが出土 しているが、いずれも小

破片で図示可能遺物はない。

第34号溝状遺檸i SD34

第34号溝状遺構は調査区中央やや南の 3区で検出した。東西に走る溝で、第 20号・33号清状遺構 と

重複するが、新旧関係は不明である。また、一部掘込みが浅 く検出できない部分がある。検出長は 12.7

mで、幅0.2～ 0.5m、 深さは 1 0cmと浅 く、断面は皿状を呈する。主軸方位は、 N-86° 一Wである。溝

底は検出範囲内で、東側に26cm下がっている。

出土遺物は、近世陶磁器・瓦質製品・石製品などで、ほかに中世のかわ らけ片等 もある。 このうち、

17世紀代唐津皿 2点が図示可能であった。

第35号溝 1犬 遺構  SD35

第35号溝状遺構は調査区中央やや南の 3区で検出した。東西に走る溝で、東部で第20号溝状遺構 と

重複するが新旧関係は不明である。西側は掘込みが浅いため検出できなかった。検出長は15.Omで、幅

0.4～ 1.lm、 深さは10～ 20cm、 断面はU字形を呈する。主軸方位は、N-89° 一Wで ある。溝底は検出

範囲内で、東側に37cm下 がっている。

出土遺物は、近世陶磁器 。かわ らけ・瓦質製品・石製品等で、中世の瓦質火鉢 と凹石状の石製品を図

示 した。
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第36号溝‖犬遠構  SD36

第36号濤状遺構は 3区の南西で検出した南北方向の溝である。西部ではやや屈曲する。南端は調査区

外の延びてお り、また北部は掘込みが浅いため検出できなかった。検出長は7.9mで、幅0.3～ 0.6m、 深

さは10cm前後であつた。断面はU字形を呈する。主軸方位は、N-4°  30'一 Eである。溝底は検出範

囲内ではほぼ水平であつた。

出土遺物は、かわらけ小片と鉄釘があるが、小破片のため図示はできなかった。

第37号溝状遺構 SD37

第37号溝状遺構は 2区で検出された南北溝である。第20号溝状遺構 と平行するようであるが、南北

両端とも調査区外に延びてお り全体は明 らかではない。検出長は28.Omで 、幅 1.6～ 2.2m、 深さは約30

cmで あった。断面はU字形を呈する。主軸方位は、 N-7° 一Eで ある。溝底は検出範囲内で、北側に

20cm下がつている。

出土遺物は、近世陶磁器の他、中世のかわ らけ・貿易陶磁・常滑などで、図示可能遺物は後者の中世

のものであった。

第38号溝‖犬遺構  SD38

第38号溝状遺構は調査区ほぼ中央 4区の東端で検 出した。東西に走る溝で、第 20号溝状遺構 と重複

し、東側は調査区外に延びている。検出長は2.3mで、幅0.6m、 深さは約40cm、 断面はU字形を呈する。

主軸方位は、検出部分が少ないため不明である。

出土遺物は、近世陶磁器、中世のかわ らけ・貿易陶磁・常滑などであるが、いずれも小破片であり図

示可能遺物はなかった。

第39号溝 1犬 遺構  SD39

第39号溝状遺構は調査区ほぼ中央の 2区で検出した南北溝である。検出面での確認のみで内部の調査

は行っていない。確認できた検出長は 9。 2m、 幅 0。72mで ある。主軸方位は、N-9° 一Eを指す と思

われる。

(4)土坑墓

土坑墓とみられる遺構は 5基検出された。いずれも調査区の北部、 4～ 5区で検出された。

第 1号土坑墓 ST01(第 34図 )

1号土坑墓は 5区で検出した。2.36× 1.86mの 精円形を呈し、深さは22cmを 測る。西側の壁際に2基

のビットが存在するが、本遺構に伴なうものであるかは不明である。

出土遺物は、かわらけ・鉄釘で、かわらけ 2点が図示可能であつた。

第 2号土坑墓 ST02(第34図 )

第 2号土坑墓は 5区で検出した。第 3号土坑墓と重複し、本遺構の方が古い。規模は2.14× 1.6mの

不整形で、深さは2 1cmである。また、 2段の段差が認められた。

出土遺物は、かわらけ 。鉄釘などで、他に漆片・骨片なども認められた。かわらけはいずれも小破片

のもので、図示可能な遺物はなかった。
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ST04

ST05

第35図 第 4・ 5号土坑墓

第 3号上坑墓 ST03(第 34図 )

第 3号土坑墓は 5区で検出した。第 2号土坑墓 と重複 し、本遺構が新 しい。

呈 し、深さは15cmを 測る。

出土遺物は、かわ らけ・瓦 。鉄釘などで、骨片なども確認された。かわ らけ

0        1m

0        1m

3.15× 2.4mの精円形を

1点が図示可能であつた。
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第4号土坑墓 ST04(第 35図 図版 2)

第 4号土坑墓は4区北部で検出した。 1.9× 1.85mの不整円形を呈し、深さは45cmを測る。

出土遺物は、かわらけ 。貿易陶磁・頑戸美濃・鉄釘などで、かわらけ4点が図示可能であつた。

第 5号土坑墓 ST05(第 35図  図版 2)

第 5号土坑墓は 4区北部で検出した。近世の溝である第27号溝状遺構と重複したため、北部は確認で

きなかった。東西長1.71m、 南北は残存長1,77mで、隅丸長方形を呈すと思われる。掘込みは非常に浅

く15cmほ どであった。

出土遺物は、かわらけ 。常滑 。軽石加工品・鉄釘・スラグなどで、覆土内で炭化物も認められた。か

わらけ 7点 と軽石製の凹石 1点が図示可能であった。

(5)土坑

土坑は62基検出した。土坑墓も含まれている可能性もあるが、形態や出土遺物からでは判断できない

ため、土坑として一括した。また、 1区 は集石等が多く検出されたため、その下部の遺構については確

認していない。 2・ 3区 も検出面上での遺構プラン確認にとどまっており、土坑と思われる遺構につい

ても内部の調査を行つていないため、土坑として扱つていない。そのため、必然的に 4・ 5区に集中す

る傾向にみえるが、 1～ 3区の再調査によって、この範囲においても土坑と認識される遺構が検出され

ることをあらかじめ断っておく。

第 1号土坑 SX01(第 36図 )

第 1号土坑は調査区北辺近く5区の北部で検出した。 1.05× 0.8mの精円形を呈し、深さは1 8cmと 浅

い。遺物は出土しなかった。

第 2号土坑 SX02(第 36図 )

第 2号土坑は調査区北部 4区で検出した。0.87XO,7mの 不整楕円形を呈し、深さは1 7cmを 測る。第

5号土坑墓と重複するが、新旧関係は不明である。遺物は出土しなかった。

第 3号土坑 SX03(第36図 )

第 3号土坑は調査区北部 4区で検出した。1.38× 0.8mの楕円形を呈し、深さは23cmを測る。出土遺

物はかわらけ・常滑などがあるが、いずれも小破片であり、図示可能な遺物はなかった。

第 4号土坑 SX04(第 36図 )

第 4号土坑は調査区北部 4区で検出した。径1.33mの 円形を呈する土坑で、深さは26cmを 測る。出土

遺物はかわらけ 。貿易陶磁などがあるが、いずれも小破片であり、図示可能な遺物はなかった。

第 5号土坑 SX05(第 36図 )

第 5号土坑は調査区北部 4区で検出した。 1.9Xl.151nの 長楕円形を呈する土坑で、深さは10cm前後

と浅い。かわらけの小破片が出土しているのみで、図示可能な遺物はなかった。

第 6号土坑 SX06(第 36図 )

第 6号土坑は4区西端で検出した。西側は未調査であるが、0.87mの 円形を呈する土坑と思われれる。
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深さは確認した範囲では 9 cmであった。遺物は出上しなかった。

第 7号土坑 SX07(第 36図 )

第 7号土坑は 4区で検出した円形の土坑である。径0,96mの小形の土坑で、深さは28cmを 測る。いく

つかのビットと重複 しているが、新旧関係は不明である。かわ らけの小破片が出土 しているのみで、図

示可能な遺物はなかった。

第 8号土坑 SX08(第 36図 )

第 8号土坑は 4区で検出した。 1.73XO.66mの長精円形を呈する土坑で、深さは17cmを測る。出土遺

物は、かわらけの小破片があるのみで、図示可能な遺物はなかった。

第 9号土坑 SX09(第 37図 )

第 9号土坑は調査区北部 4区で検出した。長辺 1.35m・ 短辺1.Omの不整形を呈する土坑で、深さは

15cmを測る。出土遺物はかわ らけ小破片のみで、図示可能な遺物はなかった。

第10号土坑 SX10(第 37図 )

第 10号土坑は調査区北部 4区で検出した。 1.lXO,75mの 精円形を呈す し、深さは 8 cmと 非常に浅い。

出土遺物はかわ らけ小破片のみで、図示可能な遺物はなかった。

第11号土坑 SXll(第 37図 )

第 11号土坑は調査区北部 4区で検出した。径0,85mの 円形を呈する土坑で、深さは1 0cmである。出

土遺物はかわ らけ小破片のみで、図示可能な遺物はなかった。

第12号土坑 SX司 2(第37図 )

第 12号土坑は調査区北部 4区で検出した土坑である。0.6XO.5mの精円形を呈 し、深さは14cmで ある。

出土遺物はかわらけのみであり、いずれも小破片で、図示可能な遺物はなかった。

第13号土坑 SX13(第 37図 )

第 13号土坑は調査区北部 4区で検出した。径0,75mの 円形土坑で、深さは20cmを測る。出土遺物は

かわらけ小破片のみで、図示可能な遺物はなかった。

第14号土坑 SX14(第 37図 )

第 14号土坑は調査区北部 4区で検出した。長辺1.05m・ 短辺 0。9mの不整形を呈する土坑で、深さは

20cmを 測る。底部中央に径約40cm・ 深さ33cmほ どのピットを伴なう。出土遺物はかわ らけ・古代末の

上師器などがある。古代末の上師器 1点が図示可能であつた。

第15号土坑 SX15(第 37図 )

第 15号土坑は調査区北部 4区で検出した。長辺0.77m・ 短辺0.65mの 隅丸方形を呈する土坑で、深さ

は21cmを測る。出土遺物はなかった。
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第16号土坑 SX16(第 37図 )

第 16号土坑は調査区北部 4区で検出した。長辺 1.07m・ 短辺0,72mの不整形を呈する土坑で、深さは

6 cIBほ どで非常に浅い。小破片のかわらけが少量出土している程度で、図示可能な遺物はなかった。

第17号土坑 SX17(第 37図 )

第17号 土坑は調査区北部 4区で検出した。長辺 1.05m・ 短辺0,8mの不整隅丸方形を呈する。断面U

字状を呈す土坑で、深さは40cmを 測る。遺物は出土しなかった。

第18号土坑 SX18(第 37図 )

第 8号土坑は調査区北部 4区で検出した。0,88× 0.72mの楕円形を呈する土坑で、深さは10cmを潰Iる 。

底部中央でピットを検出したが、本遺構よりも新 しい柱穴であると判断した。出土遺物はかわ らけ小破

片のみで、図示可能な遺物はなかった。

第19号土坑 SX19(第 38図 )

第 19号土坑は調査区北部 4区で検出した。径1.45mの 円形を呈する土坑である。深さは32cmを 潰1り 、

底面はやや凹凸が認められた。かわらけが少量出土してお り、手づくねかわ らけ 1点を図示 した。

第20号土坑 SX20(第 38図 )

第 8号土坑は調査区北部 4区で検出した。長辺1.45m・ 短辺123mの 不整形を呈する土坑で、底面はか

なり凹凸が著しく、深さは16cmである。出土遺物はかわらけ小破片のみで、図示可能な遺物はなかった。

第21号土坑 SX21(第 38図 )

第21号土坑は調査区北部 4区で検出した。径0.7mの 円形を呈する土坑で、深さは18cmを 狽1る。遺物

は出上しなかった。

第22号土坑 SX22(第 38図 )

第22号土坑は調査区北部 4区で検出した。ピットや攪乱等により全体を検出することはできなかった

が、短辺0,77m、 長辺の残存長約 lmの精円形と呈すと思われる。深さは60cmで断面U字状を呈す。出

土遺物はかわらけ 。貿易陶磁などがあるが、いずれも小破片であり、図示可能な遺物はなかった。

第23号土坑 SX23(第 38図 )

第23号土坑は調査区北部 4区の西側で検出した。長辺1.65m。 短辺1.38mの 不整形を呈し、深さは20cm

である。多くのピットと重複しているが、いずれも新旧関係など不明である。遺物は出上しなかった。

第24号土坑 SX24(第 38図 )

第24号土坑は調査区北部 4区の西側で検出した。径1.05mの 円形を呈する土坑である。断面U字状で、

深さは55cmを測る。出土遺物はかわらけ小破片のみで、図示可能な遺物はなかった。

第25号土坑 SX25(第38図 )

第25号土坑は調査区北部 4区の西側で検出した。径1.Omの 円形を呈する土坑で、深さは10cmと浅い。

ピット1基と重複しているが、新旧関係は不明である。出土遺物はかわらけ小破片のみで、図示可能な
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遺物はなかった。

第26号土坑 SX26(第 38図 )

第26号土坑は調査区北部 4区で検出した。南側は攪乱によ り確認できなかった。楕円形を呈す と考え

られ、短辺は0,75m、 長辺の残存長は0.8mである。深さは8cmで、非常に浅い。出土遺物はかわ らけ小

破片のみで、図示可能な遺物はなかった。

第27号土坑 SX27(第 38図 )

第27号土坑は調査区北部 4区の西側で検出した。径0.9mの 円形を呈する土坑で、深さは10cmと 浅い。

ピット2基と重複するが、新旧関係は不明である。出土遺物はかわらけ 。渥美甕破片などがあるが、い

ずれも小破片であり、図示可能な遺物はなかった。

第28号土坑 SX28(第 39図 )

第28土坑は調査区北部 4区で検出した。長辺1.65m・ 短辺0.45mの 長楕円形を円形を呈する土坑であ

る。深さは2 1cmを 測り、底面は平坦である。出土遺物はかわらけ 。鉄釘などがあるが、いずれも小破片

であり、図示可能な遺物はなかった。

第29号土坑 SX29(第 39図 )

第29号土坑は調査区北部4区で検出した。0.68× 0.56mの やや不整な隅丸方形を呈する土坑で、深さは40

cmを測る。出土遺物はかわらけ・常滑甕などがあるが、いずれも小破片であり、図示可能な遺物はなかった。

第30号土坑 SX30(第 39図 )

第30号土坑は調査区北部 4区で検出した。径0.89mの 円形を呈する土坑で、深さは1 0cmを測る。ピ

ット2基 と重複するが、新旧関係は不明である。遺物は出土しなかった。。

第31号土坑 SX31(第 39図 )

第31号土坑は調査区北部 4区で検出した。南側でピット2基と重複するため一部確認できなかったが、

径0.65mの 円形を呈する土坑と思われる。ピットとの新旧関係は不明である。深さは1 0cmと 非常に浅い。

遺物は出土しなかった。

第32号土坑 SX32(第 39図 )

第32号土坑は調査区北部 4区で検出した。多くのピットと重複しており、全体を確認することはでき

なかったが径0.65mほ どの円形を呈する土坑と思われる。ピットとの新旧関係は確認できなかった。深

さは8cmを測る。遺物は出土しなかった。

第33号土坑 SX33(第 39図 )

第33号土坑は調査区北部 4区で検出した。径0,85mの 円形土坑である。深さは12cm程度で、底面は

やや凹凸が認められた。出土遺物はかわらけ小破片のみで、図示可能な遺物はなかった。

第34号土坑 SX34(第 39図 )

第34号土坑は調査区北部 4区で検出した。径0,85mの 円形を呈すると思われるが、東側が 4基のピッ
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卜と重複 しているため全体の規模は不明である。ピットとの重複関係はいずれも不明である。深さは10

cmと浅 く、断面皿状を呈す。出土遺物はかわ らけのみあるが、 8点が図示可能であった。手づくね成形

のかわ らけが多い傾向がみられた。

第35号土坑 SX35(第 39図 )

第35号土坑は調査区北部 4区で検出した。長辺 1.58m・ 短辺1.16mの 楕円形上坑である。深さは14

cmを測る。 2基のピットと重複するが、新旧関係は不明である。出土遺物はかわ らけ 。貿易陶磁 。常

滑・石製品などがある。軽石製の凹石 1点のみ図示可能で、その他かわ らけ 。陶磁器等は小破片のため

図示できなかった。

第36号土坑 SX36(第 39図 )

第36号土坑は調査区北部 4区で検出した。径1.05mの 円形を呈する土坑で、深さは 1 5cmを 測る。出

土遺物はかわらけ。貿易陶磁・常滑・鉄釘などがあるが、かわらけ3点が図示可能であった。いずれも

手づくね成形のかわ らけである。

第37号土坑 SX37(第 39図 )

第37号土坑は調査区北部 4区で検出した。径0.65mの 円形を呈する。底面が小さい断面はU字状の土

坑で、深さは25cmを 測る。出土遺物はかわ らけ小破片のみで、図示可能な遺物はなかった。

第38号土坑 SX38(第 39図 )

第38号土坑は調査区北部 4区で検出した。径1.35mのやや不整な円形を呈する土坑である。覆土は 2

層に分層され深さは30cmを測る。出土遺物はかわ らけ・貿易陶磁・常滑・滑石製品・鉄釘などがあるが、

いずれも小破片であり、図示可能な遺物はなかった。

第39号土坑 SX39(第 40図 )

第39号土坑は調査区北部 4区で検出した。長辺1.43m・ 短辺0。 7mのやや不整な楕円形の土坑で、深

さは18cmを測る。ピットと重複しているが、新旧関係は不明である。出土遺物はかわらけ・貿易陶磁な

どがあり、かわらけ 1点を図示した。

第40号土坑 SX40(第 40図 )

第40号土坑は調査区北部 4区で検出した。径0,86mの 円形を呈する土坑で、深さは1 0cmと 浅い。出

土遺物はかわらけ小破片のみで、図示可能な遺物はなかった。

第41号土坑 SX41(第 40図 )

第41号土坑は調査区北部 4区で検出した。径0.82mの 円形土坑で、深さは1 4cmを測る。出土遺物は

かわらけ小破片のみで、図示可能な遺物はなかった。

第42号土坑 SX42(第 40図 )

第42号土坑は調査区北部 4区で検出した。長辺0.73m・ 短辺0,48mの不整形を呈する土坑で、深さは

13cmと浅い。遺物は出土しなかった。
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第43号土坑 SX43(第 40図 )

第43号土坑は調査区北部 4区で検出した。径 1.05mの 円形を呈する土坑である。深さは 1 0cmで断面

は皿状を呈す。出土遺物はかわらけ小破片のみで、図示可能な遺物はなかった。

第44号土坑 SX44(第 40図 )

第44号土坑は調査区北部 4区で検出した。径 1.07mの やや不整な円形土坑で、深さは23cmを 測る。

南側は近世以降の第29号溝状遺構と重複 してお り、本遺構が古い。出土遺物はかわ らけ小破片のみで、

図示可能な遺物はなかった。

第45号土坑 SX45(第 40図 )

第45号土坑は調査区北部 4区で検出した。第27号濤状遺構・ピット等 と重複 してお リー部不明瞭で

あるが、長辺4.53m・ 短辺082mの 隅丸長方形を呈す土坑である。深さは 1 2cmほ どで非常に浅い。。第

27号溝状遺構よりも本遺構が古いが、ピットとの新旧関係は不明である。出土遺物はかわらけ小破片の

みで、図示可能な遺物はなかった。

第46号土坑 SX46(第 40図 )

第46号土坑は調査区北部 4区で検出した。径0.9mのやや不整な円形を呈する土坑である。深さは13

cmを決1り 、底面は凹凸が著しい。ピット等と重複 しているが、新旧関係は不明である。出土遺物はかわ

らけ小破片のみで、図示可能な遺物はなかった。

第47号土坑 SX47(第 40図 )

第47号土坑は調査区北部 4区で検出した。0.66× 0.55mの楕円形土坑で、深さは30cmを 測る。出土遺

物はかわ らけ・銭貨などがある。かわらけは小破片で図示はできなかった。銭貨 5点が図示可能であった。

第48号土坑 SX48(第 40図 )

第48号土坑は調査区北部 4区で検出した。径 1.15mの 円形を呈する土坑で、深さは3Scmを 測る。出

1     土遺物はかわらけ・渥美などがあるが、かわ らけ 2点のみ図示可能であつた。

第49号土坑 SX49(第 40図 )

第49号土坑は調査区北部 4区で検出した。0.8× 0.65mの 精円形を呈する土坑で、深さは10cmを 測る。ピッ

|       卜と重複しているが、新旧関係は不明である。出土遺物はかわらけ小破片のみで、図示可能な遺物はなかった。

第50号土坑 SX50(第 40図 )

第50号土坑は調査区北部 4区で検出した。長辺 1,08m・ 短辺0,75mの不整楕円形を呈す。東側に段を

有してお り、深さは65cmと 深めである。出土遺物はかわ らけのみで、 5点が図示可能であつた。本遺構

I      からは手づくねかわ らけが多 く出土している。

第51号土坑 SX51(第 41図 )

第51号土坑は調査区北部 4区で検出した。長辺0.87m・ 短辺0.6mのやや不整形な隅丸方形状を呈す。

1      深さは48cmで 、坑底に 1辺 20cmほ どの方形ピッ トが伴なう。貿易陶磁 白磁碗 1点が出土しているが、

十      小破片のため、図示はできなかった。
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第52号土坑 SX52(第 41図 )

第52号土坑は調査区北部 4区で検出した。南側はピットと重複 しているため確認できないが、短辺

0。7m。 長辺0,75m以 上の精円形を呈する土坑 と思われれ る。深さは 1 8cmを測る。出土遺物はかわ らけ

小破片のみで、図示可能な遺物はなかった。

第53号土坑 SX53(第 41図 )

第53号土坑は調査区北部 4区で検出した。径 1.13mの 円形を呈する土坑で、深さは23cmを 狽Iる 。第

54号 土坑やいくつかのピットと重複しているが、新旧関係は不明である。出土遺物はかわらけ 。貿易陶

磁・瀬戸美濃 。鉄釘などがあるが、いずれも小破片であり、図示可能な遺物はなかった。

第54号土坑 SX54(第 41図 )

第54号土坑は調査区北部 4区で検出した。第53号土坑と重複 しているため、全林の規模は不明である。

短辺は0.7m・ 長辺は残存長で083mで、隅丸長方形を呈すと思われる。深さは 1 0clnで 非常に浅く、東側

にやや傾斜している。出土遺物はかわらけ・銭貨・鉄釘などがあり、銭貨 1点のみ図示可能であった。

第55号土坑 SX55(第 41図 )

第55号土坑は調査区北部 4区で検出した。径0.8mの 円形を呈する土坑ある。深さは 6 cmと 非常に浅

く、断面は皿状を呈す。ピットと重複するが、新旧関係は不明である。遺物は出土 しなかった。

第56号土坑 SX56(第 41図 )

第56号土坑は調査区北部 4区で検出した。長辺0.78m・ 短辺0.58mの 不整形を呈す土坑で、深さは 8

cmを測る。 3基のピットと重複 しているが、新旧関係は不明である。出土遺物はかわ らけのみで、手づ

くね成形かわらけ 1点が図示可能であった。

第57号土坑 SX57(第 41図 )

第57号土坑は調査区北部 4区で検出した。近世以降の第20号溝状遺構 と重複 しているため、半分程度

の検出である。新旧関係は本遺構の方が古い。確認できた残存長は0.88× 0.54mで、楕円形を呈すと思わ

れれる。深さは 6 cmで非常に浅い。出土遺物はかわらけ小破片のみで、図示可能な遺物はなかった。

第58号土坑 SX58(第 41図 )

第58号土坑は調査区北部 4区で検出した。近世以降の第31号溝状遺構 と重複 しているため、一部検

出できなかった部分もある。残存長は1.12× 0.94mで 、楕円形あるいは不整形を呈す と考えられる。途

中に段を有し、深さは14cmで ある。出土遺物はかわらけ小破片のみで、図示可能な遺物はなかった。

第59号土坑 SX59(第 41図 )

第59号土坑は調査区北部 4区で検出した。径 1.25mの 円形を呈する土坑で、深さは14cmを 測る。出

土遺物はかわ らけ 。貿易陶磁・瓦質製品 。石製品・鉄釘などがあるが、いずれも小破片であり、砥石 1

点のみ図示可能であつた。

第60号土坑 SX60(第 41図 )

第60号土坑は調査区北部 4区で検出した。長辺1.Om・ 短辺0.95mの 不整形な土坑である。深さはわ
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ずか3cmほ どしか確認できなかった。出土遺物はかわらけ 。貿易陶磁などがあるが、いずれも小破片で

あり、図示可能な遺物はなかった。

第61号土坑 SX61(第41図 )

第61号土坑は調査区北部 4区で検出した。第 1号溝状遺構と第37号溝状遺構と重複するため、全体

を検出することはできなかった。第37号溝状遺構よりも本遺構が古いが、第 1号溝状遺構との新旧関係

は確認できなかった。残存する規模は長辺1.05m・ 短辺1.Omの楕円形を呈す。深さは10cm程度である。

出土遺物はかわらけ 。貿易陶磁などがあるが、いずれも小破片であり、図示可能な遺物はなかった。

第62号土坑 SX62(第42図 )

第62号土坑は調査区南部 1区の東壁際で検出した。半分以上が調査区外にあるため、全体の規模は明

らかではないが、残存長は長辺1,82m・ 短辺1.48mで、楕円形を呈する土坑と思われる。確認された深

さは25cmである。覆土から焼土・炭化物・骨片などが出土しているため、火葬遺構と推測される。出土

遺物はなかったが、掘込み面や覆土の状態から、近世以降の遺構と考えられる。

(6)集石

1区～ 2区 にかけて、礫が集中して分布する状況が検出された。これらの中には、密集して分布する

ものや、散在的にあるもの、列状に配置されている例など、様々なようすがみられた。礫の多くは、遺

跡の背後にある守山の安山岩を利用したもので、一部狩野川の川原石も含まれていた。また、石製品や

瓦、かわらけなどを伴なっているものも多く認められた。調査時においては、 とくにグルーピングは行

わなかったが、整理の段階で便宜的に19ヶ 所の集中域を設定し、集石として記述することにした。なお、

調査段階においては、集石下部の調査は行われておらず、下部の遺構等の有無については不明である。

第 1号集石 GS01(第 44図 )

2区で検出したもので、北 。東側が調査区外にあるため全体の規模は不明である。確認された集石範

囲は南北9.6m、 東西3.75mで ある。人頭大～拳大の礫がで構成され、 2ヶ所で集中する範囲がある他

は散在的に分布していた。

本集石範囲では、かわらけ 。瓦・凹石状の石製品などが出上している。いずれの遺物も、集石がやや
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疎 らな部分で出土 しているため、 この集石に伴なうものであるかは、やや疑間がある。

第 2号集石 GS02(第45図 )

2区東端で検出した。集石範囲は東西長 5。 74mで、北側が調査区外にあるため確認された南北長は

2.05mで ある。一部人頭大～拳大の礫が 2列の列状をなす部分が見 られ、下部に溝状遺構の存在が予想

されたが、下部調査を行っていないため不明である。

遺物は比較的多く、常滑片口鉢・かわ らけ・瓦などが礫の間から出土している。

第 3号集石 GS03(第 45図 )

1区～ 2区 にかけて南北に配置された集石である。北側は調査区外にあるため南北長は不明であるが、

残存長で7.lmを測る。 これに対 し、東西幅は最も広いところで 1.7mで あった。人頭大の礫が 1列に並

び、 これに拳大礫が付随するようすが観察された。本集石に伴なう出土遺物はなかった。

第 4号集石 GS04(第45図 )

2区東端で検出したもので、北側は調査区外にあるため、一部を確認したにすぎない。確認された集石範

囲は南北0.7m、 東西0.87mで ある。比較的小さい礫で構成されている。本集石に伴なう出土遺物はなかった。

第 5号集石 GS05(第45図 )

調査区南部の 1区で検出した。南側で第 14号溝状遺構と重複しているため、一部検出できなかったが、

南北2.8m、 東西7.Omの 範囲に分布している。一部人頭大の礫が列状をなして配置され、その内部に拳大

礫を充填しているような範囲も認められたが、南側が検出できなかったため、全体の構成は不明である。

出土遺物は、常滑甕破片が 2点認められたのみで、図示可能遺物はなかった。

第 6号集石 GS06(第 46図 )

1区北部で検出したもので、南北4.45m、 東西4.4mの範囲に分布 していた。人頭大から一抱えほどの

大きな礫が弧状に配置され、その北側に拳大の礫が散在的に配置され、全体には円形を呈すようである。

遺物は礫の空白部か ら多く出土している。かわ らけ 。瀬戸美濃・常滑・瓦などで、かわ らけ 5点が図

示可能であった。

第 7号集石 GS07(第46図 )

1区東端で検出したもので、東側が調査区外にあるため全体の規模は不明である。確認された集石範

囲は南北6.15m、 東西1.lmである。人頭大～拳大の礫で構成され、現状では散在的に列状に並ぶよう

な状況が認められた。遺物は出上しなかった。

第 8号集石 GS08(第46図 )

1区の第 4号溝状遺構の北側で検出した集石である。第 4号溝状遺構の延長上にあるが、下部調査を行

っていないため、溝との関連・新旧関係等は不明である。範囲は南北 1.95m、 東西1.55mで 、人頭大～拳

大の礫が非常に密集 して配置されている。集石の中には、軽石製の凹石状石製品 2点が含まれていた。

第 9号集石 GS09(第47図 )

調査区南部の 1区で検出したもので、確認された集石範囲は南北4.9m、 東西1.72mで ある。拳大程
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度の比較的大きさの揃った礫がやや集中的に分布 していた。

集石東側で瓦数点が出土 し、軒平瓦 1点を図示 したが、集石域か らやや離れて出土 しているため、本

集石に伴なうものであるかは若干疑間がある。

第 10号集石 GS10(第47図 )

調査区南部の 1区で検出した集石で、第 11号 。12号掘立柱建物跡の間に分布する。掘立柱建物跡 と

の新旧関係は不明である。分布範囲は南北78m、 東西4.63mで 、人頭大～拳大の礫で構成されている。

東側に列状に並ぶ配置があり、その周囲に密集する範囲や散在的な分布などが見 られた。

本集石範囲か らは、大量の瓦が出上 している。総数97点で、35点 を図示 した。他にかわ らけ 。貿易

陶磁 。瀬戸美濃・常滑・瓦質製品等が出上 してお り、かわらけ 2点が図示可能であった。

第 11号集石 GSll(第47図 )

1区 の東部、築地基礎 と思われる第 10号遺構上で検出した。北側が調査区外 にあるため全体の規模は

不明であるが、確認された範囲は南北3.08m、 東西 1.35mで ある。比較的小形の拳大礫で構成される。

第 10号遺構を構成する礫になる可能性 もあるが、調査段階ではその確認はしていない。

同一面上か ら平瓦 1点が出上 している。

第 12号集石 GS12(第48図 )

第 12号集石は、第H号同様第 10号遺構上で検出した。集石範囲は南北2.53m、 東西1.lmである。北側は

人頭大から一抱えほどの大きな礫が集中し、南側は比較的小形の拳大礫で構成されるようすが認められた。

同一面上か ら平瓦 1点が出土した。その他かわ らけ小破片が出土 しているが図示はできなかった。

第 13号集石 GS司 3(第 48図 )

1区第 10号遺構東側で検出した小規模な集石である。確認された範囲は南北 0.7m、 東西0.97mであ

る。人頭大～拳大の礫で構成される。遺物は出上しなかった。

第 14号集石 GS14(第48図 )

第 13号集石同様 1区第 10号遺構東側で検 出した集石である。確認された範囲は南北1.72m、 東西

2.08mで 、人頭大～拳大の礫で構成される。 2ヶ 所で比較的大きさの揃った礫が弧状に並ぶようすが認

められたが、下部遺構の有無が不明のため、詳細は明 らかではない。

出土遺物は、瓦破片があるのみで、図示可能遺物はなかった。

第 15号集石 GS15(第48図 )

第 13・ 14号集石同様 1区第 10号遺構東側で検出された。東側が調査区外 にかかっているため、全体

の規模は明 らかではないが、確認された範囲は南北 1.18m、 東西1.75mで ある。人頭大～拳大の礫が比

較的密集 して分布 していた。遺物は出土 しなかった。

第 16号集石 GS16(第49図 )

1区南部で検出したもので、南側が調査区外にあるため全体の規模は不明である。確認された集石範

囲は南北4.48m、 東西7.25mで ある。中間にやや分布の疎 らな部分があるため 2つ に分かれる可能性 も

あるが、明白な境界が認め られなかったため 1基の集石 として扱った。人頭大～拳大の礫で構成され、
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密集箇所 と散在的な分布とがみられた。

出土遺物にはかわ らけ・瀬戸美濃・常滑・瓦などがあり、瀬戸美濃橋鉢・かわ らけ,瓦、軽石製品を図示 した。

第17号集石 GS17(第 49図 )

1区南部の第 16号集石東側で検出したもので、調査区南東隅にあるため全体の規模は不明である。確

認された集石範囲は南北 0。 92m、 東西2.56mで ある。比較的大きめの人頭大の礫が多 く、周辺に散在す

る拳大の礫 とで構成される。

出土遺物はかわ らけのみで、 2点が図示可能であった。

第 18号集石 GS18(第 50図 )

1区西端で検出した。拳大よりやや大きめの礫が、南北の列状に配置されたもので、集石 というよ り

は列石に近い。南北ともに調査区外に延びているため。全体の規模は不明であるが、確認された範囲は

南北3.7m、 東西0.38mで ある。集石下部の調査を行 っていないため明 らかではないが、濤状遺構 の構

成礫の可能性 も考えられる。遺物は出上 しなかった。
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第 19号集石 GS19(第 50図 )

1区から西に設定した トレンチ内で検出した。南北ともに調査区外にあるため。全体の規模は不明で

あるが、確認された範囲は南北1.05m、 東西0.58mで ある。第18号集石同様南北の列状に配置されたも

のであるが、詳細は明らかではない。遺物は出土しなかった。

(7)ピ ッ ト群 (第51図 )

本遺跡では掘立柱建物跡の柱穴と認識したもの以外に、多数のピットが検出されている。これらの多

くは建物や柵列などを構成するものと思われるが、現状では認定はできなかったため、ピット群として

一括した。

検出数は、 1区が25基、 3区が128基、 4区が636基、 5区が 107基、総数896基である。これらの

うち、 5区 と4区の北側約2/3の範囲のみ、調査を行い、 4区南部と 2。 3区はプランの確認にとどま

っている。そのため、 3区は11基が、 4区は289基が未調査である。また、 1区・ 2区 については、集

石下部の調査を行っていないため、そその下層にあるピット等については確認していない。したがって、

現状でみえるピットの粗密はあくまでも調査の進度によるもので、実際のピット分布状況を示していな

い。また、遺物が出土したピ ットは少ないため、時期認定が難しく、 これらの中に近世以降のものも含

まれていると思われる。

調査を行ったピットの形状は隅丸の角を基調とするものや、丸のものがあり、規模は径10～40cmで

平均約27cmであった。深さは10cm～ 30cmま でさまざまである。
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2.遺 物
(1)掘立柱建物跡 。柱穴列出土遺物

掘立建柱建物跡・柱穴跡ともには遺物はほとんど出土せず、わずかにかわらけ小片が確認されるにす

ぎない。図示可能であったものは、 6号掘立柱建物跡と2。 3号掘立柱建物跡をめく
゛
る第 2号柱穴列の

ピット中からである。

第 6号掘立柱建物跡 SH06(第 52図 )

第 6号掘立柱建物跡では、ピット2か ら丸瓦の破片が出土 している。凸面には縄 目、凹面には布 目痕

が認められる。

第 2号柱穴列 SA02(第 53図 )

第 2号柱穴列は布堀を伴なう塀跡であるが、その布堀の溝中より凹みを有す軽石製品が 2点出上した。

2は半分以下の残存であるが、中央に凹みを有す。 3は左右端部の一部を欠いているもののほぼ全形が

確認できる。いずれも凹みは表面のみに認められた。

(2)井戸出土遺物

第 1号井戸跡 SE01(第 54図 図版 8・ 16)

第1号井戸跡からは貿易陶磁 13点、東遠江系の山茶碗類 4点、かわらけ512点が出土している。この

うち、30点が図示可能であった。

第54図 1～ 5は貿易陶磁である。いずれも白磁で、 1～ 3が碗、 4が小壺、 5は合子の蓋破片と思わ

れる。 6～ 8は東遠江系の山茶碗で、 6・ 7が碗、 8は片日鉢である。

当井戸で最も多く出土しているのはかわらけで、22点 を図示した。 9～ 13は大形のかわらけで、底

径の大きい皿形の 9。 10と 、底径が小さく郷状を呈す11～ 13と の 2タ イプが認められる。いずれも底

部が厚く器厚も全体に厚い特徴をもつ。14～ 291ま小形のかわらけで、回径は 9～ 10cmを 測る。大形の

かわらけ同様、底部が厚く、また突出する特徴が認められる。皿形とlTN形 の 2タ イプの形状があり、

14・ 15・ 19～ 21は底径6.0～ 6.5cmの皿形、 16・ 17は底径5.0～ 6.Ocmの ITh形 である。さらに底径5.Ocm

以下の22～ 24がある。30は手づくね成形かわらけである。

1

SH06-P3
0            10cm 0            1ocm

SA02

_ヽ_多/

第52図 掘立柱建物跡出土遺物
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第53図 柱穴列出土遺物



第 1号井戸で出土 した貿易陶磁は青磁を含まず、白磁は 1が Ⅱ類、 2がⅣ類、 3がV類に比定される。

かわ らけも30以外はすべてロクロ成形で、底部の厚い古代末土師器の系統にあるものが認められる。さ

らに、東遠江系山茶碗の年代等も考慮すれイぎ、本遺構の年代は12世紀後半と考えられる。

第 2号井戸跡 S匡02(第55・ 56図  図版 8・ 16)

第 2号井戸跡か らは大量のかわ らけが出上 している。かわ らけは、ロクロ成形と手づくね成形の 2種

があり、出上破片数は、前者が358点、後者が647点で、手づくね成形かわ らけが多い傾向が認められ

た。 この他、貿易陶磁 8点、常滑 3点、石製品が出土 している。 このうち、52点が図示可能であった。

31～ 34は貿易陶磁である。31・ 32は 白磁碗で31が V類かⅧ類、32は 日禿のⅨ類である。 33・ 34は

龍泉窯系の青磁碗で、33が豊1花文の I-2類、34が蓮弁文の I-5類である。

かわ らけはロクロ成形29点、手づ くね成形66点を図示 した。 ロクロ成形のかわ らけは大小があり、
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第54図 井戸出土遺物(1)
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それぞれ第 1号井戸同様に、底径の大きい皿形 と底径が小さいITh形 の 2タ イプが認められた。大形のか

わ らけは日径13.0～ 14.Ocmで 、皿形の35～ 38は底径 7.0～ 8.Ocmで ある。器高は4 0cm前 後のものが多い。

郭形の39・ 40は底径7.Ocm前後で、器高も3.5cm前後 と皿形に比べてやや低い。 また、年形は体部の内彎

が強い特徴がみ られた。41～ 63はノよヽ形のロクロ成形かわ らけである。 日径は9.Ocm前後、器高は2.Ocm前

後である。大形同様、底径の大小によ り分類が可能である。41～ 55。 57・ 59,60は底径 5.3～ 6.Ocmの

皿形である。 56・ 58は 底径が5,OcIB前後を測る郷形のかわらけである。

64～ 129は手づくね成形のかわ らけである。 64～ 99が大形、 100～ 129が小形のものである。

大形かわらけは、回径13.0～ 14 0cm、 器高は2.5～ 3.Ocmを測る。日唇部の形状によって以下の 3種類が認めら

れた。明瞭な面取りするものは64～ 69、 弱い面取 りのものは76・ 79・ 82～87で ある。また、91～ 99は 口唇部に

面をもたず、丸くなっているか尖り気味に仕上げているものである。さらに内底面の調整には、通常見られるナ

デ調整の他に粗いハケ状のナデが認められた。ハケ状の調整をもつものは64・ 68,79・ 80・ 8卜 94・ 95である。ま

た、82・ 84の ようにハケ状の調整を施した後ナデ調整をする例もある。

小形の手づくねかわらけは、日径94～ 10.Ocm、 器高は1.7～ 2 0cmで ある。全体の形状では、100～ H4のよ

うに口縁部が外反し口縁下に明瞭な稜を有するものと、H5～ 129の ように体部からそのまま口縁部が内彎

し、日縁下はわずかに稜をつくるか沈線状になるものとが認められる。また、大形かわらけ同様口唇部に面

取りを施すものと丸みのあるものの 2種がある。面取りは100～ 114。 117。 120,122,123な どで、日縁部が

外反するものは面取りを有す傾向が認められる。ただし、大形かわらけに比べて面取りの幅は小さく明確で

はない。日唇部を丸く仕上げるものは、115。 116。 118。 119。 12Ⅲ 124～ 129で、日縁部内彎タイプの多くが

この形状をとる。内底面の調整は、ナデとハケ状調整の2種が認められた。なお、112は 口縁部から体部にか

けて接合痕とその後の調整痕が明瞭に残つているもので、円盤切り込み技法がよくわかる例である。

130は大形の砥石である。軟質の砂岩系の石材を使用している。

第 2号井戸跡は、出土した貿易陶磁の年代や手づくねかわらけが出土していること、ロクロ成形かわ

らけの形態や整形技法などから、13世紀初頭～前半の遺構と考えられる。また、図示はしなかったが 2

～ 3型式の常滑甕が出土していることもその証左と考える。

(3)溝状遺構出土遺物

溝状遺構は39基検出されたが、そのうち第 1～ 19号溝状遺構が中世、第20～ 39号溝状遺構は近世以

降の遺構である。まとまって遺物が出土したのは、第 1～ 4号溝状遺構で、とくに第 4号溝状遺構は

量・種類とも豊富な遺物が出土している。

第 1号溝状遺構 SD01(第 57・ 58図  図版 8・ 16)

出土遺物は、かわらけ・貿易陶磁・瀬戸美濃・常滑・渥美・山茶碗 。砥石・銭貨などである。貿易陶

磁は、白磁碗・皿、青磁碗 。皿、青白磁皿、緑釉・黄釉の盤など16点が出上しているが、図示可能遺物

は 1,2の青磁である。 1は 同安窯系の皿、 2は龍泉窯系の皿か鉢である。瀬戸美濃は 2点出土してお

り、 3の平碗を図示した。古瀬戸中期Ⅱ・Ⅲ期である。常滑は甕20点、片口鉢 Iが 7点出土している。

2型式～10型式が出土しているが、 4～ 6b型式が主体である。図示可能遺物は 3点で、 4は 6b型式

の甕、 5は 10型 式の甕、 6は片日鉢で、 5～ 6a形式である。全体からみて5は混入であろう。また、

6a型式の山茶碗も出上している。渥美は甕が 6点出土したが、図示可能なものはなかった。山茶碗は

碗・片口鉢などが 5点出土してる。 7～ 9の 3点を図示した。 7は碗、 8。 9は片日鉢であろう。

かわらけは、破片数で4,269点出土している。図示可能遺物は10～ 64の 55点である。本遺構出土のかわら

けの法量は大きく以下の3つ に分けることができる。日径12.Ocmを 越え、底径7.6～ 9 0cmの 大形(10～ 15)、
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日径10.0～ 11.5cmで底径6.5～ 8.Ocmの 中形(17～ 32)、 日径8.Ocm以 下、底径5.Ocm前 後の小形(40～ 50,53・ 55,

56)である。体部はやや内彎気味に立ち上がり、日縁部は外傾しながら開く。いずれも内底面に丁寧なナデを

施し、底部には板状圧痕が認められる。なお、16は底径9.8cmを 測る大形品である。また、51・ 52・ 58・ 59は 日
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り、さらに 2法量ある可能性もあるが、出土量が少ないため明確には規定できない。64は手づくねのコース

ター形のかわ らけである。その他のかわらけは、上記の規格外のもので、前後の時期の混入と思われる。

65は瓦器碗である。楠葉産 と思われる。

石製品は砥石 と軽石製品の 2点 を図示した。 66は残存長6.lcmの仕上砥で鳴滝産である。67は表裏に

を凹み有す軽石製品である。銭貨は 1点出土 してお り、68は北宋銭・皇宋通宝である。

以上の出土遺物、 とくにロクロ成形かわ らけの形態や技法の特徴、手づくね成形かわらけがみ られな

いことなどか ら、当遺構の時期は13世紀後半に比定される。

第 2号溝状遺構 SD02(第 59図 図版 16)

かわらけ 。瓦質風炉・常滑等が出土している。

かわらけは破片数で61点出土しており、69～ 76の 8点が図示可能であった。69～ 75は 日径10.0～ 11.4

cmを測る。70～ 751ま底径は6.5cm前後であるが、691ま底径7.6cmを 測 り、他に比べて大きめである。 76は

国径6.4cmの 小形かわ らけで、底径が3.8cmと 小さくがやや突出する。内底面にナデを施 し、底部には板状

圧痕が残る。SD01の 法量分布と比較すると、69～ 75は中形、76は小形に相当すると考えられる。

77は瓦質風炉である。直立する日縁部には縦沈線が施され、上面には台形の突起が付けられる。体部

には透かし窓が設けられている。

SD02の かわ らけは、形態の特徴や内底面のナデが簡略化されていることなどか ら、SD01よ りも後出

のものと考えられる。当遺構の時期は13世紀末～14世紀以降の年代を想定 しておきたい。

第 3号溝状遺構 SD03(第 59図 図版 9・ 16)

出土遺物は、かわ らけ・貿易陶磁・常滑・渥美などである。

貿易陶磁は白磁皿、青磁碗、褐釉壺、緑釉盤などが 5点出上 しているが、78～ 81の 4点が図示可能

であった。78は 白磁の皿で、 ⅡかⅢ類 と思われる。 79。 80は青磁の劃花文碗で、 79が I-2類、 80が
13類である。 8と は褐釉の壼で長胴壺であろう。

常滑は甕 18点、片 回鉢 1点が出土 した。図示 した82は 10型式の片 口鉢 Ⅱ類であるが、他の甕はすべ

て 2～ 4型式で、やゃ混在 している状況である。渥美の甕 も 5点出上 しているが、図示はできなかった。

かわらけは472点 出土 した。 このうち、83～96の 14点を図示 した。 ロクロ成形(83～ 92)と手づ くね成

形(93～ 96)の ものがある。 83・ 84は 日径14.Ocmを超える大形のかわらけである。83は底径7.4cmで小さめ

の郭形、84は底径9,Ocmの皿形である。85～87は 回径 9.0～ 11.0硼 の中形のかわ らけである。大形同様 rTh

形(85。 88)と皿形(86・ 87)に分けることができる。89～ 92は 口径8.0～ 9.Ocmを 測る小形かわ らけである。

底径は5.0～ 6.Ocmで、器高の低い皿形を呈す大・中・小のいずれも内底面のナデの有無は摩滅によ り確認

できなかったが、底部の板状圧痕は認められなかった。

93～96は手づくね成形かわらけである。93・ 94は 日径 13.Ocm前 後の大形、95。 96は 日径9.Ocm前後の小

形のものである。いずれも器厚が厚 く、日唇部が尖 り気味である。95は 日縁部にススが付着している。

出土遺物の年代は、貿易陶磁がやや古い様相を示 しているものの、手づくね成形かわ らけがかな り退

化 したものであ り、 ロクロ成形かわ らけもやや小形化 していることか ら、かわ らけの年代は第 2号井戸

よりも新 しく位置づけられ、当遺構の年代を13世紀中葉頃と考えてお く。

第 4号溝状遺構 SD04(第 60～ 67図 図版 9・ 10・ 17)

出土遺物は、かわらけ・貿易陶磁・瀬戸美濃・常滑・志戸呂・瓦質製品・砥石・銭貨・スラグなどが

ある。とくにかわらけは実測可能個体で243点、総破片数で3,000点 以上の数量が出上している。また、
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瓦質製品も種類・量ともに豊富で、火鉢・風炉・香炉などがあり、総破片数は65点を数える。

貿易陶磁は、白磁碗・皿、青磁碗・皿・鉢類、青白磁皿・合子、天 目茶碗、緑釉盤など40点が出土 し

ている。 このうち14点が図示可能であった。 98は 白磁の皿で日禿のⅨ類である。99～ 101は 同安窯系

青磁で、99は碗、100・ 101は皿である。102～ 105は龍泉窯系青磁の碗である。102は蓮弁文の 15類、

103・ 104は端反碗、 105は 輪花小碗である。 107・ 108は 青磁の大形盤であろう。 109は 青白磁の合

子・蓋である。 110。 1■ は天目茶碗である。■ 0は建窯産 と思われるも

瀬戸美濃は器種・量ともに豊富で、101点出土 している。このうち112～ 132の 21点 を図示 した。112～ 114

は天目茶碗でいずれも古瀬戸後Ⅲ期である。115～ 117は小天目茶碗で、115が後Ⅱ期、116・ 117は後 Iか Ⅱ期

である。H8～ 120は 平碗である。118。 120は後 I期、119は後Ⅳ古期である。121～ 123は灰釉施釉の縁釉小

皿、121。 122は後 I期、123は後Ⅳ古期である。124は後 I期の折縁中皿である。125は 浅碗で後Ⅲ期。126・

127は直縁大皿で126は後 I期、127は後Ⅲ期である。128は後 Iか Ⅱ期の碗形鉢である。129は後Ⅲ期の小鉢、

130は鉄釉施釉の小杯で後 Iか Ⅱ期である。131。 132は柄付片口で、132は後 Iか Ⅱ期のものである。

常滑は甕58点、片口鉢 18点、広 口壺 2点、碗 1点、器種不明 2点が出上 している。甕は 2形式～H
型式、片 口鉢は 5型式～H型式までと、幅広 い年代のものが出上 している。図示可能なものは、 133～

137の 5点である。 133は 6b型式の甕である。 134～ 186は片日鉢 Ⅱ類で、134・ 135は 8形式、 136

は11型 式である。 137は 2～ 3型式の広 口壺である。 この他、渥美の甕が14点、渥美か湖西産の山茶碗

が 1点出土 しているが、いずれも図示はできなかった。

138は志戸呂窯産の鉄釉縁釉小皿である。古瀬戸後Ⅳ古期併行期のものである。

当遺構からは、多種多様なかわらけが大量に出土している。器形によって以下の4類に分類した。

A類

B類

体部が内彎 して立ち上がる形状のものである。

体部が直線的で全客に箱形を呈す ものである。

C類 :体部が直線的で、器高が高く底径の小さい逆台形を呈す もの。

D類 :C類 同様器高が高いものであるが、体部が内彎 して立ち上がる。

D類を除いてはそれぞれ大中小の 3法量があり、細部の形状や器厚によって、さらに細分 した。

A類の大形かわらけ(AI類 )は 139。 140で、日径12.Ocmを測 り、底径は7.0～ 8.Ocm、 器高は3.Ocm前後で

ある。中形かわ らけ(A一 Ⅱ類)は、150～ 161が相当し、日径8.0～ 1■Ocmを測る。さらに日径 10.Oc皿大のもの

と8.Ocm前後 ものに細分が可能である。小形かわ らけ(A―Ⅲ類)は 日径6.0～ 7.Ocmを測るもので、183～ 205が

相当する。以上のA類は大中小いずれも内底面に一方向の簡単なナデを施し、底部には板状圧痕を有す。

B類は日径と底径の差が比較的少ない箱形を呈すものである。法量により大中小の3種類があり、小形の

ものは形態・器厚によりさらに細分した。大形のもの(BI類)は 141～ 148が該当する。日径は12.0～ 14.6cm

を測り、底径は8.0～ 9.Ocmで ある。日径にやや幅があり、さらに細分の可能性もあるが、現状では明確な法量

差が認められなかった。内底面にやや粗雑なナデを施し、底部には板状圧痕を残す。中形のかわらけ(B― Ⅱ

類)は、162～ 172が 該当する。日径9,9～ 11.6cm、 器高は2.5cm前後、底径5.5～ 7.Ocmを測る。日径・底径ともに

法量にかなり幅があり、さらに大・小あるいは底径の小さなタイプなど細分ができる可能性もあるが、大形

かわらけ同様、現状の数量では明確な差異を出すことはできなかった。小形かわらけ(B― Ⅲ類)は、当遺構

で最も大量に出上しているもので、以下のように4種類に細分が可能であった。本類は日径と底径の差が小

さい箱形(a)と差がやや大きく逆台形状を呈すもの(b)の 2種に分かれ、さらに器高の厚さによってそれぞ

れ 2細分できる。箱形で器厚が薄手のもの(B―Ⅲ―al)は 206～ 213が該当する。日径は6.5～ 7.Ocm、 器高は

2.Ocm前後、底径は4.5～ 5.Ocmで ある。内底面のナデは摩滅のため不明なものが多いが、ナデ調整を施してい

る例がいくつか認められた。底部には板状圧痕がある。箱形で器厚が全体に厚いもの(B―Ⅲ―a2)と して230

～264が ある。国径は6.8～ 7.6cmで al類よりもやや大きめである。器高は2.0～ 2.5cm、 底径は5,Ocm前後であ
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る。内底面のナデは摩滅のため不明なものが多く、底部の板状圧痕も残つていない例が多い。

日径と底径の差が大きい逆台形のb類 も器厚により1。 2に細分した。器厚が薄手のもの(B一 Ⅲ―bl)は

214～228が該当する。日径は6.3～ 7.2cm、 器高は2.0～ 2 3cm、 底径は4.0～4.8cmで ある。内底面のナデ

は摩滅のため不明なものが多いが、基本的にナデ調整を施しているものとみられる。底部には板状圧痕

がある例が多い。器厚が全体に厚いもの(B― Ⅲ―b2)と して265～ 295が ある。口径は66～ 7.6cmで やは

りbl類よりもやや大きめである。器高は2.0～ 2.5cm、 底径は4.2～ 5.Ocmで ある。内底面のナデは摩滅の

ため不明なものが多く、底部の板状圧痕も残つていない例が多い。

C類は日径と底径の差が大きい逆台形状を呈すかわらけである。大形のもの (I)は 149の 1点のみ

である。口径 13.Ocm、 器高4.2cm、 底径6.6cmを 測る。内底面にナデを施しているが、底部の調整は不明

である。中形のものは器厚によって、薄手 (C― Ⅱ l)と 厚手 (C― Ⅱ-2)がある。 C― Ⅱ l類は173～

175で、日径は1 0cm前 後を測り、底径は5.4～ 5 8cmで ある。内底面にはナデを施し、底部には板状圧痕

が認められる。厚手の C― Ⅱ2類は179～ 182で、Ⅱ l類 よりもやや大きめで、日径10.6～ H.Ocmで ある。

小形かわらけのI類も、器厚により2種類に細分できる。薄手の C― Ⅲ l類は297～ 322で、口径は5.8～

6.8cm、 器高2.Ocm、 底径は4.Ocm以下である。内底面のナデが施される例はほとんどなく、また底部の板

状圧痕のないものも多くある。厚手の C―Ⅲ 2類は323～349で、Ⅲ l類よりもやや大きめで、日径6.6～

8.Ocmで ある。器高も2.5cm前後とやや高めになる。底部が非常に厚く、また器形の歪みが著しいものが

多い。内底面のナデ、底部の板状圧痕はほとんど認められない。

器高が高く、体部が内彎するD類は、小形かわらけのⅢ類のみ抽出できた。 D― Ⅲ類に該当するもの

は、350～ 359で、日径6.6～ 7.Ocm、 器高2.5cm前 後、底径は3.2～ 4.Ocmを 測る。内底面のナデはない例

が多く、底部の板状圧痕もほとんど認められない。胎土は他に比べて白色味が強く、砂質の粉性のもの

である。大形 。中形を抽出することができなかったため、このD類はC類のバラエティの可能性もある。

当遺構のかわらけは、小形かわらけの占める割合が多いことが特徴で、また日縁部にススが付着して

いるものが多く、とくに小形かわらけでは 9割近くにその傾向が認められる。本遺構出土のかわらけは

非常にバラエティに富むが、共伴する陶磁器、 とくに瀬戸美濃が数型式にわたり年代幅があるため、時

期差か系統差かの判断は難しい。ただし、A類・B類は前代のかわらけと形態的な連続性が認められ、

C類 。D類はこれまでのかわらけにみられなかった新しい形態であると考えられる。

瓦質製品は総数で65点出上しているが、図示可能遺物は362～374の 13点である。362～ 366は火鉢

である。362はスタンプ文と連珠文を有す大形品である。363・ 365は無文で扁球形の胴部の火鉢であ

る。364は浅い鉢形を呈すもので三脚が付く。366は浅い大形のものである。367～ 370は風炉で、い

ずれもスタンプが付されている。367・ 368は 花文、369は雷文、370は斜行文が頸部または、胴部下

位に認められた。371。 372は香炉である。371は 日縁部下に雷文様のスタンプが、372は胴部下位に

連珠文が付されている。373は燭台で、下部に巴文が認められる。374は大形の獣足である。

375～ 378は瓦で、375は 巴文を有す軒丸瓦、376は丸瓦、377・ 378は平瓦である。

379は砥石で、伊予産の中砥と思われる。380は銭貨で熙寧元宝である。

第 5号溝状遺構 SD05(第 68図 図版 18)

検出範囲が限られているため、出土遺物は少ないが、かわらけ・瀬戸美濃・釘などが出土している。

頑戸美濃は381の卸皿 1点のみの出土である。古瀬戸中期Ⅲ期である。かわらけは59点出上しているが、

図示可能遺物は382～ 384の 3点である。いずれもロクロ成形で、小形かわらけである。382,383は

日径9,Ocm代 、384は 日径7.4cmである。

当遺構は出土遺物が少なく、また時期幅が認められるため、時期決定は困難である。
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第 6号溝‖犬遺1青  SD06

出土遺物は、かわらけの小破片が 7点出土しているのみで、図示可能なものはなかった。

第 7号溝状遺構 SD07

出土遺物は、かわらけ破片15点の他・貿易陶磁・釘などがあるが、いずれも小破片で図示可能遺物は

なかった。

第 8号溝1犬遠4着  SD08

出土遺物はなかった。

第 9号溝‖犬遺構  SD09

出土遺物はかわらけの小破片 1点のみで、図示可能遺物はなかった。

第10号溝状遺構 SD10(第 68図  図版 18)

出土遺物はかわらけ135点、貿易陶磁 2点、常滑甕 1点である。貿易陶磁青磁碗 1点 。かわらけ 5点

が図示可能であった。385は 同安窯系青磁碗である。他に白磁皿 B群が出土している。386～ 390はか

わらけで、いずれもロクロ成形、体部が直線的に立ち上がるものである。

図示した貿易陶磁は中世前期のものであるが、かわらけは中世後期の15世紀代と考えられ、当遺構の

鞠 377
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時期も概期に比定されよう。

第¬1号溝状遺構 SDll(第 68図 )

かわらけ120点、貿易陶磁 2点、常滑 2点が出土しているが、図示可能遺物は貿易陶磁青磁碗 1点の

みである。391は青磁碗の I-5類である。

出上した常滑甕は 2～ 3形式、かわらけは手づくねを含む中世の古い段階のもので、当遺構は12世紀

木～13世紀前半と考えられる。

第12号溝状遺構 SD12

出土遺物は、かわらけ19点・常滑 2点・瓦質製品 1点などがあるが、いずれも小破片で図示可能遺物

はなかった。当遺構の時期も不明である。

第13号溝状遺構 SD13(第 69図 )

出土遺物は、かわらけ49点、貿易陶磁 5点、瀬戸美濃 1点、常滑は 8点、瓦質製品 1点などである。

図示可能遺物は392～ 397の 6点である。

392は貿易陶磁の龍泉窯系青磁皿で、劃花文が描かれる。393は瀬戸美濃。古瀬戸中Ⅲ期の折縁深皿であ

る。内面に花文、外面には櫛描きの文様が認められる。394は常滑の片口鉢Ⅱ類で、11型式に比定される。
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395～ 397はかわ らけであるが、いずれも厚手の底部破片で、 12世紀末～ 13世紀前半に比定される。

当遺構はかわ らけ・陶磁器 ともに時期の異なるものが混在 してお り、時期決定は困難である。

第14号溝状遺構 SD14(第 69図 )

出土遺物は、かわらけ305点、貿易陶磁 4点、瀬戸美濃 4点、常滑36点、志戸呂 1点、瓦質製品 6点、

瓦 4点、石製品 1点等があり、種類・量ともに豊富であるが、図示可能遺物は398～408の貿易陶磁・

常滑・かわ らけ・石製品等の11点である。

398は貿易陶磁 白磁の皿である。 399は瀬戸系山茶碗の片 日鉢である。藤澤編年の 7型式である。
400～403は常滑である。400は甕で 3型式、401・ 402は片日鉢 Ⅱ類で11型式である。403は志戸呂窯

製品の信鉢で、古瀬戸後Ⅳ期併行のものである。

404～407はかわらけで、404・ 405は大形、406・ 407は小形品である。404・ 406は 日縁部にススが付着する。

408は凹みを有す軽石製品である。

当遺構の出土遺物は貿易陶磁や国産陶器の一部に時間幅があるが、全体 としては中世後期のものと考

えられる。

第15号溝状遺構 SD15(第 69図 )

出土遺物は、かわらけ18点、常滑 5点、渥美 2点が出土 し、409～411の 3点が図示可能であった。409
は常滑の甕で 3型式である。410。 411はかわらけである。410は手づくね成形、411はロクロ成形である。

第 16号溝状遺構 SD16(第 70～72図  図版 11・ 18)

遺物は種類・量ともに豊富で、かわ らけ1,834点、貿易陶磁 16点、瀬戸美濃38点、常滑38点、渥美 3

点、東遠江系山茶碗 1点、志戸呂 5点、瓦質製品44点、石製品 5点、鉄製品 7点が出土している。

貿易陶磁は白磁碗、青磁碗 。盤・香炉、褐釉壺などが出土 しているが、412～414の 3点 を図示した。

412・ 413は同安窯系の青磁碗である。414は 白磁の日禿碗・Ⅸ類である。

瀬戸美濃は天目茶碗・平碗・縁釉小皿などが出土している。このうち、415～424が図示可能であった。415。

416は天目茶碗で415は後Ⅱ期、416は後Ⅲ期である。417は 小天目茶碗で後Ⅲ期である。418・ 419は平碗で

418が後Ⅲ期、419が後Ⅳ古期である。420～422は縁釉小皿、420は鉄釉施釉で後Ⅲ期、421・ 422は灰釉施釉

で後Ⅳ古期である。423は大窯 1段階の端反皿である。424は柄付片日で後Ⅲ期のものである。

志戸呂は括鉢が出土してお り、425。 426の 2点を図示 した。瀬戸美濃の後Ⅳ期併行の悟鉢である。

427は東遠江系山皿である。東遠江系山茶碗はこの 1点のみの出土である。

428は常滑の片口鉢Ⅱ類である。 8形式に比定され、内面に悟 り目を有す。

429～ 499イまかわ らけである。当遺構のかわ らけは、第 4号溝状遺構のものと近似 してお り、同様の

分類基準で記述する。

429は箱形を呈すB類の大形かわらけ(B一 I)である。日径は13.2cmを測 り、内底面にはナデを施す。430は

逆台形状を呈す C類の大形かわらけ(C― I)である。底径は8。2cmで、第 4号溝状遺構の例よりもやや大きい。日

縁部にススを付着する。432・ 435～444は B類の中形かわらけ(B― ■)である。日径は10.0～ 11.Ocmで 、底径は

6.0～6.8cmで ある。底径がやや小さい傾向がある。445。 446は体部が内彎するA類の中形かわらけ(A― Ⅱ)であ

る。448～452は同じくA類の小形かわらけ(A― Ⅲ)である。453～473は B類の小形かわらけである。このうち、

454・ 455は 日径と底径の差が小さい箱形の a類薄手(B― Ⅲ―al)、 464～467はやや厚手のもの(B― Ⅲ―a2)で あ

る。456・ 457は 日径と底径の差が大きく逆台形状を呈す b類の薄手タイプ(B―Ⅲ―bl)、 453。 458～ 473は厚

手のかわらけ(B―Ⅲ―b2)である。474～ 484は器高の高い逆台形を呈するC類の小形かわらけ(C―Ⅲ類)である。
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このうち、474・ 475。 483は器厚が薄いもの(C―Ⅲ l)、 476～ 482・ 484は厚手のもの(C―Ⅲ 2)である。

また、485～ 498は古手のロクロ成形かわ らけで、第 2号井戸出上のものに近似する。499は手づ く

ね成形かわ らけで、同じく第 2号井戸 と同時期のものと思われる。

500～ 505は 瓦質製品である。 500・ 501は火鉢で、5001ま 日縁下に斜行 と横線のスタンプを有す。

501は胴部に花文のスタンプと連珠が巡る。502は胴部 に窓があ り、行火 と思われる。503～ 505は燭

台で、503・ 504は受け皿部、505は脚部の破片である。

石製品は砥石・軽石製品などが出土 している。 2点が図示可能であった。 506は砥石で伊予産の中砥

である。507は表面に深 く大きな凹みを有す軽石製品である。

第17号溝状遺構 SD17(第 73図 )

出土遺物は、かわ らけ29点、瀬戸美濃 2点、常滑 2点、瓦 3点などがあるが、瀬戸美濃天目茶碗 と平瓦の

み図示可能であった。508は瀬戸美濃天目茶碗で後IVj期のものである。509は平瓦で凸面に縄 目を有す。

つ
る

（
）



出土 したかわ らけは小破片で、また時期の異なる遺物が混在 しているため、遺構の時期は不明である。

第18号溝状遺構 SD¬ 8(第 73図 )

出土遺物は、かわ らけ518点、貿易陶磁 6点、瀬戸美濃 1点、常滑 8点、石製品 3点、銭貨などがあ

り、全部で 9点が図示可能であった。

貿易陶磁は白磁碗、青磁碗、青白磁梅瓶などが出土 している。510は龍泉窯系青磁碗の 15類である。

瀬戸美濃は 1点のみの出土で、5■ の小天目茶碗のみ図示可能であった。後 Ⅱ期に比定される。

512～ 516は かわ らけである。512は 日径約13側の大形のかわ らけで、器高が低 く扁平なものである。

513～515は小形かわらけである。515は厚手で底部が突出する。516は手づくねかわらけである。

517は砥石で上野産の中砥である。518は北宋銭・皇宋通宝である。

当遺構は、陶磁器 。かわらけともにいくつかの時期のものが混在 している状況であり、時期を決定す

ることは困難である。

第 19号溝状遺構 SD19(第 74・ 75図  図版 18)

かわ らけ809点、貿易陶磁 6点、瀬戸美濃 18点、常滑 10点、瓦質製品 15点、瓦 3点、石製品 2点、

銭貨などが出上 している。

貿易陶磁は青磁碗、自磁皿、天目茶碗などが出土している。519。 520の 2点が図示可能である。519は 日縁

部に雷文を有す龍泉窯系青磁碗である。520は同じく龍泉窯系青磁碗で、日縁部が端反になるタイプである。

瀬戸美濃は天目茶碗、平碗、経類などが出土しているが、521～ 523の 3点を図示した。521は後 Ⅱ期

の平碗、522は灰釉施釉の輪花小鉢である。後 I期か後 Ⅱ期。 523は鉄釉の香炉で中Ⅱ期のものである。

かわらけは57点が図示可能であった。当遺構のかわ らけも第 4号溝状遺構 と共通 しているため、同様 の

分類基準で記述する。当遺構で最も多 く出土したのは逆台形の C類かわ らけである。524～ 538・ 536・

543・ 545。 546ハV552・ 554・ 557・ 559～ 565。 574～ 577が該当する。524は大形のCI類 、525～ 533・ 536

は中形の C― Ⅱ類である。このうち、536は器厚の薄い C― Ⅱ l類、他は厚手の2類である。543・ 545・ 546～

552・ 554・ 557・ 559～ 565・ 574～577は小形の C一Ⅲ類である。543～ 546が薄手の 1類、その他は厚手の 2

類である。

この他、箱形の B類が一定量、体部内彎のA類、器高がやや高めで内彎するD類が少量出上 している。

534・ 535。 537・ 538は箱形を呈す B類の中形かわ らけ(B― Ⅱ類)である。553・ 555。 567～ 570は B類の小形

かわらけのうち、日径 と底径の差がない a類の厚手に属するもの(B― Ⅲ―a2類 )、 556は底径が小さめで薄手

のかわらけ(B一Ⅲも 1)、 544・ 571～ 573は厚手のもの(B一Ⅲ b2類 )で ある。539～ 542は林部内彎のA類の小

形かわらけ(A―Ⅲ類)で ある。A類は小形のもののみ出土している。556。 558は D―Ⅲ類のかわらけである。

瓦質製品は578～ 580の 3点 を図示した。578は香炉の底部、 5791よ 双耳壼が鍋類の底部と思われ る。

580は燭台の脚部である。

瓦は 2点図示 した。581は軒丸瓦で、破片資料であるが巴文の一部が認められた。582は丸瓦で、 凹

面に布 目が残る。

石製品は 2点を図示 した。583は砥石で鳴滝産の仕上砥である。584は凹みをもつ軽石製品である。

第20号溝状遺構 SD20(第 76・ 77図  図版 12)

出土遺物は、瀬戸美濃・唐津と肥前産の碗・皿、瓦質の竃などがある。 この他、中世の貿易陶磁・瀬

戸美濃・常滑・かわ らけなどが混入 している。

頑戸美濃は徳利・碗・皿などが出土 している。585は鉄釉施釉の徳利で、大窯 2～ 3段階のもので あ
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る。 586は鉄釉稜皿で、大窯 2後半段階に比定される。 587～ 594は登窯期の瀬戸美濃製品である。

587・ 588は天目茶碗、589イま灰釉碗、5901ま鉄釉小杯、591は鉄釉の灯明皿である。592は志野釉の皿、

593は灰釉施釉の皿、594は悟鉢である。591・ 594以外はいずれも17世紀後半の所産である。

585は唐津産の碗で、畳付部に砂 目が残る。

596～ 598は磁器である。596は美濃産の皿で、内面に花蝶文が描かれる。597は肥前産のくらわん

か碗、598は 同じく肥前産の皿で、見込みに松竹梅文が描かれている。

599は 瓦質の竃である。外面はよく研磨されている。

600～ 605は石製品である。600。 601は砥石、603～ 305は軽石製品である。あるいは中世の混入の

可能性もある。

606～ 618は中世の遺物で、混入と思われる。606～ 610は貿易陶磁。606は 白磁碗、607は 白磁輪花

皿である。608～610は龍泉窯系青磁で、608は言1花文碗、609は腰折皿、610は 端反碗である。611・

612は瀬戸美濃で、611は 後、新期の天 目茶碗、612は 中期の折縁深皿である。613～ 615は常滑の甕で

ある。 9～ 10型 式に比定される。616。 617はかわ らけである。616は ロクロ成形の小形品、617は手
づくね成形かわらけである。618は丸瓦である。

第21号溝状遺構 SD21

出土遺物は、近世陶磁器・貿易陶磁等があるが、図示可能なものはなかった。

第22号溝状遺構 SD22

出土遺物は、近世陶磁器・瀬戸美濃・常滑 。かわらけ等があるが、図示可能なものはなかった。

第23号溝状遺構 SD23(第 78図 図版 12)

出土遺物は、登窯期の瀬戸美濃、肥前産の磁器碗・皿などである。その他、中世の貿易陶磁、瀬戸美

濃、かわ らけなども出土してお り、図示可能遺物は中世貿易陶磁・瀬戸美濃各 1点のみである。

619は白磁 日禿碗・Ⅸ類である。620は瀬戸美濃天目茶碗で、後Ⅲ期のものである。

第24号溝状遺標i SD24

出土遺物はなかった。

第25号溝状遺構 SD25(第 78図 )

出土遺物は、登窯期の瀬戸美濃、肥前産の磁器碗 。皿、石製品などである。その他、中世の貿易陶磁、

瀬戸美濃、かわ らけなども出上 している、図示可能遺物は中世の瀬戸美濃平碗と石製品である。

621は後 Ⅱ期の頑戸美濃平碗である。622は軽石を棒状に加工 した製品である。

第26号溝 1犬 遺構  SD26

出土遺物は、近世陶磁器の小破片があるのみで、図示可能なものはなかった。

第27号溝状遺構 SD27(第78図 )

1       出土遺物は、近世陶磁器の他、中世のかわらけ、貿易陶磁、頑戸美濃、常滑、石製品などである。

1      623は 瀬戸美濃・登窯期の天目茶碗で、17世紀後半のものと思われる。624は貿易陶磁・緑釉盤である。

1      625は 丸瓦であるが、胎土等の特徴から中世のものと思われる。626～632は石製品である。626・ 627
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は砥石、628～ 632は軽石加工品である。

第28号溝状遺構 SD28

出上遺物は、かわらけの小破片があるのみで、図示可能なものはなかった。

第29号溝H犬遺構  SD29

出土遺物はなかった。

第30号溝状遺構 SD30(第 79図  図版 12)

出土遺物は、近世陶磁器、中世のかわらけ、瀬戸美濃、常滑、瓦などで、17世紀代の瀬戸美濃志野皿

と瓦各 1点が図示可能であつた。633は瀬戸美濃登窯期の志野皿で、 17世紀前半のものである。634は

丸瓦の破片で、胎上の特徴から中世のものと思われる。

第31号溝状遺構 SD31

出土遺物は、近世陶磁器・瀬戸美濃 。常滑・かわらけ等があるが、図示可能なものはなかった。

第32号清H犬遺構  SD32

出土遺物は、近世陶磁器・瀬戸美濃・常滑 。鉄釘等があるが、図示可能なものはなかった。なかった。

第33号溝1犬遺構  SD33

出土遺物は、かわらけの小破片があるのみで、図示可能なものはなかった。

第34号溝状遺構 SD34(第 79図 図版 12)

出土遺物は、近世陶磁器、瓦質製品、石製品などで、他に中世のかわらけ片等もある。このうち、17

世紀代の唐津皿 2点が図示可能であつた。

635。 636と もに唐津の皿で、灰釉が施される。見込みには胎土日の痕跡が認められた。

第35号溝状遺構 SD35(第 79図 )

出土遺物は、近世陶磁器、かわらけ 。瓦質製品・石製品等で、中世の瓦質火鉢と石製品を図示した。

637は瓦質火鉢の大形獣足である。638は表面にわずかな凹みのある軽石加工品である。

第36号溝状遺構 SD36

出土遺物は、かわらけ 。鉄釘等で、図示可能なものはなかった。なかった。

第37号溝状遺構 SD37(第 79図 )

出土遺物は、近世陶磁器の他、中世のかわらけ 。貿易陶磁・常滑などで、図示可能遺物は中世のもの

である。

639～ 641は貿易陶磁で、639は 白磁の皿、640は龍泉窯系青磁の蓮弁文碗 (I-5類)である。641

は青磁の稜花皿である。642は常滑の片口鉢Ⅱ類で、11型式に比定される。643～ 645はかわらけで、

いずれもロクロ成形の小形品である。
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第33号溝状遺構 SD38

出土遺物は、近世陶磁器・貿易陶磁・常滑・かわらけ等があるが、図示可能なものはなかった。

第39号溝状遺構 SD39

本遺構は確認のみにとどまっているため、出土遺物はなかった。

ρ 6留
監~摯
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ф
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(4)土坑墓出土遺物

土坑墓は 5基検出された。出土遺物はいずれもかわらけが中心で、陶磁器等の明確な共伴例はなかった。

第 1号土坑墓 ST01(第 80図 )

出土遺物は、かわらけ31点、鉄釘 4点で、かわらけ2点が図示可能であった。

1・ 2は ともにロクロ成形で、体部が内彎するものである。日縁部にススが付着する。大小のセット

と考えられる。

第 2号土坑墓 ST02

出土遺物は、かわらけ 9点、鉄釘14点などで、他に漆片、骨片なども認められた。かわらけはいずれ

も小破片で、図示可能遺物はなかった。

第 3号土坑墓 ST03(第80図 )

出土遺物は、かわらけ14点、骨片などである。かわらけ 1点が図示可能であった。 3は 口径と底径の

差が小さい箱形のロクロ成形かわらけで、底部に板状圧痕を残す。

1
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第 4号土坑墓 ST04(第80図 )

出土遺物は、かわ らけ44点、貿易陶磁 1点、瀬戸美濃 1点、鉄釘 1点などであったが、図示できたの

はかわ らけ 4点である。4は底径が小さく逆台形状を呈すかわ らけである。 5・ 6は底部破片であるが、

同様のタイプであろう。 7は底部の突出する小形のかわらけ、 8は器高の低い小形品である。

第 5号土坑墓 ST05(第 80図  図版 18)

出土遺物は、出土遺物はかわ らけ382点、常滑 1点、軽石加工品 1点、鉄釘 1点、スラグ 1点などで、

覆土内には炭化物も多く認められた。かわ らけ 7点 と軽石製の凹石 1点が図示可能であった。

9は 日径 14cmを越える大形のロクロ成形かわ らけである。 10～ 12は 中形、 13～ 15は 日径 8 cm以下の

小形かわらけである。いずれも形態や胎土が共通しており、大中小のセットと考えることができる。

(5)土坑出土遺物

土坑は62基検出した。このうち、遺物が出土しているのは49基で、図示可能遺物が出土したのは12

基である。ここでは、遺物を図示した土坑のみを記述することとし、それ以外の遺物の出土状況につい

ては遺構一覧表をか照されたい。

第14号土坑 SX14(第 81図 )

出土遺物はかわらけ 1点、古代末の上師器などである。図示可能遺物は 1点のみである。 1は柱状高

台の上師器で、古代末のものと思われる。

第司9号土坑 SX19(第 81図  図版 18)

かわらけが88点 出土しており、そのうちロクロ成形のものが56点、手づくね成形30点、不明 2点で

あった。手づくね成形のかわらけが2/3近 くを占める。かわらけ 1点を図示 した。 2は手づくね成形か

わらけで、日径11.6cm、 器高3.Ocmを測る。器高が高い小形化したタイプである。

第34号土坑 SX34(第 81図  図版司8)

出土遺物はかわらけのみで、このうちロクロ成形が59点、手づくね成形が35点 の計94点 であった。

8点が図示可能であった。

3～ 5は ロクロ成形かわらけである。 3・ 4は底部破片であるが、底径7.Ocmを 測 り、大形かわらけ

と思われる。 5は 日径9,6cmの 小形品である。 6～ 10は 手づくね成形かわ らけで、 6～ 9が大形、 10

が小形品である。いずれも日径に対して器高が高いタイプの手づくね成形かわらけである。

第35号土坑 SX35(第 81図 )

石製品 1点のみ図示可能で、その他かわらけ・陶磁器類は小破片のため図示できなかった。11は凹み

を有す軽石加工品である。

第36号土坑 SX36(第 81図  図版 18)

出土遺物は108点、貿易陶磁 1点、常滑 1点、鉄釘などが出上しているが、かわらけ 3点が図示可能

であった。H～ 14は いずれも大形の手づくねかわらけである。

第39号土坑 SX39(第81図  図版¬9)

出土遺物はかわらけ 9点、貿易陶磁 1点などで、かわらけ 1点を図示した。15は ロクロ成形の小形か
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わらけで、日縁部にススが付着する。

第47号土坑 SX47(第81図 )

かわらけ17点・銭貨などが出土しているが、かわらけは小破片のため図示はできなかった。銭貨 5点

が図示可能であつた。16は唐銭の開元通宝、 17～ 20は 北宋銭で、 17が景徳元宝、 18が元豊通宝、19

が招聖元宝、20が嘉祐通宝である。銭貨の出土から、本土坑が土坑墓の可能性もあるが、骨片等は出土

しておらず、確定することはできなかった。

第48号土坑 SX48(第81図 )

かわらけ49点、渥美 1点などが出土した。かわ らけ 2点のみ図示可能であつた。21は ロクロ成形、

22は手づくね成形かわらけである。

第50号土坑 SX50(第82図 図版 19)

出土遺物はかわらけのみで、ロクロ成形かわ らけ67点、手づくね成形かわらけ14点である。 5点が

図示可能であつた。23は小形のロクロ成形かわらけである。24～27は手づくね成形かわ らけで、24が

日径10cmの大形かわらけ、他は小形かわらけである。いずれも日径が小さく器高が高いタイプの手づ

くね成形かわらけである。

第54号土坑 SX54(第82図 )

出土遺物はかわらけ 。銭貨・鉄釘などである。かわらけは微細な破片が36点 あるのみで、銭貨 1点の

み図示可能であつた。28は北宋銭 。天聖元宝である。

第56号土坑 SX56(第82図  図版 19)

出土遺物はかわらけのみで、ロクロ成形25点、手づくね成形 6点であった。手づくね成形かわらけ 1

点が図示可能である。29は日径10.6cm、 器高3.3cmを 測り、日縁部が外反するものである。
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(6)集石 出土遺物

集石は17基検出された。 このうち、遺物が出上 しているのは、第 1・ 2・ 5。 6・ 8～ 12・ 16。 17

号のH基である。なお、各々の集石範囲で同レベルで出上 しているものを、遺構に伴 うものと認定 して

お り、若千の混入のある可能性 もある。 また、集石下部の調査は行われていないため、下部の遺構等の

有無によっては遺物の状況が変更する可能性 もある。

第 1号集石 GS01(第 83図 )

本集石では、かわらけ10点、瓦 2点、石製品 1点などが出土している。1～ 6の 6点が図示可能であった。

1～ 4はかわ らけで、いずれもロクロ成形である。 1は 日径6.8cmの 小形、 2～ 4は大形のものであ

る。 5は平瓦、 6は凹みを有す軽石加工品である。

第 2号集石 GS02(第 83図 )

遺物は常滑 3点、かわ らけ34点、瓦21点などである。多 くは礫の間か ら出土 している。

7は常滑の片 日鉢 Ⅱ類で、 H型式である。 8は東遠江系の小皿である。 9～ 14はかわ らけで、いず

れもロクロ成形のものである。 9は器高が高 く回縁部が大きく外反するもの、 10・ Hは 日径約 1 0cmの

中形タイプで、体部が内彎するものである。 12～ 14は 国径8cm以下の小形品である。

15。 16は平瓦で、凸面に縄 目が認められる。

第 5号集石  GS05

出土遺物は、常滑甕破片が 2点認められたのみで、図示可能遺物はなかった。

第 6号集石 GS06(第 84図 )

遺物はかわ らけ27点、瀬戸美濃 1点、常滑 2点、瓦 3点などで、かわ らけ 5点が図示可能であった。

17は 日径 10cmの 中形かわ らけで日縁部にススが付着 している。 19～ 21は小形のかわ らけで、21のみ

は底径が小さく低い逆台形状を呈す。

第 8号集石 GS08(第84図 )

瓦 1点、石製品 2点が出上 した。 22・ 23は 凹みを有す軽石加工品で、集石の中に混在 して出土 した。

24は軒平瓦の破片である。

第 9号集石 GS09(第 84図 )

集石東側で瓦 4点が出上 し、24の軒平瓦 1点を図示 した。集石域か らやや離れて出土 しているため、

本集石に伴なうものであるかは確定はできない。

第 10号集石 GS10(第 85～ 91図 )

本集石範囲か らは、大量の瓦が出土 している。総数97点で、35点 を図示 した。他にかわ らけ11点、

貿易陶磁 1点、瀬戸美濃 1点、常滑 3点、瓦質製品 2点等が出土しているが、 いずれも小破片であ り、

かわ らけ 2点のみ図示可能であった。

25は 日縁部が外反する小形のかわ らけである。 26は 日径 1 lcmの やや大形のかわ らけである。全体に

厚手で、 日縁部がやや外反する。27～ 61は瓦である。27,28は 軒丸瓦で、27は瓦当に巴文 を有す。

29～ 34は軒平瓦である。29～ 31・ 33は瓦当文が認められたが、いずれも陽刻の剣頭文である。 3ヽ5～
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37は丸瓦で、凸面に縄日、凹面に布目痕が認められる。38～ 61は平瓦である。このうち、40は全体の

法量がほぼ推定できる破片で、金長32.9 cm、 下端幅22.9cm、 厚さは最大で2.2cmを 測る。本遺構出上の

平瓦は、凸面に縄目をもつものがほとんどで、凹面は布目痕が残るか、丁寧なナデ調整を施している。

第11号集石 GSll(第 92図 )

出土遺物は瓦 1点のみであった。62は平瓦で、上端幅20cmを測る。凹面に布目痕が認められ、凸面

はナデ調整である。

第12号集石 GS12(第 92図 )

63の平瓦 1点が出土した。その他かわらけ小破片 3点が出土しているが図示はできなかった。

第16号集石 GS16(第 93図 )

出土遺物はかわらけ 5点、瀬戸美濃 1点、常滑 6点、渥美 1点、瓦 6点、石製品で、瀬戸美濃・かわ

らけ・瓦、石製品を図示した。

66は瀬戸美濃の悟鉢で、後Ⅳ古期のものである。67は 日径約12cmの ロクロ成形かわらけである。

68～ 70は平瓦で、いずれも凸面に縄目が認められた。711ま軽石を円盤状に加工したものである。

第17号集石 GS17(第 92図 )

かわらけ2点が出土しており、図示可能であった。64・ 65は ロクロ成形かわらけで、日径9cmを測る。

底部が突出気味で体部が内彎するものである。

0                  10cm
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(7)遺構外 出土遺物

遺構外出土遺物は 1～ 5区の区別に記述する。

1区の出土遺物  (第 94～ 107図 )

1区は調査区南部に設定された区で、最も多 くの遺物が出上 している。出土遺物は、貿易陶磁・頼戸

美濃・常滑・渥美・かわ らけ 。瓦質製品 。瓦・石製品 。近世陶器などである。

第94・ 95図は貿易陶磁である。 1～ 16は 白磁で、碗(1～ 7)、 皿(8～ 13。 16)、 rTh(14)、 小碗(15)が

ある。碗はⅡ oⅣ・V・ Ⅸ類があり、 12～ 13世紀のものが中′と、である。皿はⅣ・ V・ Ⅷ・Ⅸ類があり、

12のⅨ類皿は内面に雷文と花文の型押文が認められた。 16は B群の皿で、 15の 小碗 とともに明代のも

のである。 17～ 52は青磁である。 17～ 22は同安窯系青磁で、 17～ 19が碗、20～ 22が皿である。23以

下は龍泉窯系青磁である。23～ 35は劃花文の碗で、23～30は 12類、31～ 33は 14縄 34・ 35は ト

6類である。36γ42は 15類 の所謂蓮弁文碗である。いずれ も鏑の明瞭なもので、 13世 紀代であろう。

44～49は無文の碗、または底部破片のため分類不明のものである。 このうち、44・ 49は 口縁部端反の

もので、 14世紀後半代のものであろう。また、47は見込みに 「河濱遺範」の印を有す もので、 12世紀

代の製品とされている。45は、高台周辺部を意図的に細かく打ち欠いているもので、同様の例は本遺跡

において多く認められた。50は皿で、豊↓花文系の皿であろう。51は 日縁部が折縁になる盤、52は香炉

の脚部で 「夜学香炉」 と呼ばれているものであろう。 53～ 57は青白磁で、53～ 55は皿、 56・ 57は梅

瓶である。58は 天目茶碗の底部破片である。59は泉州産の緑釉盤である。

第96図 60～ 87は瀬戸美濃である。60～ 62は天目茶碗でいずれも後 Ⅱ期 と後Ⅲ期に比定される。63

は小天目茶碗で後 I期 のものである。64～ 68は 平碗である。後 I～後Ⅳ新期のものが出土 している。

69～ 72は縁釉小皿、73・ 74は折縁小皿である。 75は後Ⅳ新期の腰折皿である。 76は後Ⅲ期の卸皿で、

日径は1 5cmを 測る。77は折縁深皿、78は直縁大皿、82は卸目付大皿である。80・ 81・ 88は仏花瓶で

ある。84・ 85は柄付片口で後 IoⅡ 期である。86は鉄釉の小鉢である。87は入子である。

第97図88～ 106第 98図 107～ H2は常滑である。88～ 951ま甕で 3型式～H型式までのものが出土し

ている。95～ HOは片口鉢で、95～ 1021ま片 口鉢 Iで 2～ 5型式、 103～ 110は片 日鉢 Ⅱで 7～ 11型式

である。Hlは 5～ 6a型式の鳶口壺である。 112は 山茶碗で 3型式に比定される。

第98図 113～ H7は渥美である。H3～ 115は甕、116は鉢である。■ 7は刻画文の描かれた重である。

118は渥美か湖西産の山茶碗である。

第99図 H9～ 133は東遠江系の山茶碗である。 119～ 123は碗、 124～ 133は 小皿である。 13世紀代

のものであろう。 134は志戸呂産の悟鉢で、瀬戸美濃の後Ⅳ期併行である。

第99図 135～ 第 101図 260はかわらけである。ロクロ成形 (135～ 246)と 手づくね成形 (247～ 260)

が出土している。

135。 136は 日径 14.Ocmを越える大形のかわらけである。底径は小さめで、第 1号井戸・第 2号井戸か

ら出上したITX形 タイプに類似する。 137～ 140は同じく第 1号 。第 2号井戸出土かわ らけと共通する小形

タイプである。 137・ 138は 日径と底径の差が小さい皿形、 139。 140は底径の小さいFTh形 である。 141～

147・ 156は 日径 1 2cm代 のもので、第 1号溝状遺構の大形かわらけに相当する。 148～ 155。 159～ 161は

同じく第 1号溝状遺構の中形、171～ 182は小形かわ らけである。 162～ 170は体部が直線的に立ち上が

るかわらけである。 162・ 165～ 167は第 4号清状遺構の箱形B類の大形、 169はその中形である。163は

逆台形のC類の大形、 168～ 170は中形である。 188～ 246は第 4号溝状遺構出土のものと共通する小形

かわらけである。183～ 186。 203～ 225。 227～ 230は箱形のBタイプ、1871。 188は内彎するA類、231～

234は逆台形 C類の薄手、235～246は同類厚手のかわらけである。また、 190。 194は D類に相当する。

247～ 260は 手づ くねかわ らけである。247～252は大形かわ らけで、248～ 250は 日唇部に面取 りを
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有すもの、25?。 252は厚手で器高の高いものである。253～ 260は小形のかわ らけである。

第 101図 261～271は瓦質製品である。 261・ 262は火鉢で、 262は 口縁部下にスタンプ文が巡 る。

263・ 264は風炉である。265～ 267は 香炉、268～ 270は燭台である。271は獣足であるが、器種は不

明である。

第 102図 272～ 第 106図 329は 瓦である。272～ 277は軒丸瓦でいずれも巴文である。 272・ 273・

276は 周縁部に連珠が付される。278～293は軒平瓦である。278は陰刻の剣頭文、279～ 287は陽刻の

剣頭文である。288～291は半我花文半が描かれる。292・ 293は瓦当を欠く。

294～ 306は丸瓦である。凸面には縄 目が、凹面には布 目痕が残るものが多 く認め られる。307～

329は平瓦で、凸面には縄 目が、凹面には布目痕が、またはその後のナデ調整認め られる。316は格子

目のタタキが認められる。

第 107図 330～ 338は石製品である。330。 331は滑石製の鍋である。332は 同じく滑石製の温石で、

孔が穿たれている。333～ 338は砥石である。383～ 335は 中砥で、333・ 334が天草産、335が伊予産

である。386～ 338は仕上砥で、鳴滝産である。

339は銭貨で北宋 。聖宋元宝である。

第 107図 340以下は中世以外の遺物である。340。 341は近世陶器で、340が唐津の碗、341は瀬戸美

濃の志野皿である。342～ 345は灰釉陶器、346。 347は須恵器である。348は土製管玉である。また、

349は弥生時代中期の壷形土器である。350～ 358は古代瓦である。350は単弁蓮華文の軒丸瓦である。

351～ 353は正格子文叩きが施された平瓦である。

2区の出土遺物 (第 108～ 113図 )

2区は 1区 の北側に設定された比較的狭い調査区であるが、中世前期を中心に多 くの遺物が出上 して

いる。

第 108図 1～ 39は貿易陶磁である。 1～ 13は 白磁で、碗のⅣ類・V類・Ⅷ類、皿Ⅸ類、四耳壺Ⅲ類が

出土している。 14～30は 青磁である。 14～ 20は同安窯系の碗 。皿である。21～ 27は龍泉窯系の碗で、

劃花文 の。類、鏑蓮弁文のBl類、 B2・ B3類、Dl類 な どが出土している。 28・ 29は盤類、30は

蓮弁の折縁皿または鉢で、見込みに双魚文が描かれれる。31～ 33は青白磁である。31は碗、32は 内面

に印花文を有す皿、 33は 合子である。34は天目茶碗である。 35～ 39は泉州系の陶器である。 35。 36

は緑釉の盤、37は重と思われる。38・ 39は黄釉盤である。

第 109図 40～ 59は瀬戸美濃の陶器である。40～ 45は天目茶碗で、中Ⅳ期～後Ⅲ期のものが出上 して

いる。46は小天目茶碗で後 Ⅱ期である。47～ 50は縁釉小皿である。後 I～後Ⅳ新期のものである。 51

は中Ⅳ期の折縁深皿、 52・ 54は信鉢、53は盤類である。55は後 Ⅲ期の鉄釉浅碗、56は灰釉の平底末広

碗である。57は 中Ⅲ期の鉄釉大海茶入である。58は大窯 4段階の志野鉄絵皿である。 591ま瀬戸 6段階

の山茶碗・片 口鉢である。

第 109図 60～ 69第 HO図 71～ 73は常滑渥美産の陶器である。60～ 67は常滑の甕で 2～ 8型式が出土

している。68は常滑片 口鉢 Iで、 2～ 3型式、 69・ 71・ 72は片 口鉢 Ⅱで 6～ 10型式である。70は渥

美産の鉢、73は渥美または湖西産の鉢である。

第■ 0図 74～77は東遠江系の陶器である。74は碗、75は小皿、76・ 77は片 日鉢である。

第■ 0図 78～第 112図 199はかわ らけである。 ロクロ成形 (78～ 181)と 手づくね成形 (182～ 199)

がある。

78～ 138は厚手のかわ らけで、第 1号 。2号井戸出上のものと共通する。大小があり、皿形 (78・ 81

～84・ 86～ 89。 90～ 92・ 94・ 99。 102)と lTh形 (79～ 81・ 93・ 95～ 98。 103)の 2種が認められた。

129



139～ 144は 日径 10。5～ 12.Ocmで 体部がやや内彎気味に立ち上がるもので、第 1号溝状遺構出土のもの

と法量・器形が共通する。 145～ 153は 日径10.0～ 11.Ocmで 体部が直線的あるいは外反するもので、第 4
号溝状遺構のC類中形に相当する。 154～ 181は小形かわ らけで、 155～ 161・ 171は第 1号・ 2号溝状遺

構の小形かわ らけと共通する。 172～ 181は第 4号溝状遺構のものと類似 し、 172～ 176は箱形のB類、

177～ 181は逆台形のC類である。 166～ 170は 日径8.Ocm代のやや大きめの箱形のかわらけである。

182～ 199は手づくねかわ らけである。大形は日径 14,Ocm代、小形は10.Ocm前後である。 199以外は

薄手で、全体に法量も大きめである。

第■ 2図 200～203は瓦質製品である。200は火鉢、201・ 202は香炉である。203は三足 をもつ製品

であるが、器種は不明である。204はかわ らけ質の製品である。小形の香炉かと思われる。

第 H3図 205～212は瓦である。205は軒丸瓦で、205は 巴文、206は連珠文が付される。207・ 208
は軒平瓦で、207は陰刻の剣頭文、208は半我花文である。209～ 212は 平瓦である。凸面は縄 目また

はナデ、凹面は布 目かナデ痕が認められる。2121ま格子 目の夕タキが認め られる。

213・ 214は砥石で、213鳴滝産の仕上砥、214。 215はそれぞれ上野産、伊予産の中砥である。

216。 217は銭貨で、北宋銭 。聖末元宝、元祐通宝である。

218は近世陶器で、瀬戸美濃の灯明皿である。219は須恵器の瓶類、220は灰釉陶器の碗である。

221・ 222は石製の管玉で、古代のものであろう。

3区の出土遺物 (第 114～ 120図 )

3区は 2区の西側の調査区で、 2区同様中世前期の遺物が多い傾向が認められた。

第 114図 1～ 37は貿易陶磁である。 1～ 7は 白磁で、碗Ⅳ・ V・ Ⅷ・Ⅸ類の碗、V・ Ⅵ類の皿がある。

また、 7はⅢ類の四耳壷である。 8～ 26は青磁である。 8～ 14は 同安窯系の碗・皿である。 15～ 23は

龍泉窯系の碗で、豊1花文の I類、鏑蓮弁文のBl類、 B3類、Dl・ 2類などが出土 している。24は外

面蓮弁文の折縁盤、25は 同 じく蓮弁文の折縁皿である。 26は稜花皿である。 27～ 32は青白磁である。

27～ 29は皿で、 28は 内面に印花文、29は見込みに文様が描かれる。30は盤類または袋物であろう。

31・ 32は梅瓶である。33・ 34は泉州産陶器で、33は黄釉の盤、34は緑釉の壺であろう。35～ 37は染

付皿で、いずれもB-1群 である。

第■ 5図 38～41は瀬戸美濃の陶器である。38は八稜皿、39は直縁大皿でともに後Ⅲ期である。40は

大窯 2後段階の丸皿、41は大窯 3段階の天目茶碗である。

42～45は常滑の陶器で、42は 2形式の甕、43・ 44は 9形式の片 日鉢 Ⅱ類である。45は壺で、H～
12型式に比定される。46・ 47は渥美または湖西産の鉢である。

48～ 50は東遠江系の山茶碗で、いずれも小皿である。

第■ 5図 51～第 117図 131は かわ らけである。51～ 124。 1311ま ロクロ成形、 125～ 130は手づ くね成

形である。

51～83は厚手のかわ らけで、第 1号・ 2号井戸 と共通する。 51～ 71は大形のかわ らけで、第 1号・

2号井戸同様、日径と底径の差が大きい郭形 (55。 63・ 64・ 66)、 底部が大きい皿形 (51・ 54・ 69・

70)の 2種がある。73～ 83は小形かわ らけで、邦形 (74～ 78・ 80)、 皿形 (73・ 79・ 81・ 82)に分

かれる。72は日径11.Ocmで 大小の中間の法量である。

84～ 90は 日径 H.Ocm前 後のかわ らけで、内底にナデ、底部に板状圧痕を有す。第 1号溝状遺構の中

形かわ らけに相当する。93～ 100は第 4号溝状遺構のかわ らけと類似する。 93は逆台形を呈す大形のC
I類、94～98は 中形の CⅡ 類に該当する。 100～ 104は器高が低 く、 日縁部が大きく開く形状である。

106～ 124は小形のかわ らけである。107,108は第 1号溝状遺構で出土するタイプ、 111～ 124は第 4
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号溝状遺構出上のものに共通する。 このうち、Hl～ H3は第 4号溝状遺構の C類、 114・ 115は 内彎

するA類、121は箱形を呈するB類である。

125～ 130は手づくねかわ らけである。 125・ 126は器厚の薄い大形のもの、 127は厚手で器高の高い

かわらけである。 128～ 130は小形かわ らけである。

131は体部内外面に墨書が施されたロクロ成形かわらけである。判読不明である。

第H7図 132。 133は瓦質製品である。 132は火鉢で口縁下にスタンプ文が巡る。 133は風炉で回縁き[

に幾何学形のスタンプ文が描かれる。

第 118図 134～第 H9図 144は瓦である。 134は 丸瓦で、凸面はナデ、凹面は布 目痕が残る。 135～

144は平瓦で、凸面縄日かまたはその後ナデ、凹面は布 目痕またはナデ痕が認められる。

第H9図 145～ 155は石製品である。 145は滑石製の鍋である。 146。 147は砥石で、いずれも中砥で

あ り、 146が伊予産、 147が上野産である。 148は香炉形の石製品である。 149は不明であるが、同様

の製品と思われる。 151～ 155は 凹みをもつ軽石製品である。 151・ 154は表裏両面から施されている。

第 120図 156・ 157は銭貨で、 156は寛永通宝、 157は北宋銭 。皇宋通宝である。

158。 159は近世陶器で、 158は 頑戸美濃産の皿、 159は 志戸呂産の天目茶碗である。いずれも17世

紀代のものである。

160,162は 古代の灰釉陶器、 162は緑釉陶器の碗である。 163は土師器で、足高高台をもつ碗である。

4区の出土遺物 (第 121～ 129図 )

4区は最も面積の広い調査区である。調査が遺構確認面までにとどまった部分も多いため、遺物量は

それほど多くはない。北部で古代の遺物が集中的に出土 していることが注 目される。

第121図 1～ 25は貿易陶磁である。 1～ 12は 白磁で、 Ⅱ・Ⅳ・ V・ Ⅷ・の碗、 Ⅱ～Ⅳ類、Ⅸ類の皿が

ある。 10～ 12は 明代の皿で、 10は B群、 11・ 12は C-1群 である。 13～ 22は青磁である。 13・ 14は

同安窯系の碗 。皿、 15～ 21は龍泉窯系の碗で、豊1花文の I類、鏑蓮弁文の Bl類、D2類 などが出土

している。22外面蓮弁文の折縁盤である。23・ 24は 青白磁で、23が輪花皿、 24は梅瓶である。25は

褐釉有耳壺である。

第 121図 26～ 33は瀬戸美濃の陶器である。26～ 28は天目茶碗で、26が後 I期、27・ 28が後Ⅳ新期

である。29は後 Ⅱ期の縁釉小皿、30は大窯段階の端反皿または丸皿である。 31は灰釉の燭台 と思われ

る。32・ 33は後Ⅳ新～大窯段階の悟鉢である。

第 122図 34～ 38は常滑の陶器である。 34～ 37は甕、38は片 口碗である。 39は渥美産の小碗、40は

湖西産の碗である。41～45は東遠江系の山茶碗で、41・ 42は碗、43～45は小皿で、43は輪花小皿で

ある。46は志戸呂産の鉄釉縁釉小皿で、瀬戸美濃後Ⅳ期併行のものである。

第 122図47～第 123図 86はかわ らけである。47～ 59は ロクロ成形かわ らけである。47～ 50は体部が

やや内彎気味に立ち上が り、内底面にナデ、底部に板状圧痕を有すもので、47は第 1号溝状遺構の中形、

48。 49は大形に該当する。 52～ 54は底径が小さく逆台形状を呈すかわ らけである。55～ 59は 小形の

かわ らけで、55～ 57は器高の低いタイプ、5859は器高が高く逆台形になるものである。

60～ 861ま手づくねかわ らけである。60～ 70は大形品で、 日唇部に丸みをもち口縁部が大きく外反す

るもの (61・ 63)と 、日唇部が面取 りされやや角張るもの (60・ 62・ 64・ 65)が ある。66～ 70は厚

手で器高の高いかわ らけである。71～ 86は小形のもので、71～81は 日径が大きめで薄手のもの、82～

89は 口径が小さめで厚手のかわ らけである。

第 123図 87は瓦質の火鉢で、雷文のスタンプ文が施される。88～ 92は瓦で、88は唐草文の軒平瓦、

89は丸瓦、その他は平瓦である。
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第 124図 93～ 101は 石製品で、 93・ 94は砥石、95は滑石製で鍋かと思われる。96は黒色の扁平な石

で、碁石の代用品とも考え られるが不明である。 97～ 101は軽石加工品で、97～ 99は凹みが認められ

た。 101は円柱状の加工されたものである。

第 124図 102～ 106は銭貨で、 103が唐銭・開元通宝である他は、すべて北宋銭である。

107は近世志戸呂産の皿である。

4区北部から5区 にかけては古代の土師器・須恵器などが集中して出土 している。

第 125図 108～ H3は 4区北西部で集中して出土した土器群である。 108と 109が重なって、また■ 0

～H3も横位・逆位に重なるように出土 している。また、 2つ の集中箇所は近接 している。 108は須恵

器・不蓋でTK10型式に比定される。 109は丸底風の上師器杯で底部に木葉痕が残る。■ 0は低脚の高

不である。Hlは平底の郷で、内外面とも丁寧なヘラミガキが施されている。■ 2も 平底の年であるが、

こちらは内外面ナデ調整である。 113は碗形の杯部をもつ高lThで ある。

第125図 H4～第127図 127は 4区北東部に、排水のために深掘 りしたテス トピットから集中して出

上した遺物である。H4。 115は土師器の平底鉢で、外面ナデ調整、内面ハケ調整である。H6は胴部

がやや扁平な球胴状の小型壺である。117～ H9は高邦、120は器台である。121～ 126は甕である。い

ずれも内外面ハケ調整で、126は さらにミガキが施される。127は壺で、外面ヘラミガキ、内面ハケ調

整が施される。

その他、128以下は 4区で出上した古代の土器等である。128～ 139イま須恵器である。128は tTh蓋 で、

陶邑系でT K23型式である。 129も 陶邑系の邪でO N46型式である。 130は 6世紀代の郷である。131

～133は題である。胴部または頸部に櫛描文が描かれる。陶邑系である。 134は 小型壼、 135は蓋、

136～ 138は高台付郷である。 139は甕である。140～ 159は土師器である。 140～ 1461ま平底の郭であ

る。いずれも体部が強く内彎し、日縁は内傾するものが多い。147は小型丸底壺で、外面は丁寧にミガ

キが施される。148～ 152は 高不である。153は壺である。154～ 156は台付甕、157は広日の甕である。

158。 159は大形の壺の日縁部で、縄文と貼付文を有すいわゆる大廓の壺である。

160～ 167は手づくねの小型土器である。167は底部が高台風につくられている。

168。 169は灰釉陶器で、168が碗、169が広日瓶と思われる。170～ 172は古代瓦である。

173・ 174は古代の石製品で、173が滑石製の石製模造品、174が管玉である。175。 176は土製模造

品である。

5区の出土遺物 (第 130・ 131図 )

5区は北側の調査区である。遺物出土量は他の調査区に比べて少ない。

第130図 1～ 4は貿易陶磁で、 1は白磁の四耳壺、 2～ 4は青磁の碗である。

5・ 6は瀬戸美濃で、 5が悟鉢、 6が大窯段階の丸皿である。 7～ 9は常滑で、 7は甕、 8。 9は片

日鉢である。

10～ 18はかわらけである。10～ 14は ロクロ成形のかわらけである。 10は体部がほぼ直線的に立ち上

がる大形のもの、H。 12は同じく体部が直線的な中形のかわらけである。 13。 14は小形のかわらけで

日縁部にススが付着する。 15～ 18は手づくねかわらけである。日径は13.0～ 13.6cmで、16は 日唇部に

面取りを施す薄手のもの、他はやや厚手で日唇部も丸みをもつものである。

19。 20は石製品である。 19は産地不明の砥石、20は凹みのある軽石加工品である。

21～ 27は古代の遺物である。21～24は土師器の邦である。底部は平底で内外面ミガキまたはナデ調

整である。25。 26は土師器の甑である。27は石製模造品である。 2孔があり、鏡の模造品であろう。
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出土地点不明の遺物 (第 132・ 133図 )

調査時あるいは整理段階で、出土地点不明となってしまった遺物について、以下に記述する。

第 132図 1～ 17は貿易陶磁である。 1～ 8が 白磁で、碗・皿 。四耳壺などがある。 9～ 13は 青磁の碗、

14は 無文の折縁鉢である。 15は青白磁の皿、 16は 同じく合子の破片である。 17は 泉州系の緑釉盤であ

る。

18・ 19は瀬戸美濃で、 18が後Ⅳ新期の灰釉縁釉小皿である。 19は東濃系の山茶碗で、大畑大洞新段

階のものと思われる。20～22は常滑の甕、片日鉢である。23は湖西産の山茶碗小皿である。

24～ 29はかわ らけである。 24・ 25は ロクロ成形の大形かわ らけ、26・ 27は /1ヽ 形のかわ らけである。

ともに厚手で底部がやや突出する。 28は箱形を呈す小形かわ らけで、 日縁部にススが付着する。29は

厚手の手づくねかわ らけである。

30～32は瓦質の火鉢で、30は胴部に大形のスタンプ文、31は 日縁部下にスタンプと連珠が巡る。

第 133図 33は軒丸瓦である。小破片であるが、巴文と思われる。34は香炉形の土製品であろう。

35～38は石製品で、35は磨石で、弥生から古墳時代のものと思われる。36～ 38は軽石加工品である。

39は銭貨で、北宋・紹聖元宝である。

40～48は古代の上器で、40・ 41は須恵器で、40は波状文 をもつ壺、41は 高lTNの 脚部破片である。

42は土師器郭、43は 同じく高年である。
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Ⅵ.調査の成果と課題

1.遺物について

(1)出 土遺物の全体組成について

御所之内遺跡第13次調査地点は、当遺跡内においては2830∬ という広い面積の調査が行われたため、

中世を中心に長期にわたる大量の遺物が出土した。出土破片数を時代別にみると、中世の遺物が62,972

点で74%を 占め最も多く、古代以前の遺物が約20,117点 。24%で、 これに次く
゛
。古代以前の遺物で、

最古のものは弥生時代中期の壺破片であるが、弥生時代のものはごく少量であり、 4世紀～ 6世紀と平

安時代後半の遺物が多い傾向がみられた。残る2%は近世以降の遺物1,746点で、 17世紀前半の瀬戸美

濃・唐津などの陶磁器がややまとまって出土している。

中世遺物は総計で62,972点 出上した。最も多くを占めるのは土器類で、57,681点で
｀
91.6%を 占める。

次いで陶磁器3,597点 で5.7%、 瓦661点 1%、 金属製品 。瓦質製品・石製品はいずれも 1%以下である

(第 12表参照)。

中世の上器・陶磁器組成では、かわらけが57,577点 で94%を 占める。次いで国産陶器が2.495点で

4.1%、 貿易陶磁が1,102点で1.8%で ある。これに対して、山茶碗は92点で0.2%、 鍋類は12点で0.02%

と非常に少ない。これは静岡県内でも伊豆地域・駿河東部地域で顕著にみられる傾向である。

陶磁器を産地別にみてみると。常滑が1,434点・39.1%で最も多く、貿易陶磁が29.9%で これに次ぐ。

瀬戸美濃は796点・ 21。 9%、 渥美湖西は236点 。6.6%である。一方、静岡県内に産地のある東遠江系山

茶碗は65点・1,8%、 志戸呂・初山は23点・0.6%で、著しく少ない傾向が認められる。

当遺跡では、中世前期 。後期の遺構面を把握できず、とくに北側の4区から5区では、ほぼ同一面上

に遺構・遺物が展開しており、層位によって遺構の時間的な変遷を把握することは困難であつた。そこ

で、以下、時期判別可能な陶磁器の時期別出土量やその変化を追うことにより、当遺跡の変遷を考えて

みたい。

近世以降
Zl%

石製品

瓦賞製品 瓦 0.3%_

6デ勇
~＼

獨1総品

鋼類

国産陶器 002%
41%

貿易陶磁
18%

山茶碗類

0.2%
古代以前
23_7%

陶磯器
5,7%

② 中世遺物組成

第134図  出土遺物組成グラフ

③ 中世土器・ 陶磁器組成① 時代居」出土数
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志戸呂・初山

東遠系_  ♀推産地不明

(2)貿易陶磁

貿易陶磁の出土総数は1102点である。種別でみる

と青磁が712点で64.6%と なり全体の2/3を 占める。

白磁は261点で23.7%、 青白磁は53点で4.8%、 陶器

は72点で約6.5%、 染付はわずかに4点・0.4%である。

青磁のうち、同安窯系は141点 で、龍泉窯系は571

点である。同安窯系では皿に比べて碗が多く、3/4を

占める。龍泉窯系では碗が456点 と圧倒的に多 く、

その中でもA類(I-2～ 4・ 6類灌1花文碗が157点 と

最 も多 く出上している。 B-1類(I-5類 )と Ⅲ類が

137点で、これに次ぎ、 これ以外のヘラ・線描きの

B3類は 4点、 C類 (雷文帯碗)は 1点、D類 (端反碗)

は27点で、非常に少ない。皿・鉢類は31点で碗と比

較して少ない傾向がみえる。また、盤類は35点で、折縁のものが目立つようであるが、破片が小さいた

め詳細は不明である。その他、香炉も出土している。

白磁261点 のうち碗が119点 と最も多く、その中で もV～Ⅷ類の端反碗が73点で、最も多 く出土 して

いる。 Ⅱ oⅣ類の玉縁碗も25点あり、比較的多い傾向がみえる。 これに対 して、Ⅸ類の日禿碗は 3点 と

少ない。皿は70点で、Ⅳ～Ⅶ類の平底皿やⅨ類の日禿皿が多い。また、明代のB群・ C群はそれぞれ

13点・ 3点 と比較的少ない。また、壺類が 17点 でやや多 く、そのほとん どが四耳壺 と思われ る。合

子・小壺なども出上 してお り、器種のバラエティーは豊富である。

青白磁は碗・皿 。合子・梅瓶などがある。全体数は53点で少ないため器種の量的な傾向の把握は難 し

いが、皿20点、梅瓶 10点などが比較的多い傾向がみ られ、その他、香炉 。合子・水注な どがある。皿

を除 くと、奢修品と考えられる器種が目立つ傾向が認め られる。

その他の陶器類は72点 出土している。天目茶碗が 19点、褐釉の壷類が 6点出土している。泉州産は黄釉

18点、緑釉27点で当地域では比較的多い傾向がみえる。緑釉の壺が 2点ある他は、すべて盤類である。

全体を通しての器種別の組成は第136図③に示した。碗が64%で圧倒的に多い。碗の種類別の内訳は、右

側の小円グラフに示したように、青磁が80%を占め、白磁が17%で ある。青白磁はわずか0。1%で青磁碗の

圧倒的な量が見てとれる。皿・鉢 。郷類は15%で、碗の1/4以下である。器種別の傾向を同様の小円グラフ

で示した。碗と傾向が異なり、白磁が47%で半分近 くを占めている。青磁 も40%近い数値を示 してお り、

また、青白磁も12%で碗にみられたようなひとつの種類への圧倒的な偏 りは認められなかった。その他の

器種は盤類や壷類・合子などを併せた数量であるが、それでも全体の12.2%しかなく、碗・皿にははるかに

及ばない。種類別では、泉州産の緑釉・黄釉の盤が一定量あるため陶器が40%と最も多い。 この他、四耳

壺・壺などで白磁が13%を示す。青磁20.9%の ほとんどは盤類、青白磁 17.2%は梅瓶 。合子などである。

これらは一定の器種分化が進んでおり、皿・鉢類と同様に特定種類への偏 りはやはりみられなった。

貿易陶磁の時期が最も反映されるのが青磁碗の産地と分類別の割合である。第 136図②に青磁碗の産

地・分類別のグラフを示した。龍泉窯系劃花文碗(A類 )が 27.8%と 最も多く、蓮弁文碗(B-1類 )24.2%を
上回っている。同安窯系碗も19.3%と多く、劃花文と同安窯系碗をあわせて半分近くを占めることにな

り、この傾向に当遺跡の特徴が最もよく表われていると思われる。これに対して、14世紀以降と考えら

れるヘラ・線描き蓮弁文碗(B3類 )は0,7%、 雷文帯碗(C類 )は0.2%、 端反碗のD-1類 4.2%、 同D-2類は

0.5%であり、非常に少ない傾向が認められた。

貿易陶磁の時期別の数量をグラフ化したものが第136図④である。時期区分は主な編年案(註つと、静岡

濯美・湖西
66% 貿易陶磁

299%

瀬戸美歳
219%

中世陶磁器震地別

第135図  中世陶磁器産地別グラフ
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② 青磁碗産地とお類月」組成

07%02%42%0500

① 貿易陶磁の種類別
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第136図 貿易陶磁の組成と時期別出土量グラフ
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県菊川町の横地城跡総合調査報告書に掲載された編年∝か、その他鎌倉・平泉などの東国の出土傾向を参

考にして計数を行った。

12世紀後半から13世紀前葉にかけての出土量が最 も多い。その多くを占めるのが青磁で、同安窯系

青磁・龍泉窯系青磁劃花文碗の量が反映している。 白磁の碗・皿・壷類も多いため、 白磁 も一定量認め

られる。 13世紀中葉以降 14世紀にかけては、東国各地で龍泉窯系の鏑蓮弁文碗 (Bl類)が大量に流通

する時期であるが、本遺跡においては青磁碗はむ しろ減少する傾向を示す。 また、 白磁の日禿碗・皿

(Ⅸ類)もそれほど大量には出土 していないため、白磁 も減少する傾向がみえる。 しか し、青白磁や泉

州系陶器の増加により、種類が多様化する時期でもある。 ところが、 14世紀後半になると、全体の出土

量が急激に減少する。 これは青磁のヘラ・線描き蓮弁文碗 (B-3類 )や端反碗などが非常に少なく、ま

た盤類などの出土量も多 くないことによる。 この傾向は15世紀後半以降 16世紀 になってさらに進み、

いっそうの減少傾向を示す。当遺跡においてはこの時期に各地で流通する白磁皿 BoC類 、青磁稜花皿、

染付碗・皿などが少ないことに起因していると思われる。

(3)瀬戸美濃 その他
57%

①瀬戸美濃器種別

②瀬戸美濃型式別能土数

前 Ⅱ 前 llI 前Ⅳ  中 I  tt I  中亜  中V tt I  後 工 後Щ 後Ⅳ古 後V新

型式名

第 137図  瀬戸美濃の組成 と型式別出土量グラフ

前 I
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瀬戸美濃は山茶碗を除いて796点出土している。このうち、器種不明を除いた752点 について、器種

別のグラフに表したものが第137図①である。天目茶碗・小天目茶碗などの天目類が19.4%、 平碗・浅

碗などの碗類が19.5%で、多くを占めている。また、盤類 18。 9%、 皿類15.2%と続き、供膳形態が全体

の 7割以上を占めている。これに対して、悟鉢が 14.0%、 卸皿は少なく3.2%で 、調理具は少ない傾向

がみえる。その他の器種はいずれも数%以下であるが、花瓶や香炉などの神仏具が3.5%とやや高い比

率を示していることが注目される。

第137図 ②のグラフには型式別の出土量を棒グラフで示した。濃い色のグラフがその型式固有の点数

で、薄い色は数型式にわたる点数を型式数で割った数値を表わしている。たとえば、後 I～Ⅲ期の天目

茶碗が 6点の場合、後 I・ Ⅱ・Ⅲそれぞれ 2点ずつとして計算している。

後Ⅱ期が最も多く、全体の23%を 占める。その前後も多く、後 I期 17%、 後Ⅲ期18%で、この 3期

で全体の半分以上の出土量を占めている。一方、中Ⅳ期以前と大窯期の製品は非常に少なく、後 I期で

の極端な増加と大窯期以降の減少が当遺跡の特徴といえる。

同様の出土量グラフを器種別に表したものが第 138図③である。当遺跡で最古の瀬戸美濃製品は入子

で、前Ⅲ期～中Ⅱ期に比定されるものである。 2個体出土している。中Ⅱ期に、碗類・盤類 。壺類・神

仏具などが少量出土し、中Ⅲ・Ⅳ期でやや増加する。当遺跡の主要な器種である天目茶碗は、中Ⅳ期か

らあらわれる。

後 I期 になると、前段階の6倍の出土量にな り、次の後Ⅱ期でピークを迎えることになる。後 I期 の

器種構成は、天目類30%、 碗類22%、 盤類29%が大きな比率を占める。これら3器種の増加が当該期

の急激な出土量増大につながっている。また、鉢類や柄付片日、小杯など、前段階ではみられなかった

③ 瀬戸美濃型式別・器種別出土数
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第138図  瀬戸美濃の型式別・器種別出土量グラフ
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器種も出現し、器種のバラエティーが豊かになることも特徴的である。次の後 Ⅱ期には、天目・碗類・

盤類は少しずつ増加してその割合には変化がみられないものの、皿類が前段階の4%か ら8%に倍増し、

出土量増加の要因となっている。後Ⅲ期になると、天日・碗類が減 り全体の出土量も減少するが、皿は

逆に増加傾向となり22%を 占める。後Ⅳ古期になると、播鉢の出現により器種構成に大きな変化があら

われる。天目7%、 碗類25%、 皿類 18%、 盤類13%と なり、天目を初めとして供膳具は減少するのに

対して、悟鉢は27%で最大の比率となる。とくに天目類の減少は著しい。後Ⅳ新期では、碗類、盤類も

大きく後退し、悟鉢は57%と なり半分以上を占めるようになる。大窯期にはいると、全体の出土量は激

減し、主要な器種は皿類と悟鉢で占められるようになる。大窯 2段階で、皿類が増えるものの、大窯

3・ 4段階の出土量はわずかとなり、器種構成も不明となる。

(4)常滑

常滑の出土数は山茶碗を除き1434点 を数える。器種不明15点 を除いた1419点の器種別グラフを第

139図①に示した。圧倒的に甕が多く、■ 34点で約80%を 占める。ついで片日鉢が多く、片日鉢 I類

が 9%、 同Ⅱ類が9.7%で ある。壺類は非常に少なく 1.3%である。グラフには示していないが、渥美も

同様の傾向を示しており、出土点数236点のうち205点が甕で87%を 占めている。
その他
01%

片日鉢Ⅱ
9791

片口鉢 I

90%

壷 類
13%

① 常)骨 器種別

② 常滑型式別出土数

3     4     5    6a   6b    7     8     9

型式名

第139図  常滑の組成と型式別出土量グラフ
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瀬戸美濃同様に型式別のグラフを第 139図②に示した。 1型式は出土 してお らず、 2型式の出土量が

最大で全体の21%を 占めている。 3型式も多く19%、 4型式は若千減少するものの13.5%で ある。以

上の 2～ 4型式で全体の半分以上を占めてお り、鎌倉時代前半期に、大量の常滑製品が当遺跡に持ち込

まれたことが想定される。

その後、 5型式か ら減少傾向がみられ、 6a型 式と8～ 10型 式で少 し増加するものの、全体には低い

出土量で推移するが12型 式までは極端な減少はみられない。全体に常滑製品は量の多寡はあるものの、

安定して供給されていたと考えられよう。

型式別の出土量を器種別に表したものが第 140図③のグラフである。全体の器種別グラフでみたように、

すべて時期を通じて甕が多い傾向がみえるが、時期によってやや割合が異なることが明らかになった。 2
型式では甕と片口鉢 I類が10:1の比率を示している。 3型式では20:1、 4型式では3011と 、 2型

式に比べて減少傾向を示すものの、 5型式では 2:1、 6a型 式では1.3:1と 増加に転じ、片口鉢の占

める割合が高くなっていくことがわかる。また、片口鉢 Ⅱ類でも、当初 6b型式では甕 :片 口鉢 Ⅱ類が

8:と であったが、次第に増加し9型式では1.2:1と ほぼ同量とな り、11型式では 1:1.6と逆転する。

このような型式ごとの出土量の変化、器種別の割合の増減減少は、当遺跡の消長のあらわれであると

同時に、産地における生産量や流通量・流通経路の問題、他の産地 との競合関係など、複雑な要因によ

るものと考えられ、在地上器も含めて多角的な検討が必要と考えられる。

(5)かわ らけ と遺構 内共伴遺物

次に当遺跡で最も出土量の多いかわらけについて検討する。伊豆地域では、韮山町と三島市の三嶋大

社周辺を除いては中世のかわ らけの良好な資料が少なく、現段階において編年が確立されていない状況

破片数
③ 常滑型式別・器種別出上数

11

型式名

第140図  常滑の型式別・器種別出土量グラフ

E上登望l翌主_」
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である(れ 9。 その理由として、前述のように資料が非常に限 られていることと、大量にかわ らけが出上 し

ている韮山町においては、中世全般にわたる遺跡が重層的に展開しているため、遺構の重複が著 しく、

層位的な検討や共伴遺物との検証などが可能な良好な一括資料に恵まれていないことがあげ られる。 こ

こでは、当遺跡において比較的良好な一括資料をあげ、共伴遺物とともにその年代を推定し、かわらけ

の変遷を追っていくこととする。

第 1期 第 1号井戸 (SE01)の 一括出土資料が相当する。わずかな破片を除いて手づくね成形かわら

けはほとんど出土しておらず、ロクロ成形かわらけのみで構成される段階と考えられる。大小の 2法量

のロクロ成形かわらけがあり、それぞれ器形から2分することができる。大形のかわらけには日径

14cm前後・底径 8～ 9cmの 日径と底径の差の小さい皿形のもの (第 141図 1・ 2)と、底径 7cmほ ど

で日径と底径の差の大きい郭形のもの (3・ 4)があるCつ。月ヽ形かわらけも大形と同様に皿形 (5・ 6)

とlTh形 (7・ 8)の 2種がある。また、必形でも底部が非常に厚く底径がさらに小さくなる 9・ 10の よ

うなものがあり、これらは古代末の上師質土器の系譜をひくものと思われる。ロクロ成形後の調整は底

部外面 。内面とも顕著なものは認められず、わずかに底部内面のロクロ成型時の盛り上がりを指または

ヘラ状の工具で調整したような痕跡が一部に認められるのみである。

第 1号井戸では、これらのかわらけに貿易陶磁・東遠江系山茶碗が共伴している。第142図 64～ 67は

貿易陶磁である。64～ 66は 白磁の碗で、64が Ⅱ類、65がⅣ類、66は V類である。67は 白磁小壼であ

る。68～ 70は東遠江系の山茶碗で、68・ 69は碗、70は片口鉢である。

第 2期 第 2号井戸 (SE02)出 土資料がこの段階である。ロクロ成形かわらけに加えて手づくね成形

かわらけが一定量出土する。

ロクロ成形かわらけは前段階同様大小の 2法量があり、大形は日径13.0～ 14.Ocm。 器高3.5～ 4.Ocm

を測る。また、底径9.Ocm前 後の皿形 (■ ・ 12)、 7.Ocm前 後の郷形 (13・ 14)がある。日径・底径と

も前段階との差はあまりないが、皿形・郷形ともに器高の低いものがみられるようになる。また小形か

わらけは皿形のもの (15・ 16。 18)が主体となるようであるが、17の ように底部が厚く小さめの底部

から引き出されるように立ち上がっている例は前段階からの系譜を引くものと考えられる。

手づくね成形かわらけは日径 14～ 15cm。 器高2.5～ 3.Ocmの大形かわらけ(71・ 72)と 日径9.5～

10,Ocm・ 器高2.Ocm前後の小形かわらけ(73～ 76)がある。器厚は比較的薄手で、日唇部も丁寧につく

られている。外側に面取りを施す例が多いが、丸くおさめるものもある。底部は平坦で底部内面にはナ

デまたはハケ状の調整痕が認められる。調整の順序は底部内面→日縁部のナデである。小形かわらけに

は、日縁部のナデが強いため屈曲が明瞭で日縁部がやや外反気味になるもの (73・ 74)と、ナデが弱

いかあるいは日縁下に沈線を施す程度の調整のため、日縁部が内彎し全体に扁平な半球状を呈すもの

(75。 76)と の 2種が認められる。

第 2号井戸の共伴遺物は貿易陶磁のみで、77は白磁碗V類かⅧ類、78は青磁劃花文碗(A類)である。

第 3期 第 3号清状遺構、第34号 。36号・48号 。50号土坑出土のかわらけを第 3期 とする。

大形のロクロ成形かわらけは日径が縮小し、日径が12.Ocm前後のもの (21・ 22)も 認められる。器

高も3.5cm前後となり、前段階より低くなる。器高の低化が進むため大小とも皿形・杯形の差は不明瞭

になっている。器形は底部脇からやや引き出し気味に立ち上がり、体部は内彎して日縁部に至るもの、

日縁部でやや外反するものなどが認められる。また、本段階では大小ともに底部内面にナデ痕や底部外

面に板状圧痕など成形後の調整が普遍的に認められるようになることが大きな特徴である。底部内面の

ナデ痕は丁寧で見込み部ほぼ全面にわたり丁寧に数回施されている。

手づくね成形かわらけの回径は大形のものが12.0～ 13.Ocm、 器高は3.Ocm前後となり、前段階に比

べ口径の縮小と器高の増加が顕著である (79・ 80・ 82,83)。 また、器厚が厚手になり、日唇部も丸
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みをもち外側の面取 りを施さなくなる。第34号・ 50号土坑 (SX34・ 50)の 手づくねかわ らけ (84・

85)は、日径は10.5～ H.5cmと さらに縮小 し、その一方で器高が3.5cm前後 と高くなる。また、 口縁

部高が拡大 し外反が強 くなる特徴 を示す。小形かわ らけも同様で、第 3号溝状遺構の口径は 8.Ocm

(81)、 第34号・ 50号土坑のもの (86・ 87)|ま 7.Ocm代に縮小している。また、 口縁部高が拡大 し、体

部～底部にかけて扁平な形状になる。底部内面の調整も口縁部の横ナデが底部中央まで及んでいるもの

が多く、前段階までの底部内面→口縁部の調整順序が崩れている。手づくねかわらけの小形化・粗雑化

が進んだ段階である。

第 3期の遺構陶磁器の共伴例がなく、明確な実年代比定は困難である。

第 4期 第 1号溝状遺構、第 2号溝状遺構、第 1～ 5号土坑墓のかわらけがこの段階である。手づくね

かわらけを伴わない時期である。第 1号・ 2号溝状遺構の新旧関係によりa・ bの小期に区分した。

第 4a期は第 1号溝状遺構と第 5号土坑墓に良好な資料がある。この段階から大中小の 3法量が見ら

れる。大形のロクロ成形かわらけ (27・ 28)は 日径12.0～ 13.Ocm。 底径8.0～ 9.Ocm・ 器高は35～

4.Ocm、 中形かわらけ (29。 30。 37)は口径11,0～ H.5cm・ 底径6.0～ 8.Ocm・ 器高3.Ocm前 後で、日

径 。底径の縮小傾向が進み、全誉的に小型化する。とくに底径の縮小が進むため前段階に比べて口径と

底径の差が開く傾向がある。小形のかわらけ (31・ 32・ 35)も 同様の傾向で、日径7.0～ 8.Ocm・ 底径

5.0～ 6.Ocm・ 器高1.5～ 2.Ocmを測る。

第 1号溝状遺構の共伴遺物には、コースター型の手づくねかわらけ (88)、 楠葉産の瓦器碗 (89)、

青磁杯 (90)、 常滑の甕 (91)。 片口鉢 I類 (92)がある。

第 4b期は第 2号溝状遺構と第 1号土坑墓が該当する。ロクロ成形かわらけの回径・底径の縮小傾

向・小型化傾向がさらに進む段階である。大形のかわらけは良好な資料がなかったため、ここでは不明

である。中形かわらけ (36～38)は日径10.5～ 11.Ocm・ 底径6.5cm前後・器高2.5～ 3.Ocm、 小形かわ

らけ (39,40)は 口径7.0～ 7.5cm・ 底径5.Ocm前後・器高2.Ocmを測 り、全体に小型化傾向が顕著で

ある。とくに底径の縮小が進み前段階に比べて日径と底径の差がさらに大きくなる傾向が認められる◇

また、内底面のナデ調整も省略傾向がみられるようになり、前段階まで底部内面全体に施されていたナ

デ調整が、数回のナデから一方向の 1回ナデに変化するようである。

共伴資料は陶磁器がないが、第 2号溝状遺構では瓦質風炉が出土している。

第 5期 第 4号溝状遺構 。第16号溝状遺構がこの段階である。当遺跡において、最もかわらけの出土量

の多い段階であり、法量や器形のバラエティーが豊富である。具体的には、第Ⅲ章遺物の項に記したよ

うに、第 4号・16号土坑では、A～ Dの 4種の器形が認められ、D類を除きそれぞれ大中小の 3法量が

ある。

A類は体部が内彎して立ち上がる器形で、大形 I類、中形Ⅱ類、小形Ⅲ類に分けられる。大形のA―

I類 (41)は 日径12.Ocm前後、底径は7.0～ 8.Ocm、 器高は3.Ocm前 後である。中形のA― Ⅱ類 (42)

は日径8.0～ 10.Ocm、 底径5.0～ 7.Ocm、 器高は2.5～ 3.Ocmで ある。小形のA― Ⅲ類 (43・ 44)は日径

6.0～ 7.Ocm、 底径4.Ocm前後、器高は2.Ocm前 後を測る。いずれも見込みのナデと底部外面の板状圧痕

が顕著である。

B類は体部が直線的に立ち上がる箱形の器形のもので、A類と同様に大中小の I～ Ⅲ類がある。大形

のB― I類 (45)は 日径12.0～ 14,Ocm、 底径は8.0～ 9.Ocm、 器高は3.0～ 4.Ocmである。中形の B― Ⅱ類

(46)は 日径10.0～ 11.Ocm、 底径5.5～ 7.Ocm、 器高は2.5cm前後である。大形 。中形ともに法量にや

やばらつきがあり、さらに細分も可能であるが、個体差の範囲とも考えられるので、 3法量にとどめた。

小形の B―Ⅲ類は C―Ⅲ類とともに、出土量が非常に多く、本期の主要なかわらけである。日径6.5～

7.5cm、 器高は2.0～ 2.5cmを 測るものであるが、底径の差によりさらに三分することができる。底径が
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4.5～ 5,Ocmを測る箱形のものは a類とし、器厚によりさらに 1・ 2類に分けた。箱形で器厚の薄いⅢ a

l類は47・ 48で、器厚の厚手のⅢ a2類は49・ 50で ある。底径が小さく4.0～4.5cmの やや逆台形を呈

すものは b類 とし、 a類同様器厚により 1・ 2類に分けた。器厚の薄いⅢbl類は51・ 52で、厚手のⅢ

b2類は53・ 54である。 a・ b類 ともに厚手の2類の方が、やや大きくなる傾向がある。また、底部外

面の板状圧痕は顕著にみられるが、見込みのナデはあるものとないものがある。

C類は器高が高 く逆台形を呈すものである。やは り大中小の 3法量がある。大形の C― I類 (55)は
口径 13.Ocm前 後、底径は6.5cm前後、器高は4.Ocm以上である。中形の C― Ⅱ類 (56・ 57)は 日径 10.0

～11.Ocm、 底径5.5～ 6.Ocm、 器高は3.2～ 3.6cmで ある。小形の C―Ⅲ類は日径8,Ocm以下のものである

が、法量と器厚によ りさらに細分した。 C―Ⅲl類 (58・ 59)は器厚が薄手で、 日径 6.0～ 6.8cm、 器高

は2.Ocm前後、底径は4.Ocm以 下である。 C― Ⅲ2類 (60。 61)は 1類よりもやや大きめで厚手である。

日径6.5～ 8,Ocm、 器高は2.5cm前後、底径は4.0～4.5cm以下である。底部が厚 く全体に粗雑なつくり

である。以上のC類は、見込みのナデや底部外面の板状圧痕はほとんど認められない。

D類 (62・ 63)イま小形のみ認められた器形で、器高が高 く体部が内彎 して立ち上がるものである。

C類に近く同類に含めてもよいかもしれない。

以上のようにいくつかの器形が一度に出現するのが第 5期である。A類・ B類は第 4期の系統上にあ

るものであるが、 C・ D類は新出の器形であり、当地域ではその祖形となるものが認められない。他地

域からの影響が考えられるが、現在までのところその系譜は不明である。

第 4号 。16号溝状遺構 とも、 3法量のうち、小形かわ らけが多いことが特色である。第 4号溝状遺構

の場合、実測可能個体で大中小の割合は、 1:4:16で ある。また、小形かわ らけはほとんどのものに

日縁部にススが付着 してお り、灯明皿 として使用された可能性が考えられる。 これに対 して、中形かわ

らけのスス付着の割合は 2～ 3割 ほど、大形かわ らけはほとんど認められなかった。後述するこの時期

の遺跡の性格によるものと考えられるが、器形のバラエティーとも関連 し、興味深いかわ らけ様相とい

えよう。

当期に共伴する陶磁器は瀬戸美濃が中心になる。後 I～ Ⅲ期が主体で、天目茶碗(97)。 小天 目茶碗

(98)。 平碗(100)・ 縁釉小皿(101)・ 直縁大皿(102)。 柄付片日など器種も豊富である。常滑は甕 。片日鉢

Ⅱ類が伴出し、 8型式が主林である。貿易陶磁は青磁端反碗(D-1類 。94)、 青磁盤類(95。 96)な どが出

土している。第 16号溝状遺構では、常滑 8型式の片 口鉢 Ⅱ類の内面に悟 り目があ り(104)、 類例の少な

い例 として注目される。その他、後Ⅳ期に併行する志戸呂の播鉢(106)がある。瓦質製品も多 く伴出し

てお り、火鉢(108)。 風炉(107)の 他、燭台(109)や 香炉なども出土している。

各期の実年代 について

第 1期は手づくねかわ らけ出現以前の段階で、共伴する貿易陶磁・東遠江系山茶碗の年代か ら12世紀

代の中葉から後葉に位置づけられる。古代末の土師質土器の系譜をひくものもあるが、 11世紀代に盛行

する足高高台不は含まれていないことから、 12世紀以降 と考えられる。

次の第 2期は手づくねかわ らけを伴なう段階で、白磁碗V類、同安窯系青磁碗 。皿や龍泉窯系青磁劃

花文碗などが共伴 していることか ら、 12世紀末～13世紀初頭 と考えられる。第 2号井戸の手づくねか

わらけは、韮山における出現期の手づくねかわ らけよ りも若干後出のものと考えられ儲5k平泉や鎌倉の

手づくねかわ らけとの比較によっても、 13世紀初頭に位置づけられる可能性が高い。韮山の手づくねか

わらけは、日唇部のつくりやナデなどの技法が京都 とは異な り、直接的な技術伝播 とは考えにくく、京

都の影響で成立 したことは他地域と同様であるが、京都 との直接的な関わ りというよりも、鎌倉あるい

は平泉をノトしての影響と考えた方が妥当であろう。

第 3期は共伴する陶磁器類がないため、直接的な比定はできないが、前後の関係か ら13世紀の前半か
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ら中葉に位置づけられる。ロクロ成形かわ らけ・手づくね成形かわらけともに前の段階よ り小型化・粗

雑化している。

第 4期の a小期は第 1号溝状遺構から13世紀後半の楠葉産瓦器碗、コースター型のかわ らけなどが出

土していることから、 13世紀後半以降と考えられる。手づくね成形かわ らけはなく、ロクロ成形かわ ら

けのみの段階である。 b小期は陶磁器を共伴していないため、詳細は不明であるが、瓦質風炉があるこ

とから14世紀代に位置づけられよう。かわらけ 。陶磁器ともに出土量が少なく、また、年代に幅がある

ことか ら、今後検討が必要である。

第 5期 は、第 4号・第 16号溝状遺構で、瀬戸美濃の後 I～ Ⅲ期が多 く共伴しているため、 14世 紀後

葉～15世 紀前葉に位置づけられる。一部後Ⅳ古期の遺物 もあるため、 15世紀中葉まで下がる可能性 も

ある。かわ らけ 。陶磁器ともに大量の遺物が出土する時期であるが、多様なかわ らけが出上 してお り、

陶磁器の年代幅も広いため、さらに時期区分が可能と思われるが、当調査区内の遺構の出土状況では詳

細な検討ができなかったため、今後の資料増加を待って再検討を行いたい。

(6)時期別 の出土量 につ いて

以上、史跡北条氏邸跡の陶磁器それぞれの器種や時期別の出土状況を概観した。次にこれ らを組み合

わせて、遺跡全体の様相として考察するため、貿易陶磁 。瀬戸美濃・常滑・かわ らけの出土量を概念的

に表わ したものが第 148図 のグラフである。かわ らけについては、全点を時期別に判別することは不可

能なので、実測可能個体について、その時期別の割合を示 している。グラフは実数ではなく、全体に占

める各時期の割合とその推移を折れ線グラフで表わしている。

貿易陶磁は12世紀末～ 13世紀前葉にピークがあり、 14世紀後半か らは激減する。瀬戸美濃は14世紀

末～ 15世紀前半にかけて最も出土量が多く、貿易陶磁 と入れ替わるような様相を示 している。常滑は

12世紀後半にピークがあ り、その後は全体に減少傾向するが、全体的に安定的した供給が認め られる。

かわらけは、 12世紀末～ 13世紀前葉と14世紀末～15世紀前半に 2つ のピークがあ り、あたかも貿易陶

磁、頑戸美濃と呼応 しているようにみえる。
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第143図  主要遺物の出土量の推移
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2.遺構の時期的な展開について
前項で検討した遺物の時期区分を元に、遺構の変遷を第 144・ 145図 に示 した。前述のように、当遺

跡では時期別の遺構面がとらえられないため、出土遺物によ り時期決定の可能なもののみ掲載 し、その

他時期不明の遺構は省略 してある。そのため、当遺跡の検出遺構のすべてを網羅するものではない。ま

た、調査区南部の 1区は、第 5期の遺構面までの調査にとどまってお り、下層の第 4期以前の遺構配置

は不明である。

第 1期の遺構 遺物によって確定できるのは第 1号井戸のみである。第 14号土坑も破片資料であるが、

古代末の上師器の系譜をひくものが出上しているので、 この時期に存在 したと思われる。遺物量も多 く

はないため、当遺跡において主体的な遺構の展開する以前の段階と考えられる。第 1号井戸廃絶の後、

第 2。 3号掘立柱建物跡がつくられるが、位置関係から 1～ 3号掘立柱建物跡がすべて同時期に建って

いたとは考えられないので、第 1号井戸 との位置を考慮すれば、第 1号掘立柱建物跡と第 1号柱穴列が

伴なう可能性も考えられる。

第 2期の遺構 確実に遺物が出上しているのは第 2号井戸のみであるが、前後の遺構の重複関係や周辺

の遺物の出土状況から、第 1号～ 4号掘立柱建物跡がこの時期に含まれると思われる。また、主軸方向

や柱間寸法がほぼ同じことか ら、第 6号・ 7号柱穴列もこの時期のものと考えられる。第 7号～ 10号掘

立柱建物跡・第 5号柱穴も未調査ではあるが、主軸方向か ら同時期の可能性がある。

調査区北側に塀跡と思われる柱穴列を伴なった大型の掘立柱建物跡が並び、その南側には小型の掘立

柱建物跡が配置されている。第 5～ 7号柱穴列も同時期であると想定すれば、L字の区画施設の可能性

がある。第 9・ 10号掘立柱建物跡は位置関係か らその性格の推測はむずかしいが、周辺か ら大量のかわ

らけが出土していることか ら、大型掘立柱建物跡と関連する施設であった可能性が高い。第 1号井戸は

最も南で検出されている。

第 2期は、かわ らけ・貿易陶磁 。常滑などが大量に出土 してお り、当遺跡の中心的な時期であったと

思われる。

第 3期の遺構 第 3号溝状遺構、第 19・ 34・ 35。 36・ 48・ 49・ 50・ 56号土坑が該当する。共伴する

陶磁器がないため、詳細な時期の特定はできないが、かわ らけの様相からはある程度の時間幅が想定さ

れ、すべての遺構が同時期に存在 していたものではないだろう。また、周辺か ら検出された上坑で確実

な伴出遺物により時期決定ができなかった土坑のなかにも、同時期のものが含まれている可能性がある。

なお、第 2期の掘立柱建物跡の主軸方位を考慮すると、第 1号→第 2→第 4号の順序が予想され、第 4

号が最も新 しい可能性がある。土坑群の広が りから、第 4号掘立柱建物跡は、残存 していた可能性 も考

えられる。

第 4期の遺構 第 1号・ 2号溝状遺構、第 1号～ 5号土坑墓によって構成される。調査区北側に土坑墓

が集中していることか ら、 この時期には、少なくとも遺跡北側は居住地か ら墓域に変わっていたことが

想像される。土坑墓南側の上坑集中域でも、第47号 。第54号土坑か らは銭貨が出土 してお り、土坑墓

の可能性が高い。北側が墓域 として機能していたとすれば、第 1号溝状遺構は、遺跡の南北の性格を分

ける区画溝の役割を果たしていた可能性があり興味深い。

第 4期は、第 1号 。2号溝状遺構の重複か ら少なくとも 2小期以上に分けることができるが、当遺跡

においてかわ らけ 。陶磁器 とも最も少ない時期であり、詳細は不明である。

第 5期の遺構 調査区南側で遺構が多 く展開する時期である。第 11号 。12号掘立柱建物跡やそれに付

随する第 8号・ 9号柱穴列、築地塀の基礎と思われる土塁状の高まり 。第 10号遺構などがあり、主軸を

同じくして第 4号 。5号 。14号・ 16号 。19号溝状遺構が西側に展開する。

第 8号・ 9号掘立柱建物跡と柱穴列については、同時期に類例がなく性格は不明であるが、第 10号遺
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第144図 主な遺構の変遷(1)(群 1/1,000)
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第 145図 主な遺構の変遷(2) (S=1/1,000)

構の高まりが、第 11号・ 12号掘立柱建物跡の間で途切れていることか らすれば、門のような施設であつ

たことが推測される。同様に、第 8号・ 9号柱穴列 も塀のような施設が想像できる。溝状遺構は東西・

南北方向に走ってお り、方形に区画されているようすがみ られ、東側の施設に伴う区画溝であったと考

えられる。

第 6期の遺構 近世以降の溝状遺構によって構成される時期である。第20号溝状遺構～第39号溝状遺

構まで20基 の溝が想定される。 このうち南北に走る第20。 21・ 22号溝状遺構 と、東西に走る第23・

24・ 25,30,31・ 32号溝状遺構、 L字に曲がる第27号溝状遺構などによって、方形の区画が構成さ

れている。屋敷の区画溝の可能性が考えられる。ただ し、それぞれの詳細な時期や、溝同士の組み合わ

せなどは不明であり、どのような性格の場であったのは不明である。

平治の乱で敗れた源頼朝は、 1160年 に伊豆韮山の蛭 ヶ小島に流 されるが、娘政子 との結婚を通 じて

北条氏が後見的な立場 となる。文治元年 (H85年 )平家を倒 し、東国において武家政権が樹立され、

頼朝の舅にあたる北条氏は執権・得宗 として鎌倉幕府の中枢で繁栄することになるが、北条氏の本貫地

が韮山であり、その館跡が当遺跡と推定されている。元弘三年 (1333年)に、鎌倉幕府が滅び北条氏

は滅亡するが、残された子女の一部は本貫地韮山にもどり、北条貞時の妻である円成尼が本貫地に円成

寺を建てた。円成尼が亡 くなった後の円成寺は一時衰退するが、伊豆国守護山内上杉氏の庇護を受けて

繁栄することになるtt6モ また、長禄二年 (1458年 )、 永享の乱・享徳の乱で乱れた東国を治めるために、

新たな関東公方 として足利義政の庶兄政知が派遣され、韮山に堀越御所を構えた。 これも、明応二年

(1493年 )、 伊勢盛時 (通称北条早雲)に よって滅ぼ される。以上のように、当遺跡は鎌倉時代の北条
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氏の本貫地の館、鎌倉幕府滅亡後の 14世紀 中頃か ら15世紀 にかけての円成寺、そ して、 15世紀後半の

堀越御所 という 3つの歴史背景を有 している。

以上の歴史背景 とみると、先述の出土遺物の消長 と関連性がいくつか認め られ るように思われる。 12

世紀末～ 13世紀前半のピークは北条氏の台頭期であ り、それ に呼応するように、大量の貿易陶磁やかわ

らけが出土 している。 また、願成就院の建立時期 と重なっていることか らも、 この地 に多 くの文物が流

入 し繁栄 していた と想像 される。 とくに、手づ くねかわ らけの存在 は、京や鎌倉 との密接な関係 を示唆

するものである。その後 13世紀後半以降の減少は、北条氏が本格的 に本拠 を鎌倉 に移 したため と推測で

きる。 14世紀末～ 15世紀前半のピークについては円成寺、 とくに山内上杉氏の庇護下での繁栄 と関連

していると考え られる。頑戸美濃天 目茶碗や神仏具の出土量、灯明皿 に使用 した と思われるススの付着

した大量のかわ らけな どは、同時期 の中世集落 とは様相 を異にしてお り、区画された遺構配置 とともに、

寺院 としての特徴 を示 している。 しか し、寺院の主要部分が未確認であるので、 円成寺の様相 について

は今後の調査 をまって再考 したい。 また、 15世紀後半の遺物が少ないことか ら、堀越御所については当

遺跡の範囲には主要部分が及んでいなかったと思われる。
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遺構 。遺物一覧表



第3表 掘立桂建物跡一覧表 (1)単位m( )は 残存値

遺 構 名 査状況 模規 主軸 方位 時 期 考備

君]号撮三柱撃物跡 10■ 91
ヒット

「
SH01-Pi

ヒット2 SH01-P2
ヒット3 SH01-P3
ヒット4 SH01-P4
ヒット5 SH01-P5
ヒット6 SH01-P6
ヒットフSH01-P7
ヒット3 SH01-P8
ヒット9 SH01-P9
ヒット101S日 01-P,0
ヒット1● SH01-PII
ヒット121SH01-P12

ヒット13:SH01-P,3

ヒット141SH01-P14

ヒット15 SH01-P15

ヒット16 SH01-P16

ヒット17 SH01-P17

ヒット18 SH01-P13

ヒット19 SHO,一 P19

,I PFRq序付1:QT olぼ 柱F9R?:1ぃ

円形 径063深 020

円形 径056深 025

円形 径047深 010

隅丸方形 040X030深 O08

円形 径047深 017

隅丸方形?(040)X039深 008

隅丸方形 042X041深 010

隅丸方形 045X042深 018

楕円形?056X(040)深 013

円形 径 033深 004

円形 径 052深 017

不整楕 円形 060× 05,深 020

楕円形 038X091深 007

円形 径050深 021

円形 径043深 028

円形 径035深 020

惰円形 046X041深 024

惰円形 048× 039深 014

惜円形 (053)X042深 021

N-86° 一W I?C末 ～ 19C前

かわらサ

スラグ
第2号掘立柱建物跡 SH02

ヒット●SH02-Pl
ヒット21SH02-P2
ヒット31SH02-P3
ヒット41SH02-P4
ヒット5iSH02-P5
ヒット6 SH02-P6
ヒット7 SH02-P7
ヒット8 SH02-P8
ヒット9iSH02-P9
ヒット10iSH02-P10

ヒット1● SH02-Pll
ヒット121SH02-P,2

ヒット,3:SH02-P,3

ヒット,4 SH02-P14

ヒット15iSH02-P15

ヒット161SH02-P16

ヒット171SH02-P17

ヒット18iSH02-P18
rット19,sHo2-P19

3X4間 56浦 柱間Plm
不整楕円形 (041)X039深 026

楕円形 04,X038深 030

橋円形 047X035深 030

円形 径05,深 020

楕円形 060X039深 035

円形 径043深 025

楕円形 052X040深 020

楕円形 048X040深 015

円形 径030深 9,7

円形 径035深 030

円形?径037深 015

円形?径040深 036

不整隅丸方形 042X035深 046

楕円形 046X040深 028

不整隅丸方形 043× 040深 034

不整隅丸方形?045× (035)深 040

隅丸方形 045× 045深 023

楕円形 044X034深 043

楕円形 050X040深 034

N -37°  一VV 12C末 ～13C前

かわらけ

釘

かわらけ

かわらけ

かわらけ

/oヽ わら1サ

かわら1ナ

かわらけ

貿易陶石を

かわらけ

第3号 掘立桂

ヒ

ビ

!夕mo●9p
卜1-AISH03-PI′

卜1-BiSH03-P,|

こット2iSH03-P2
:ット3 SH03-P3

`ッ
ト4iSH03-P4

:ット5iSH03-P5
:ッ ト6iSH03-P6
:ッ ト7 SH03-P7
:ッ ト8iSH03-P8
:ッ ト91SH03-P9
ット101SH03-P,0

2X3間 283市 柱間21m
惰円形 050X035深 036

隅丸方形?040X(030)深 028

不整形 080X048深 031

楕円形 055X040深 026

惰円形 051X046深 033

惰円形 049× 040深 024

円形 径063深 040

惰円形 043X097深 035

唱丸方形 050× 050深 048

惰円形 042X039深 025

倍円形 042 X O al,梁 D30

87・ 30 W 12C末～ 13C前

かわらけ

かわらけ貿易陶磁

かわらけ常滑スラグ

かわら1す

かわらけ

かわら1サ

かわら1+

第4号 掘立柱建物跡 iSH04

ヒットliSH04-P,
ヒット21SH04-P2
ヒット3iSH04-P3
ヒット41SH04-P4
ヒット5iSH04-P5
ヒット61S日 04-P6
ビット7 SH04-P7

4X(2～ )間 柱間21m
不整隅丸方形 033X030深 022

不整隅丸方形 036X035深 056

円形 径040深 (039)

楕円形 060X043深 033

楕円形 038X033深 043

構円形 058X045深 038

隅丸方形 040X035深 035

N-89° 一W 12C末 ～ 13C前

かわらけ

かわらけ貿易陶磁

かわら1サ

んヽわら1サ

かオうらけ

かチつ氏|十

密曼号押
=柱

岸物帥 eJ99
ヒット●SH05-PI
ヒット21SH05-P2
ヒット3iSH05-P3
ヒット4 SH05-P4
ヒット5iSH05-P5

2Xl間 95浦 柱間21m
楕円形 045X038深 (008)

隅丸方形 036X036深 011

構円形?040X(028)深 012

N-32°  30-W 12C末～ 13C前

かわらけ

かわらけ

かわらけ

隅丸方形 034X029深 026

円形 径o33深 027
かわらけ
かわらけ
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第4表 掘立柱建物跡一覧表 (2)単位m()は残存値

第5表 柱穴列一覧表 (1) 単位m( )は 残存値

遺 様 名 査状況 規 種 主軸方位 時 期 主な出上潰 物 倍 考

第6号掘立柱建物跡 SH06
ビット,sHo6-Pl
と
す
ット2 SH06-P2

」Xl間 80ポ 桂間21m
偶丸方形 035X027深 034

有円形 096X032深 039

N… 84°  30'一 YV 12C末～ 13C前

かわらけ

かわらけ 瓦ビット3iSH06-P3 禄丸方形 040X032深 036

ビット4,SH06-P4

「
・

w卜 5:SH06_P5

確認のみ ¬形 ?径 034

壱円形 On5X Oク 9

=7号
煽三柱岸ツИや口97

ヒ・ット,SH07-Pl
ヒ
°
ット21SH07-P2

ヒット3:SH07-P3
ヒット4:SH07-P4
ビット5iSH07-P5

確認のみ

確認のみ

確認のみ

確認のみ

確認のみ

薙蒙のみ

」X2間 16謂?柱間20m
¬形 径035

青円形 051X040

有円形 040X034

儲丸方形 035X035
¬形?径032

-83°  30.― VV 12C末 ～ 13C前 ?

君8号掘立柱建物跡 iSH08 確認のみ

確認のみ

確認のみ

確認のみ

確認のみ

確認のみ

確認のみ

×2間 16浦?柱間20m 83°  30'一 VV 12C末 ～ 13C前 ?

ット,SH08-Pl
・ット21SH08-P2
・ット3 SH13-P3
・
ット4iSH08-P4

有円形 050X043
青円形 040X033
寄円形 035X025
寄円形 026X021

有円形 035X028

有円形?055X(040)
自荀芳形 o43X04n

ット5 SH08-P5

′ⅢO:0‖ 9ett P o

ット7:SH08-P7

奉p号源三柱岸ツИ やJ99
ヒ
°
ット1:SH09-Pl

l:ィ ト?ioJ99二 F2
ヒ
‐
ット31SH09-P3

ヒ・ット4:SH09-P4

確認のみ X3間 268ポ ?柱 間 21m -80°  一VV 2C末～ 13C前 ?

円 形 得 0

確認のみ

確認のみ

確認のみ

確認のみ

確認のみ

確認のみ

確認のみ

確認のみ

円形 ?径050

隅丸方形 064X060

惰円形 039X030

惰円形 030X025

隅丸方形 056X043

隅丸長方形 050X035

不整形 033X027

隅丸方形 030X028

ビット5iSH09-P5
ヒット6iSH09-P6
ヒ
‐
ット71SH09-P7

ヒット8iSH09-P8
ヒ
‐
ット9iSH09-P9

11ィⅢⅢqi。‖99「 P19
ヒット1,SH09-Pll
ビット12iSH09-P12

確認のみ

確認のみ

確コめみ

楕円形 045X035

不整隅丸方形 037X036
橋円形?043X(036)

第10号掘立柱建物跡:SH 0 産認のみ

避認のみ

澄認のみ

灌認のみ

灌認のみ

Xl間 92言 ?柱間21m -88°  一VV 2C末～ 19C前 ?

ヒツト1:SH

ビット2iSH

ビット3iSH
Ｈ

一
Ｈ

Ｓ

一
Ｓ

O― Pl

O― P2
0-P3
0-P4

円形 径 041

円形 径 035

不整形 055X035
円形 径 033

浩円形 042X030

第11号掘立柱建物FA・ SH
ビットliSH Pl

,Xl間 ,32浦 柱間20m
店円形 037X035深 014

15°
 一E 中世後期

ヒット2:SH 盲円形 033X027深 021

生|ット0,0●

ヒ
°
ット4iSH

ヒット5 SH

P3
P4
P5

偶丸方形 022X015深 011

冑円形 046X035深 012

隅丸方形 028X018深 004

ヒット6 SH 偶丸方形 070X060深 020

陰笥 方 形 053X047深 01

第12号掘立柱建物跡SH
ヒツトISH
ビット2 SH

ヒ
｀
ット3 SH

ヒット4iS日

ビット5 SH

ビット6 SH

IIか 7iOJ
ヒ
｀
ット3 SH

2

2-Pl
2-P2
2-P3
2-P4
2-P5
2-P6
2-P7
2-P8

3Xl間 125謂 柱間20m
不整形 077X055深 024

不整形 085X052深 019

不整形 047X041深 012

惰円形 037X032深 026

楕円形 032X028深 003

Ч-12°  一E 中世後期

かわらけ

かわらけ

かわらけ 常滑

かわらけ

円形 径044深 010

隅丸方形 038X033深 011

桔円形 044X034深 010

遺 構 名 調 香 状 況 規 模 主軸方位 時 期 三な出土還物 備 考

れ,号,AЯl明跡)や

^91ヒ
・
ット1:SA01-Pl

長132m 6間 柱間21m

悔田形岬整

“

?三 和 fl q

円形 径035深026

颯丸方形 033X030深 018

堀丸方形 033X033深 018

N-86°  一VV 2C末 ～ 13C前

かわらけ

かわらけ

かわらけ

か】うら|す

ヒ・ット2iSA01-P2
ビット31SA01-P3

1iッ ト1:o^9ュ ニP4
ヒット5iSA01-P5

1'10:OA91,P0
ヒットI SA01-P7

隋円形 040X037深 030

脂円形 05,X038深 007

脂円形 040X034深 034
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第6表 柱穴列一覧表 (2) 単位m( )は 残存値

遺 構 名 調香状況 模規
=軸

芳任 時 期 主な出上潰物 差

ヒ・ット
「

SA02-PI
ヒット2 SA02-P2
ヒット3iSA02-P3
ヒット■SA02-P4
ビット5iSA02-P5
ビット6:SA02-P6
ビット7iSA02-P7

1:yl eieA9ぞ i■ e

L°ット9 SA02-P9
ヒット10iSA02-P10

ヒ・ット1■ SA02-Pll
ヒット121SA02-P12

ヒット13 SA02-P,3

溝lやハ9?二91
,毒 21SA02-D2

溝0,0本9?→ や
溝 41SA02-D4

L字形 南北長120m6間 東西長129m
6間 柱間20～ 21m
円形 径040深 021

不肇陣 方形0:毀 〆p:,9琴 9111

企筆形 9!42卜 qゃ?深 9+阜ζ
至肇形 9やⅢ Ⅲ q101 49,,1
惰甲形守Q全 9ヽ雫 49:£ t

隅れ方形?(062)X052深 046

N-4° 一E
N-4° 30 E
N-86°  一E
N-86°  一E

節

一
一
一
一
一
一
一
一

ヤ
　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一

末
　
一　
一
　
一　
一
　
一
　
一
　
一　

一

Ｃ

　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

‐ ２

　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

かわらけ

かわら1す

かわらけ

かわらけ

かわら1ナ

かわらけ

かわらけ

かわら1サ

かわらけ上師器

かわらけ貿易陶磁 渥美

かわらけ

かわらけ貿易陶磁

かわらけ東遠江系

かわら1す 瓦
かわらけ貿易陶磁 軽石凹石

かわらす貿易陶磁 常滑 凹石

桁 円形 ?(039)X(025)深 034

構甲形 守,1(qi。 ,49i41
至肇隅れ方形 p,。 9琴 p:。 q奉91申

否肇惰口形 P:71挙 9:頭 深q:0ヱ

楕円形 060X055深 051

楕円形 078X073深 041

情円形 062X055深 032

景?:皇曼,中員(守R04蝦 ?町HΨ
=形景0:?0 悔9Ⅲl旦  深9i?9駈頭V字形

景(1:19,幅帥 ω ttp.19断 面Ψ字形
長(572)臆055深018 HFttt,草 形

奉0号tAЯl観跡,ieA99
ヒ・ット

'SA03-P,|ント?iO△90二 P?
ヒット31SA03-P3
ヒット4iSA03 P 4

長66m3間 柱間21m

悔甲形

“

1,益 o49二 9,07

隋Pl形争(9・ loメ 挙p!1。 深91ゼ

隋円形 045X035深 025

店円形 045X`040】 深030

かわらけ

かわらけ

かわス|十

考 種

ビット11SA04-P,

ビュⅢ?:o△94iP 4
ビット3 SA04-P3

11′Ⅲl:o^9ti P l
ヒ・ット5iSA04-P5
ヒット6 SA04-P6
ヒット7 SA04-P7

1i′ ⅢeieA94i P l
ヒット9iSA04-P9
ドットloisA04-P10

ヒ字形 南北長155m8間   東西長
(28m) (2～ )間 柱間 19～ 21m
円形 径032深 022

-3マ  ーE 12C末～ 13C前

かわらけ

かわらけ

かわら1す

かわらけ

かわらけ

かわらけ

かわら1サ

かわらけ

かわらけ

かわ胤十

隅本方形四p、 9;00濃年1呈

円形 ?径040深 057

盃割 昂九方形 p:ф
 ttp―皇。澪 91。 。

円形 径035深 034

惰甲形?ω:401ttp:q。 深91,?

隋円形 (044)X037深 044

円形 径041深 027

円形 径032深 039

惰円形 046X041深 030

第5号柱穴列 (塀跡)iSA05

1,Ⅲ Ⅲ:o49,iPI
ヒット2 SA05-P2

1:′ Ⅲ霊oハ 9豆iPヨ
ヒット4:SA05-P4

11ィ ト写:秘9oiP i
ヒ・ット61SAOS― P6

1:ィト7:OA9,i呈 7

ヒウト8 SA05-P8

確認のみ

確認のみ

確認のみ

確認のみ

確認のみ

確認のみ

確認のみ

確認のみ

景印生写

'甲

(1年

'聞

仁Fa32!I即

隅丸方形 019X019

楕 円形 ?097× (019)

不明

不整楕 円形 059X035
不明

隅丸方 形 050X038
不明

円形 終 034

N-85°  ―W 12C末～ 13C前

議O号 41本,I切助)ieハ 9o
ビット1:SA06-Pl

■II難4筆:4簿路
III● It,E霊 OAOI=||

ヒ
°
ット61SA06-P6

罠(111)m(5～ )間 柱間21m
¬形 径 035深 022
青円形 ?(032)X(025)深 018

言甲形守?4益 929深 9:19

昌本方形 0-pp卜 q:宅。49`1三

宣甲形守,9卜 生字4深 9,?l
呂丸方形 030X022深 019

N-4°  一E 12C末～ 13C前

車7量柱A烈 (塀跡ユiOA97
ビット●SA07-P,
ヒ・ット2:SA07-P2
1イト0,049ヱニ,a
ヒット4 SAOフーP4
ビット5iSA07-P5
とうドも:`Ab,ど 1心

長(110)(5～ )盾

不整隅丸方形 0!

円形 径035深 0

円形 径029深 0

不整形 070X(0ィ

田形 全

“

09澪 pl

譲VIR不 田

柱間21m
)5X033深 009
12

17

19)深041

,4

-3▽  ―E +2C末 ～ 13C前

かわらけ

かわらけ

かわらけ

零3号柱穴列(塀跡)SA08
とット

'SA08・
P,

ビット2 SA08-P2
ヒット31SA08-P3
1■ド五|`A6言ど0と

長(60)m3間 柱 間20m
円形 径020深 007
不整楕 円形 042× 030深 020
円形 径 025深 018
惰円形 02,X023深 011

判-14°  30'一 E 後
一

期中 世

第9号柱六列(塀跡)SA09
1iイ 110499二 P,
||′Ⅲ?10本99i P ζ
ヒ
°
ット3 SA13-P3

ヒ・ット4:SA09-P4

景Q:0)Te画 柱画,!oγ ?f9甲

橋 円形 050X041深 011
N-10▽  ―E 中世 後期

かわら1サ

かわらけ
かわらけ

かわら1サ

瓦質
かわ曲十営遇 令区製品

円形 径049深 02,

円形 径052深 015
円形 径052深 020

楕円形 048X040深 018
円形 径026深 018
楕円形 045X035深 015

ヒット5:SA09-P5
ビット6iSA09-P6
11チド与|ヽ Al■ ■|ラ

第 10号債桟    ,sA10 長(235)X(50)m幅 27m高 (04)m  l Ч―

'0°

 一E 申世後期 びわらけ貿易陶磁常滑釘   |ヨミ地塀基礎?
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第7表 井戸一覧表 単位 m( )は 残存値

造構名 形 状 調査状況
硯 穣

時 期 主な出土遺物 備 考

開凡 万 形   系 翻 二径 200× 190 : 1
喜径075X069 :

12C後 半

屈形 :円 形  本枠

代枠 1方 形

尼槻せす

渠森鷲 !ゞ1701 eD 獣骨

芸3暑井 戸 モ 慢 500)X(400)  | ― 不 明

第4号井戸    SE04 η形 ? k縛 不 明

第3表 溝‖犬遺構一覧表 単位m( )は残存値

第9表 土坑墓一覧表 単位m( )は 残存値

遺構名 規模
長さ 1  幅  :  深さ

断 面 形
主軸方位 時 期 主な出土遺物 備 考

再1号 ,膏 状遠構  :SD01 囀 田 13C後 半 うヽわらけ 貿易陶磁 瀬戸美濃 常 滑 東遠
工系 砥石 銭 貨

460)1   050   :    010 皿 状 〕`つら1'7清 夏質

雪3具進 】ti昔 44 ム D∩ a 逆台形 13C中 華 〕ヽわら1+留 易陶確 営渇 鉢布m石
零4号溝 1犬 還橋  iSD04 」7形 N― ,3マ

 ーE ,4C禾 ～ 15C前 半 かわらけ 貿易陶磁 瀬戸美濃 常 滑 志戸
呂 瓦管 瓦 砥石 餞管 釘 スラゲ

票 側 に わ 夕‖

宅5号 ,査 】犬嶺桟  isD05 J掌 膨

名6号 ,奮 1大 遺構  isD06 1,25)1  0 SO   1    0 07 n】大 不 朗 心ヽわらけ
(150)i  035  1  020 J字 膨 不 朗

^朗
心ヽわらけ 貿易陶磁 fl

雪A号羞 状 i含権  ム め∩A 375)020～ 04d  010 〕字 形 下β月

雪9号進 状 i雷桂  ム めn9 (850) 060 」車形 下明 hヽ わ珈十

o暑 浅 引キi言穣 ム Dlo 」7形 N-9°  一E う`わらけ 貿易陶磁常滑

雪11具 ,査 景 機 継 ム Dll n状 N-7° 30-W 12C末 ～ 13C前 いわら1+智 易陶磁 営渇

宕12号 遠 景 接 継 lsD12 Ξ由 下明 かわら十ナ 常滑 石暫

密13昇
'歯

状 検 桂 isD1 3 不明 下明 lDNわらけ 貿易陶磁 瀬戸華湾常滑石管
君14号

'脅

】犬遺橋 :SD14 (1920)110 1 026 2含形 P世後期 かわらす 貿易陶磁 瀬戸美濃 常滑 志戸
R TT雪 百 纂 石 凹 石 命T

君15号 ,毒状證構 lsD1 5 (155)i05～ 19σ  056 す台形 不 朗 下 閉

T.16号 ,毒】天還 構 iSD16 760, 170～ 210 055 〕7形 -77・  ―VV かわらけ 貿易陶磁 瀬戸美濃 常 滑 渥芙

宝17具
'蓋

It喬棧 ね D17 皿 状 14° 30-W 不 明 かわら|十 漣戸羊濃 営滑 石

者18暑 濫 状 種 接 4D18 〕字形 -86°  一VV 不 明 かわら|十 留易陶磁 漉戸華溝 積石 辞右
3~19号 溝状遺橋 iSD19 ン字 形 ,世後期 いわらけ 貿易陶磁瀬戸美濃 常滑 瓦質

q砥石軽石凹石
320号テ脅】犬遠儒 iSD20 (7170),30～ 180 030～ 066 」字形 亡世 以 峰 二世陶磁器 かわらけ 貿易陶磁 瀬戸美

033 」字 形 肝世 以 隆 斤世 陶 誡 畢 留 房輸 磁

(2550): 140 050 」卒形 F世 以隆 析世 的 もサ黒 か わ らけ 麓 戸 華 緯 営 滑

ま23具
'歯

】キi旨 4t4:sDク a (2080)070～ 120'  037 〕牢形 析世 陶 磁 果 うヽ わ 出 十 留 易 臨 磁

妻24具
'蓋 'ti含

濫 isDク 4 (310): 1-79° ―W
妻25暑

'蓋

】十喬 穣 ム Dク 5 」字形 寸-79° 一W F世 以降 肝世 陶 磁 器 か わ らけ 瀬 戸 華 P_蛍 滑

逆台形 寸-8,°  一VV 圧世 以 降 t■ 世 陶 磁 器

語27号溝】犬遺福 ,SD27 コ字 形 と世 以 峰 近 世 陶磁 器 か わ らけ 貿 易 陶 磁 瀬 戸 美
濃 営 滑 祗 石 努 石 凹 石

名28号溝状債構 SD28 J掌形 斤世 レ1隆 心ヽわらけ

=29号
jttH犬 潰構 SD29 (1140)1  040   !   O05 EL】 犬 斤世 剪隆

著30号溝状浅構 SD30 (2210):  040 Ell】★ 斤世 ,1隆 近世陶磁器 かわらけ 瀬戸美濃 常滑 面

窮31号 ,毒‖夫遺構 :SD31 (2550)i  060 J字形 斤世 悦隆 こ世陶磁器かわらけ 瀬戸美濃 常滑
(2500)1  050 」字 形 斤tr以隆 こ世陶磁器 かわらけ 瀬戸美濃 釘

雪33号 進 】十惜 選 ム Dna 280):  030  1   007 皿 状 斤世 以 隆 うヽわ勲十

270)020～ 050 001～ 011 皿 1犬 斤世 以 隆 肝世 南 もサ緊 か わ らけ 留 易 m磁 営 沼

安35暑
'善

減 i含棧 糸 Daら 500)040～ 1101 008～ 018 」宰形 N-89°  一VV F世以 降 F世陶 磁 器 か わ 曲 十 π 曽 聾 石 聞 石

有36具
'査

景 i言穣 ね D36 」字形 N-4°  30-E 折世 以 降

密37暑
'蓋

】大i貴 楼 isD37 ψβOω 11 60～ クク0:   ∩,7 N-7° ―W と世以降 F世陶磁器 ねヽわらけ 留易陶磁 常滑

不明 近世 以降 五世陶磁器かわらけ 留房陶磁 常滑
宕39号溝】犬遺構 iSD39 (920): 070  1   - 不 明 N-9°  一E 折世 以 降 灌認のみ

遺構 名 形状
規模

径    | :卑 大
時 期 主な出土遺物 備 考

=2暑
上坑墓 ST02 不整形

看円形 315X240      1 015
下整形 190X185     1 045 14C後半 ～ わヽ 珈 十

177× (171)  : 015 14C後半 ～ かわらけ F曾 滑 石 凹 石 ス
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第10表 土坑一覧表 単位 m( )は 残存値

遺構 名 形 状 一さ一深

模
一

規
一一径

時 期 主な出土遺物 備 考

土坑    iSX01 店円形

下明

うヽわらけ 常滑

名S号上坑     isx05 店円形 1 90X l 15     1 010
≡6号 上坑    :SX06 径(087)   1009 下明

F明 〕Чうらけ
心ヽわ らけ

第9号上筑     iSx09 下黎形

窮iO号土坑    isxl o 言円形 110X076    : 008
第11号上坑    ISXll ヨ形 ぞと085 卜明

三12号土坑   iSX1 2 円 形 060X050      1 014 下明

075 下明 かわらけ
±8吊器 んヽわらけ

宅16丹上坑    :SX16 下整形

嘉17号土坑   :SX17 下整隅 丸方形 105X080      1 040 不 明

円 形 088X072    i 010 不明 かわら1サ

かわら(サ

うヽわら1サ

=22号
上鯨   :Sx22 音円形

第23号 土坑    isx23 下啓形 165X(138)    1 020 不 明

第24号 土坑    ISX24 II形 径 105         1 055 不 明

君25号 土坑    iSX25 ■形 宅と,00         1 010 不 明 いメ●らけ
(080)X075   : O08 不明 もヽわ収サ

いわらけ渥美

名29号 土 す    lsx29 下整 隅 菟 方 形

幸30号 土境   iSX30 刊形 ?許 089         i 010 不 明

嘉31号 土坑   iSX31 円形 ? 径(065)   1007 不 明

不 明

不明 かわら1サ

いわらけ

=35暑
十 常 滑 軽 石凹石

蒻36号 上鯨   iSx36
第37暑 土坑    :sx37 ¬ 形 ?腎065         1 025
窮38号 土坑    iSX38 ヨ 形 径 135         1 030 下 明 らヽあ珈

円 形 143X070      ' 018 13C か ぅらけ 曽易陶磁 唸T

不明 6ヽわら1サ

6ヽわらけ

名43丹 土琉    isx43 ¬ 形 4子 1 05          1 010

第44号 土坑    ISX44 不整円形 径 107         i 023 下 明

弔45号 土坑    iSX45 丸長方形 153X082      1 012 不 明 いわら|サ

窮46暑 上坑    iSX46 ¬ 形 窄許o9o         , o13 不 明 っ云 Iサ

悟円 形 れ世格4R いわらけ 銭貨
室4R与 +1∴    ISx4A 径 1 15 不 明

5ヽわらけ

=50号
土埼   isx50

窮51与 上抗    iSx51 不整 隅 封 方 形

者52号 土坑    isx52 (075)X070   1 018 下 明

窮53号 土 姉    isx53 4彬 イ署1 不 明 hヽ あ曲十 留夙臨税 れ声華捜 金T

宅54号上坑    iSx54 臓丸方 形 ?

窮55号 上坑    :SX55 ]形 でき080         : 006 不 明

君56号 土坑    iSX56 不整形 078× (058)  1 008 下明

示明 かわらけ

名58号 土坑    iSX58 店円形 ? (112)X094   1 014 下明 かわ出サ

名59暑 上坑    iSx59 ¬ 形 ?卜 125         1 014
^明

る`わらけ 貿易陶磁 瓦質 砥石 釘

密60暑 士 li   isx60 不啓 膨 ヽ 朗 かわら1サ 貿易陶磁
室61具 十鈴    is× 61 不整 膨 下明 かわらけ 官易13磁

密62号 上 姉    isx62 火葬土坑
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第¬表 集石遺構一覧表

遺構名 分布範囲 時 期 主な出土遺物 備   考

弔1号集石遣構 GS01 雪Jと(960)m 吏西
`375)耐

申世 後期 ? いわ曲サ百 罫石聞石

篤2号 集石債構 GS02 萄北 205m 東西 574m うヽわら1サ 貿易陶磁 瀬戸美濃 常滑 東涼江系 石
占」L`710'm 首 西 r17∩】m 不 明

覇】ヒ(070)m 東西(087)m 不 明

著5号集石遺構  :GS05 葛Jと(280)m 吏西

`700)m
F明 当滑

君6号集石損構 aS06 雪】比445m 妻西 440m 中世後期 ? わらけ 瀬戸美濃 常滑 瓦

=7弓
臭石積桟 笥」ヒ

`615】

m 首 西 イ11∩】m 不 明

室8暑 集石惜桂  16SOR 葛メヒ195m 東西 150m 不 明 E軽石凹石
零9号集石遺構  GS09 葛】ヒ490m 吏西 172m 不明 うヽわHす 百
著10号集 石債構 :GS 0 雪Jr 7 80m 吏 西 4 6am 中世 後期 ? わ曲十 瀬戸華虐 営滑 石雪 石

竜11号集石 i責穣 :GS 覇舅し(308)m 東西 135m 不 明 瓦

雪12暑集 石 浩 法 IF.S 覇Jヒ 253m 東西 110m 不 日月 かわらけ 瓦
零13号集石遺構 GS 3 輔〕ヒ070m 東西 097m
零14号集 石浅綾 GS14 百北 1,ク m首 西 ,OAm 不 明 瓦

雪15号集 右 i貴 績 始 s 萄北 118m東 西 175m 不 明

書16号集石遺構 GS16 萄北(448)m東西 720m 6ヽ わらけ 瀬声幸濃 営滑 耀華 石
言17号集 石潰構 GS17 萄北 092m 東西 256m 下明 いわらけ
言18丹集石潰携 6S 萄北(370)m東西 033m 下 明

零19号集 石遺 構 9 不 明
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第12表 中世遺物組成表

弄壼Я‖ 破 片数 ″台を

土器 類 57681 j∂ プJグ 91 60'

口茶碗類

L師賃上器類

θ′

うδθθδ

0154

91453

翻ほ 講 359 ,了 プ♂

書滑

三美 湖西

畷戸美濃

H易陶磁

ま戸呂

刀山窯

Pの f6不 明

,434

236

796

1,02

21

2

6

イ38θ

_290

,0ブ

′Oπひ

ク
一
ク
一∂

228'

037'

1 264

175'

003'

000'

o o14

豆暫 067'

(鉢

ユ炉

ξ炉

踊台

釜ヽ (双耳壺 )

豆器碗

との他

下明

32

18

,4

5

3

73

178

勁
一
泌
一
ガ
一
声
一
っ
う
）

jフ

′
「
6

016'

005'

003'

002'

001ヨ

000'

012'
028,

硯

瓦
一
瓦
一明

113

5,9

29

ゼ,7 018'

082ヽ

005'

製 品 ,73 ′●3 027,

■石

見

骨石鍋

蜃石加工品

登石片

25

007ヽ

000ヨ

0013

007'

006H

006'

金属製 品 yヶ π 069'

質
一

践
一

子

一
,T

ラグ

26

1

252

23

6

124

％
一′
一”
一メ
一′
一ツ

040ヽ

004ヽ

001ヽ

0203

講局■ ε/ッr/_7

第14表 中世土器・陶磁器組成表

山茶続 緬 015'

碗
一　
一　
一鉢

蟻
一州
一幅
一舶

39

17

」フ

∂θ

フ

フア

007う

005'

003'

土師質土器類 5758g 9398'

ヽ，
　
一他

肺
一鞭
一つ

,δθd了

′ク 002'

常 滑 ′38ι 234'

一　

一　

一他

一

壷
一菫
一鉢
一つ
一利

プJ

′′θ0

003'
185'

0431お
一
ァ
一汚

000'

039'

壷

嚢

鉢

不明

1

205

13

17

9'

′

′7

0001

0331

0921
003'

範戸峯 潟 Я9′

天目茶碗

碗類

血類

卸皿類

饉類

橘鉢

至 瓶類

神仏具類

鉢類

小壷 月ヽ瓶

その他

140

147

111

24

,42

106

あ
一％
一％
一２
一”
一ν
一
っ
一ク
一濯
一，
一夕
一型

2G

23

1

4

留 嘉 陶 隷 黒

69′

岬
噸
一麟
一壺類

その他

不朗

001'
007'

白 磁 ′σタ

麟一噛
一謙
一重類

その他

不明

,1

2

ひタ

0191
011'
0001
003'
001'
008'

ヤ
″
一
Ｖ
勇

青白磁

一　

一　

一他
一

鵬
一噛
一勲
一つ
れ

003'
0024
0021
o o14

碗 類

al須 4 0011

7 0124

掲和

泉州系

黒袖

25

47

0041
008■

忘 声 呂 003'

天目茶碗

碗類

皿類

構鉢

鉢類

壷 瓶類

仏具類

3

17

1

,

初 山 2

天目茶碗

碗類

皿類

憎鉢

壺 瓶類

仏具類

1

1

ど

r

000'

000'

子の flD 6 σ 001'

産地不明繕鉢

藤鋭不BH 6 001'

合 計 61273 596θt

カペ土

第13表 中世以外の遺物組成表
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第司5表 貿易陶磁分類別一覧表

分 類 破片数
後

対

（
日
■

接

甜RR腫 1 華 型 式

白磁

ρ」″

虎類

拇

υ

Ⅱ類

Ⅳ類

Ⅳ V類

V類

W V MI類

V Ml類

Ⅷ類

区類

,2～ 10C不 明

明代

不明

θ
一π
一μ
一″
一”
一初
一フ
一∂
一″
一′
一‘
●

皿類

７０

″¢

Ⅱ Ⅱ類

V類

VЧ 類

Щ類

区類

印花(型 押)

輪花

B群

C群 (端反)C―
明代

12～ 13C不明

5

5

碗 皿 類
一
田

区
”
ス 3(

即
一
即

穏折雰

ク

四Hお
タ

奉 水 ,キ

合 子

分 笑 破片数
接合後

破片数器 造 型 式

‐２

″

磁
７
紳

青 碗類

イjj,'

司安雲 舅 〕奏百

亀泉窯孝 類ヽ

ユ類 (蓮弁文 ) Ⅲ(1-5)

認
一
ｊ
一
″
一
∂
一
ッ
一

，

須
一
類

CI(雷 文)

D一 十(古 )

D-2(新 )

無文

無文 不明

2イ

プ
一
夕
一
Ｊ
一
ど
一
”

姫

`ε

9ノ

青:泉窯▼ 馴花文 (1類 )

業支 tF縁 皿網

曝第

吾 炉

不 明

青自磁

6′′

2(

J

梅瓶

合 子

差物

下Bq

楽付 3-1群

不 明

その他

密 rl

褐釉 天目茶碗

一宰

壷
一

耳
一
胴
一

有
一
長
≧

息釉 泉州系

2

ツ

_97

計

第16表 常滑・渥美・湖西 器種・時期別一覧表

笙地 Ъ 語 種 Ъ

il芝 |も |イ 「 ξ F胤詩 乱 |ァ |百 T O l iblii f穆 千ネ萌
合 計 言

億

瞭

旧

常滑 甕 「
:iII:lil::il

SC8

4

1■:iド

６

一
　

一
，

一
，

一
　

一
　

一

‐

一
７

一
　

一
　

一
‐１

一
　

一

‐

一
８５

一
　

一
　

一
　

一
　

一

一
４
一　
一　
”８
一
４
ヽ

,134

片 口鉢 I 1'1 0毎
6

片口鉢 I

三筋壷 ?14

広 口壺 1

|

査口帝

片口働

合 計 1434

12世 紀中 112笹花桜朝傷足詠評f 1■齢む労ゴi‐れ前引 不萌
合 計 合 計

歴 夫

1

3
雇美 湖西

広口奉 2 2

合 計
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第17表 瀬戸美濃 器種 ,時期別一覧表

勇TEtt l 議揮 ζ4
T遺

割
Ⅲ Ⅳ I Ⅲ � キ■蜘 �l�需

'4EI荏

葛
子双 ′

計 J1 11笑 首
含討 合

体
妥
日

入 日 飛 幌

小 天 目泰 碗 ユ l ll
27

S3

宛類

灰釉平碗 2 ９
”
３５
一

２ ５

一
19

lS

,35

皿 類

天和縁和小皿 a l 11 11110
4

58

2

盤類 天釉折縁深皿 5 Ct? 24

火細 即 日付 六 9 9

灰和盤類 ９
， ３

2

Eβ 皿 灰釉卸皿 2 214 3 24 24

雷鉢 層 鉢 3 6 2 2 3

壷 瓶類

申仏具

灰釉衝形香炉 4 4

ネ類 天釉小鉢 2 3 2

〕`重

その他 下

器種不明

不 明

796 701

第18表  山茶碗 産地別一覧表
jFtlh 器 種 破片数 磨合 後

頼戸 勅一醜
蜘

一
キ

3

美 淵 山茶碗 3

常 滑 山茶碗 6

1

屋 峯 ′卜碗

朗西 山茶碗
イト 皿

4

山茶 働

東遠江系 碗
一　
一鉢

茶
一皿
一ロ

山
一小
一片

3,

合 計

０
る

（
υ

２



第19表 掘立柱建物跡・塀跡 出土遺物一覧表

第20表 井戸 出上遺物一覧表(1)
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第21表 井戸 出土遺物一覧表(2)

遺構 種 別 産 地 器種 分類
古甚  i 垂畳  : 諄猿 胎土・焼成 残 存 備考

,ヽわらけ 太  1手 づくね コヽリア・徽砂地湿 浸福 PI農 好

康片

太  :手 づくね

度片(2片 )

ぺ  :手 づくね 散砂粒混 浸構褐 ,自 第

(  :手づくね 少粒逸 淡搭福 ft a年

881sE02

いわらけ (  :手 づくね 微砂粒混 淡褐色 良毎

91lSE02 (  :手 づくね

内底スス付着

(  :子 づくね ひ粒混 淡褐色 良好

(  1手 づくね
わら|

(コ リア 砂粒混 淡掲色 農好

ひ粒混 淡持掲0自好

完形

ひ対湿 鴻褐

“

感好
ＩＯ‐

一
ｉＯ‐

ヨリア 砂粒混 淡構褐色 農好

卜  :手 づくね

わ ら

卜  1手 づ <ね

卜  :手 づくね 妙粒混 淡掲色 良年

む埼湿鴻褐0自好

砂地涅 精褐れ 息毎

卜  '手 づくね 救砂粒混 1音褐色 良好

1手 づ〈ね 歩胤湿 淡褐付 自好

いわらけ 寇形

いわらサ

小  |キ づ<ね 敗砂対 ,『 淡褐Ⅲ 喜年

小  :手 づくね (ヨ リアめ粒涅 淡福,自 好
卜  1手 づくね 少粒混 暗褐色 良好

卜  :手 づくね 故砂粒混 淡褐缶 富好

散砂 対 湿 渉 掲 ,息 諄

牧砂粒混 淡tB色 良舛

ほ石

溝状遺構 出土遺物一覧表(1)
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第23表 溝状遺構 出土遺物一覧表(2)
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第24表 溝状遺構 出土遺物一覧表(3)
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第25表 溝状遺構 出土遺物一覧表(4)

遺構 種 別 産地 器種 分 類 胎土 焼成 残 存 備 考

,ヽわらけ

いわら1サ

歩埼混 暗構褐色 良好

′よヽ  :ロ クロ

り井t,『 袴褐● 農好

まぼ弁形

散砂粒混 権褐色 良好

散砂粒混 澄褐色 良好

心ヽわらす ひ界サ,晶 淡清協付 駐坪

)ヽ わらけ (コ リア 砂粒混 淡経褐色 良好

スス 板状圧痕

よば完形 スス 板状圧痕

微砂粒混 淡檻褐色 良好

砂対 ,R澁構 褐 0自 好

秒粒混 橙掲色 良好

散砂 *↓ ,El搭褐0良 好

くス 板状圧痕

分井t,F澁 構 褐 Th自 好 くス 板 1大圧痕

救砂粒混 構褐色 良好

かわらけ り泣混 権掲色 良好

スス 板状圧痕

ぃわらけ ひ粒湿 港褐色 良好

〕ヽわらサ 渉対 湿 糖褐色 農好

,ヽ わらけ

くスイ寸着

,ヽ わらけ 腹砂粗湿 橙褐色 良好

砂解士湿 袴褐 0盛 女子 まば完形

砂対湿 需福缶 農坪

散砂粒混 橙掲色 良好

力対 多 精掲

“

自好

〕ヽわら1サ 砂粗混 橙褐色 良好

刑ヽ   :ロ クロ

,ヽわら 散砂粒混 罐褐色 良好

入スイ寸着

り地混 経褐色 良好

と好
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第26表 溝状遺構 出土遺物一覧表(5)
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第27表 溝状遺構 出土遺物一覧表(6)
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溝状遺構 出土遺物一覧表(7)
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第29表 滞状遺構 出土遺物一覧表(8)

遺 構 種 別 産 地 器種 分 類 胎■ 焼成 残 存 嬌 考

敗砂粒混 控 48色 皇好

散砂雄混 構福色 農好

,ヽ わらけ

畿砂粗混 構IB色 良″

散砂対湿 緒IIBfL畠 好

散砂地混 構褐色 皇好 霊部塵滅

散砂粒混 継掲色 良好 まぼ完形

畿め対湿構褐角 醸好 篤部藤滅

散砂粒混 橙褐色 良好 くス付着 底部屋滅

散砂粒混 繕褐色 良好

散砂 対 湿 14掲れ E好 スス付着 庇部座滅

微め対湿給掲0自好

微砂粒混 掩褐色 良好

⊆管製品 畷 台 り疵 灰白色(表 面 灰色) 阻部のみ

ミ石砂れ 表青灰色 中赤褐担
尭虚 臣

曖片

S側 品 常潜 下端部夫損

些褐 Ⅲ 踊 :潟 茶 れ

劉甚的器 た糖褐色 栞正明茶色

た清褐fL釉 ]吉紫fb

杢灰 褐 Th釉 :赤 泰 Ⅲ

白打 釉 :赤 茶付

匂付 袖 :あ 明 呉須 :音 Ⅲ

巴前 髄器 )皿

L下端欠娼

S製 品 ,予 や砥

E製 品 睡石加工 品

更白fl珀 :灰白Ⅲ 務朗 コ縁きl破 片

留易的磁

更白任 恥 :隷昔線●

留易的磁 吾磁  赫 コ縁部破 片

歳滑 9型 玉 ミ石 砂粒 赤掲i
J産陶器 雪滑 座

渉対湿 淡構褐i盛 好 宅き[藤滅

(  :手 づくね

J産臨器 決釉 後亜期 天白色 釉 :黒色

ζ製 品 L野 ■孤 幅29 巨26 ド端部欠捐 氏面 (3)面

つ
る



第30表 溝状遺構 出土遺物一覧表(9)

遺構 種 別 産 地 器 種 分 類
L存  : 柔言 1 諄な 胎主 焼成 残 存 備 考

騒石加工品

E製品 麒 ,02)幅 B4   匡4a
避石加工品

淵
堤灰 IB色 釉 :深 緑色

雪津 580年代

E製 品 寇影

当磁   皿 ヨ付 釉:音昧灰白Ⅲ 秀閉
舅的 磁 31類 (I-5垣 ) 災灰色 釉 :薄音緑色 ヨ縁部髄 片

盟易的磁

キrl鉢 コ

砂対 湿 構 掲 ,自 好

第31表 土坑墓 出土遺物一覧表

第32表 土坑 出上遺物一覧表

遺 構 種男1 産地 器種 分類 一径一底測
一縮

計
一”径

胎土 焼成 残存 備 考

上筋器

大  :手づくね 少粒 多混 淡褐色 良好

主部板状圧痕

,ヽわらけ

散砂粒 紙密 淡終褐と 農好

散砂 対 湿 携 掲 Ⅲ

大  1手づ<ね ひ粒混 決糖褐色 良露
 ヽ :子づくね

ひ対湿 淡褐Ⅲ 自年

(  :子 づくれ 散砂粒混 澄褐色 良好

(  :手 づくね 少粒混 橙褐色 良好

豊貨

陀宋銭 肇篠元官

衰資

し宋銭 磨祐通宝

)ヽわらけ 微砂粒涅 浸緒褐●

少粒 多混 橙掲色 良好

,ヽ わらけ 散砂姓涅 締褐 i自 好

卜  |キづくね

隻貨 化宍継

(  :手 づくね 砂粒 多混 構褐色 良好
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第33表 集石遺構 出上遺物一覧表

遺結 種男1 産地 器 種 分 類
計 測 IE

「
l径  1 器高  : 底径

胎■ 焼成 残 存 備 考

定舟レ

大  :ロ クロ

歩胤混 橙褐色 良好

ミ石砂村 灰色 焼茂硬
百製品

少対 涅 博 褐 ,自 露

いわらけ

少粒混 橙褐色 長好

畿砂界t湿 清掲● 農好

q 平 彗 網 目 凹 ナ手 全長 (1,6)市 (60)厘20

改砂粒混 権褐色 良好 スス付着 摩滅

世砂井↓,『 精掲,自 年

こきF庫滅

宅形 震菜加工

巨製品

鮮平 らナデ 凹!布 目 長 (70)体部厚22

日:ナデ 凹1布 目
i当径 100嵐 当厚04全 長(299,

休部高09体 部厘 19
罠石 砂 粒 灰 色 焼 成 硬

Я 則頭文       凸
目目 凹 1布 日 令ヽ (162)体 吉l匡 22

i当 印(58)A当 高(50,五 当厚 2

全長 ― 休部厚 ―
R石 砂粒 暗灰色 焼 Ltx硬 屁当破片

畠(110,体 郎 厘 30
則頭 ヌ IL当 巾― 瓦 当局(20,瓦 当厚(10) 罠石 砂れ 灰色 瞬成硬 瓦当破片

晨(250)体 部厘23
R石 砂粒 暗次色 瞬取破

丸 臼 縄 目 凹 =布 目

R石 砂粒 灰色 暁蕨破

平 全長 (167)巾 (,72)厚 22

巨石 砂粒 暗灰色 焼成硬

瓦

辛 町 編 目 凹 |ナデ 全長 (155)巾 (119)厚 22 屋石 砂 村 灰 付 峰 成 I19

晨石 砂粒 明灰色 焼成軟 上部

「

Э

圧

平 四:縄 目 凹 :布 ロ ナギ 全長 (119)巾 (99)厚24 烏石 砂 対 灰 Ⅲ lt成膵

全長 (196)巾 (110)厚 23 罠石 砂粒 暗灰色 焼成 IIE

平 四:縄 目 凹 !布 ロ ナデ 全長 (151)巾 (,03)原 23

EL

全長(102)市 (121)厚 19 呈石 砂粒 暗灰色 焼成腫

E 全長 (90)市 (120)庫 21

全長 (116)市 (iO O)厚 20

下部破片

tL

工縄目 凹|ナデ 全長(,14)巾 (123)厚 23

豆

工縄目 凹:ナデ 全長 (128)巾 (125)厚 29 尋石 砂対 灰但 峰茂る0

冊部破片
q ら:綴 目 凹 :布 自

冬長 (102)巾 (123)厚 ?4 ミ石 砂粒 灰色 焼成腫

いわらけ

炎緒掲色 釉 :茶褐 i

ら:綴 目 凹:ナ デ

長 (10 巾(141)厚 25 霊石 砂粒 灰i焼 成樋 同蔀洵登片

上部 i/4

登石加工品
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第34表 1区 出土遺物一覧表(1)

遺 構 種 別 産 地 器種 分 類 胎■ 焼成 残 存 備 考

冒易陶磁 ヨ磁  碗 更白色 輸 :灰 白色 掻明 コ縁部雄 片

X筆

盟易的磁 ヨ色 釉1白 色透明 コ繰部破 片

?易臨磁 ヨⅢ 釉i音味灰白fJ tteq 確 部 破 H

天白色 袖 :灰 白色 コ縁部破片

留易 陶 磁 ヨi翠由白, κあり 明代

留易陶磁  1同 安葉ヨ 写磁  碗 士灰 褐 Ⅲ 深正狭 緑 灰

'

?易臨磁 1同 安窯ヨ 天白 Ⅲ 袖 i薄 緑 0あ 明

更白Ⅲ袖綱者緑灰付 秀明 コ縁 部 破 片

災白i tti淡音灰付 済明 コ縁部破 片

?易 Ia磁 寧磁  碗

炎灰色 釉 :淡緑灰色 コ縁部機 片

♂易Ft磁

留易 陶 磁

留易陶磁 年磁  腕

炎灰色 釉サリーフ色 透明

留易 陶 磁

天白色 釉綱音緑灰色 透明

留易陶磁 宮:石乏  こう
' 炎灰色 平証議緑灰色

留易 陶 磁

天白色 釉 :青 緑色 不益朗

慧3陶 磁

天白色 採証音緑色 不透明

雪易 陶 る遊

望易la磁

天白,蘊 書灰白付 不番明

望易 陶 磁 伽器  緑 釉 Pr

天白色 採証茶～黒IB色 コ監豪告11/6

罰藤 FtR器 (B茶働 誤釉  1後 Ⅱ 期

ヨ産陶器 誤釉  1後 I期

∃虐陶器
「

赫

Jを的器 泉釉小m 菱灰協 i tti議緑角 井沢

コ痣的器  1痴 戸婆 ) 豪IIn小皿 天釉  1後 Ⅲ Ⅳ古期 碁掲 任 釉 !露 緑 Ⅲ

炎灰掲色 袖 i薄緑色

劉lt陶 器 霞析m 割白Ⅲ XEI!歳 緑

“

コ縁 き

`蔭

片

,L白 色踊:薄 緑色

更採由 :後 Ⅲ 期

凱虐陶器 贖戸美 】 天メ由 :後 I期 更白● 施 :薄緑

'光
沢

]産陶器 褒掲負 釉 :淡養褐れ コ縁部破 片

]彦臨器

養灰褐色 釉 :薄緑色

白色
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第35表 1区 出土遺物一覧表(2)
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第36表 1区出土遺物一覧表(3)
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第37表 1区出土遺物一覧表(4)

IOa)休部厘 21

全長 (100)市 (126)厚 22

長332巾 (,72)厚 29

全長 (126)巾 (115)厚 24

全長(151)市 (75)厚 1

(100)巾 (93)厚 24

全長(110)巾
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¬区出土遺物一覧表(5)

第39表 2区出土遺物一覧表(1)

遺構 種別 産 地 器 種 分 類 胎上 焼成 残存 備考

ヨ租猛  碗
ば-4類 炎灰 白色 メよ灰 白色 透明

望易的磁

自磁   碗 天白色 釉 !音 白付 不あ明

ば 4類

貿易的磁

∋磁  碗 天白色 罪ぼ灰 白色 透明 コ縁 割 破 片

認易的磁

色磁   碗 天白色 釉 1灰 白任 誘明

V MI類 (外 反 ) コ縁部ぬ 片

貿易陶磁 色付 陥 i灰 白,あ 頭

釦磁  m X壊 天白色 釉 :灰白色 透明

留易的磁 匝類 富部 1/?

野磁  櫛 炎灰掲負 釉 :鷲緑褐 ,
炎灰掲色 平よ薄緑灰色

留易陶磁

更白,苅 i隷緑灰0あ 明

天白色 平よ薄緑色

留易陶 Lll

褒灰色 採正薄緑掲負

ヨ縁部破 片

望易陶磁 天 白 fb釉 [議音 緑 ,
写磁   碗 天白色 メよ淡音緑色 不透明 コ縁部誠 片

留易陶確

爵磁  碗 斐灰角 珀 :薄緑灰舞

野磁  碗 天白色 採よ淡青線色 コ縁罰麓 片 言入あり
ヤラ的磁 )1類

貿易陶磁 麟るll  孵

野磁  盤 天白色 釉 i薄音緑色

留易 陶 磁 窒弁折縁

音白磁 碗 天白角 釉 :蒸緑付

認易陶磁 当社 釉 :音白 ●

天白色 釉綱音茶褐れ コ縁割IC片

主音l破 片

旨易的 lll 続器  緑 勅 撫 看褐 Ⅲ 袖 :叢緑 ●

匂器  緑釉お ? 彗褐 色 釉 :難緑色 霞をE破 片

認易陶磁 衝器

誤昇由 1中Ⅳ 期 天白色 釉 :茶 ～黒褐

'法メ由 1後 I期 コ縁部 1/5

∃産的器

天目茶碗 天釉  :後 正期 炎灰褐色 採証韓緑褐 ,
天釉  :後 H期

∃産陶器 天B茶師 引白 Ⅲ 釉 :韓緑 Ⅲ

1ヽ 天 目茶碗 央褐色 採証茶褐色

コを向器 晨栞由河ヽ 皿

啜釉小 Il た灰褐色 篤部のみ

コ産的器 千綴 深 ll よ掲れ 釉 :韓苦緑Ⅲ

碧鉢 天色 釉 1赤 褐色 コ縁部競 片

J府 陶器

隻碗 装釉  :径 Ⅱ期 炎灰色 釉〔茶褐 色

中W期
∃産的器 天a釉 :里～茶掲 fL

炎灰褐色 釉 :乳 自色

劉jr陶 器

臣 241黄 砂粒 灰色
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第40表 2区出土遺物一覧表(2)
単位 cm( )ょ 残寄値

遺構 種 別 産 地 器 種 分 類
口 径 器 吉 戊 径

胎土 焼成 残 存 備 著

司産 的 器 弯没 3■lit

国だ的器 弯滑 臣 8型 式 コ緑部破 片

コ藤 Ea器 当滑

ヨ産Im器 者滑 9型 式 主部破 片

コ縁 部 礎 片

]産 臨串 改砂粗 灰色 コ縁部破片

り粒混 淡構褐色 良好 2/J

少宙 淡 褐 ● 良,7

り粒混 淡褐色 農好 1/2

りれ,巳 淡褐付 良好

,ヽわらサ

少粒混 淡構褐色 皇夕7 よば完形

少対 涅 濃褐 0自 好

歩*市 淳 鴻 構 褐 , 自ま平

歩粒混 淡橙褐色 良好 よば完形

少粒混 淡湾褐色 良好 よば完形

少*市 岸 墾 褐 ,自 好

歩粒混 橙褐色 蔓好

3/4

砂粒 多混 淡権褐色 良好

妙粒 多混 淡橙褐色 良好

砂盲 養 構 掲 ,自 好 2/3

少質 淡構掲色

妙対 多 涅 淡 構 褐 ia好

妙対 ,厚 淡 I口打 自夕子 1/2

妙質 淡褐色 良好 よば完形

5/6

妙粗混 淡褐色 良好

妙管 淡構褐色 皇好

jヽわらけ

微砂粒混 構褐色 長好 口縁 ―部欠

む対多湿 湊褐缶 良好

微砂粒混 淡48色 良好

砂対湿 濃構 tB付 自軒 鳶部積状Ft痕

,ヽ わら1サ

,ヽ わらけ
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第41表 2区出土遺物一覧表(3)
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第42表 3区出土遺物一覧表(1)
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第43表 3区出土遺物一覧表(2)

)は 残 存値

退 格 種 別 産 地 器 種 分 類
口径  1 器高  : 底径

胎土 焼成 残 存 備考

砂粒 少 涅 徹 細 墾 褐 Ⅲ 自年

や  :ロクロ

砂粒混 淡褐色 皇好 産部板状圧痕

ひ粒混 淡構褐角

]リア 砂粒混 繕褐色 良好

(Dリ ア 砂地 多湿 構AB色 皇好

」ヽわらけ

篤部板状圧痕

jヽ わらけ

歩粒混 淡構褐缶 畠好

卜  :ロ クロ

くス 板状圧痕

]り,砂 粒混 淡褐色 長露

少粒 多混 構掲色 良好

]ヽ わらイサ

歩対 湿 狭 持 掲 F「 自研

歩粒 多混 権褐色 農好 8面鼻‖落

〕ヽわらけ 大  1手づ〈ね

いわらけ 卜  !手づくね

卜  i手 づくね

ヨリア 砂 tF混 構褐色 良好

タンフ+連珠

―督[醗 化 炎焼成

らiナデ 凹iナデ 全長 (01)巾 (96)厚 22

ミ石 砂粒 灰色 焼成硬

全長 (1,0)巾 (76)厚 2

平 全長 (64)巾 (90)厚20
全長 (192)巾 (109)厚 26 農石 砂粗 灰笹 焼成臣

全長 (95)市 (127)厘 25
全長 (105)市 (ao)厚?1 Ft石 砂村 暗灰負 峰茂るこ

⊆製 品 ヨ予 氏石

や砥

⊆製 品 彗炉 ?

宅形

石製 品 曝石 加 工 品

石製品 野石加ェ品

定永通宝 岳奮永

ま戸呂 〔目茶碗

天釉 的 器

像馳陶器
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第44表 4区出土遺物一覧表(1)
)は 残存値

遺構 種別 産地 器種 分類
口径  : 器高  : 底径

胎■ 焼成 残 存 備 考

当色 釉 :黄 味 E3色 透明

V貌

留易的磁 天白色 IIt!資 味 白色 益明

易 的 磁

?房 陶磁 炎灰褐色 平
『

薄緑褐色

盟易 陶 磁 年磁  前

疋白色 釉 1音 緑色

彗0茅由:音 白Ⅲ

望易的磁 雪白磁 権瓶 本部破片

∃産陶器 撰釉小皿 疋釉  :後 Ⅱ期 災灰褐色 釉 !藩 線色 6底 部欠損

理 由 :後 I Ⅱ期 従灰Ⅲ 釉 1湾 緑● 蜀き[の み

∃産臨器

J虐陶器 2型 式 りれ 灰色 口縁部破片

∃藩 Ir器 善滑 藤 コ縁き[破 片

少対 多 養灰

'
2世 紀 第 3四 半 期

∃産陶器 胡西 L茶碗

∃産陶器

司藤Itl器 脱砂れ 灰色

∃産陶器

散砂粒涅 繕褐れ 農好

)ヽわ山サ

ひ粗多湿 淡褐色 良好

歩井寺多 淳 構 褐 付 自好

jヽわらけ

大  |キづくね (]リ ア 砂粒混 淡褐色 良好

散砂 対 ,,鴻褐 任 感好

大  :手づくね

〕ヽわらけ (  :手 づくね

大  1子づ〈ね (]リ ア 砂粒混 淡褐色 良好

敗砂 新 ,,鴻褐 ,自 好

大  :キづくね ひ粒混 橙褐色 良好

秒対 ,豆 ,本 掲 れ 自なマ

手づくね

)ヽわらけ !子づくね

散砂対湿 淡掲付 自好

1手づ(ね

秒対 多 涅 灰 褐 付 自好

手づ〈ね
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第45表 4区出土遺物一覧表(2)

長 (70)巾 (68)臣 20
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第46表 4区出土遺物一覧表(3)

第47表 5区出土遺物一覧表

遺 構 種男1 産地 器種 分類 胎上・焼成 残存 備 考

瞬磁  碗

炭熱

箔鞄  :後 V新期

口 鉢 I

コ縁部破 片

晨(110サ

不

張

宅形

第48表 出上位置不明遺物一覧表
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図版 1

1.調査区全景
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図版 2

1.第 2～ 4号掘立柱建物跡・

第 2～ 4号柱穴列

2.第 4号土坑墓
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図版 3

1.第 1号井戸 (1)

2.第 1号井戸 (2)
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3.第 1号井戸 (3)
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図版 4

1.第 3号溝状遺構

2.第 4号溝状遺構

‐注夢 凛学 越

3.第 4号溝状遺構土層断面



図版 5

1.第 4号溝状遺構 2.第 4号溝状遺構遺物出上状況

3.第 5号溝状遺構



図版 6

1.第 17号溝状遺構

2.1区集石検出状況

3.近世溝状遺構



図版 7
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1.発掘調査風景

2.見学会風景



図版 8

1.第 1号・ 2号井戸出上陶磁器

i紘

i/ 蒙
ν

一一十一

一
・　
　
　
テ

■
亀

軽

2.第 1号溝状遺構出土陶磁器



図版 9
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1.第 3号溝状遺構出土陶磁器

守

2.第 4号溝状遺構出土陶磁器



図版10

1,第 4号溝状遠構出土陶磁器

2.第 4号溝状遺構出土瓦質製品



図版 11

1.第 16号溝状遺構出土陶磁器

2.第 16号溝状遺構出土陶磁器・瓦質製品



図版 12

1.近世溝状遺構出土陶磁器

2.軒丸瓦



図版 13

1.軒平瓦

2.平瓦



図版14

1.銭貨
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2.石製品 (1)



図版 15

1.石製品 (2)

2.石製品 (3)



図版 16

1.第 1号井戸出土かわらけ
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2.第 2号井戸出土かわらけ
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4。第 2号溝状遺構出土かわらけ

5。第 3号溝状遺構出土かわらけ



図版 17
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図版 18

拗
1.第 5号溝状遺構出土かわらけ  2.第 10号溝状遺構出土かわらけ

3.第 16号溝状遺構出土かわらけ
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4.第 19号清状遺構出土かわらけ

5.第 5号土坑墓出土かわらけ

6.第 34号土坑出土かわらけ 7.第36号上坑出土かわらけ



図版 19

3.第 56号上坑出土かわらけ1.第39号土坑出土かわらけ 2.第 50号土坑出土かわらけ

―
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4.4区遺物集中地点出上須恵器・土師器

5.4区 出土上師器

6.5区出上上師器
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